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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　境界の川と心残り




　春しゆん明めいは、ぼんやりと河原に立っていた。

　足元には小石がゴロゴロと転がっており、草は全く生えていない。川の幅はばは広く、綺き麗れいでも汚きたなくもない水が、緩ゆるやかに流れていた。

　春明の目の前には、長い列が出来ている。ひょいと前の人物の肩かた越ごしに覗のぞいてみると、どうやら列はある建物に向かって伸のびているようだ。

　川かわ縁べりに建てられたその建物は六角形の形をしており、二階建てになっている。一階の屋根と二階の屋根は、六角形の角の部分が天に向かって大きく反り上がっていた。

　人々は列を乱すことなく、ゆっくりとその建物に入っていく。

「よかったわね、本当に」

　ふいに声をかけられて、春明ははっと建物から視線を移した。春明の前に並んでいた人物が、振ふり向いてこちらを見ている。

　物もの腰ごしの柔やわらかそうな、高こう齢れいの女性だった。おっとりと笑う目じりの皺しわを見つめながら、先ほどの言葉を反はん芻すうする。こてん、と首を傾かしげた。

「よかったって、何がですか？」

「私、ずっと不安だったのよ。ほら、こういうのって突とつ然ぜんもあり得るでしょう？　事前にもう長くないと分かれば、心の準備や後始末もできるけど。だからこんな制度があるなんて、よかったわと思って」

　──『こういうの』？　『こんな制度』？

　相手も事情を知っているという前提で進められる会話に、春明は困こん惑わくした。その戸と惑まどいが顔に出ていたのだろう、女性は目を丸くした。

「あら……。もしかして、あなたまだ分かっていないの？」

「ええと、分かっていないというのは、どういう……」

「はい、次の方」

　その時、嚙かみ合わない会話に、きびきびとした声が割り入ってきた。

　いつの間にか列はかなり進んでおり、春明の目の前にあの六角形の建物が迫せまっている。建物の前には一人の男性が立っていた。皺ひとつない青い礼服の型には見覚えがある。

　──この人、官かん吏りだ。

　国の機関で働く役人である官吏は、決められた礼服で仕事をしている。官吏、と心の中で呟つぶやいた途と端たん、ズキリ、と頭が痛んだ。何だろう、と思う。何かを忘れている気がしてならない。

「滞たい在ざいを希望されますか？」

　官吏は、腰こしの曲がった女性に合わせて身を屈かがめ、そう口にした。

「はい。孫の顔を見たいんです。生まれたばかりで、私は会う前にここに来てしまったので」

「それはさぞ心残りでしょう。承知しました、旅券を発行します。このまま進んでください」

　官吏は大きく頷うなずいた後、手元の紙の束に何やら書き込んでいる。視線はそのままで「次の方」と呼んだ。呼ばれているのは春明だ。

「滞在を希望されますか？」

　言いながら、ようやく春明と顔を合わせる。

「心残りは何かありますか？　会いたい人、やり残した事、何でもいいですよ」

　やり残した事、という言葉に、脳の奥底が不意に反応する。記き憶おくがじわじわと押し寄せ、やがて大切な事を思い出した。

「官試っ！　官試受けに行かなくちゃ！」

　なぜ忘れていたのだろうか。「今何時ですか！」と目の前の官吏の腕うでを摑つかむ。切せつ羽ぱ詰つまって急いでいるというのに、官吏は冷静に殊こと更さらゆっくりと告げた。




「それは無理ですよ。──だってあなた、死んでしまいましたから」




　頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。瞬しゆん間かん、一気に記憶が甦よみがえる。

　ゴボゴボという、大量の水を飲み込む自分の喉のどの音。思うように動かない手足はやがて力をなくし、そして──。

　私は、死んだ？

　じり、と一歩後ずさる。官吏は一瞬視線を鋭するどくして、しかしすぐに笑えみを浮うかべた。

「どこに行くつもりですか？　大だい丈じよう夫ぶですよ、心残りがあるなら、旅券を発行します。官試会場に行くこともできますよ。むろん、死者としてですが」

「それじゃ意味ないんです。私は生きて官試を受けたいんです！　で、今度こそ合格するっ」

　失礼します！　と言うなり、列から飛び出て官吏のいる方向とは逆に走り出した。川縁に沿って、駆かけ抜ぬける。どこに向かえばいいかは分からない。それでも、官吏の後ろに聳そびえる建物に入ってもいいことはない気がした。

「捕つかまえろ！」という声が背後からして、春明は足に力を込める。しかし唐とう突とつに、後ろからではなく真横から、にゅっと手が出た。いつの間にか、別の官吏が春明を捕まえようとしている。

「しっ、死にたくないっ。私はまだ生きていたいんですーっ！」

「もう死んでいるんだよ、君は！」

　官吏が言いながら手を伸ばした。捕まえられたら終わりだと思って寸前でかわした時、不安定な小石の上で足首を捻ひねり、体が横に傾かたむく。

　あっと思った時にはもう遅おそい。春明は川へと、派手な水しぶきを上げながら飛び込んでいた。







　一章　新米霊れい吏りと幽霊の行方




　川に飛び込む一時間前──。

　凜りん春明は、慎しん重ちように、それでいて足早に歩みを進めていた。

　薄うす紅べに色いろの上着に、腰より少し上から巻きつけた柔らかな白色の裳もは、春明のお気に入りの組み合わせだ。勝負服と言ってもいい。低い鼻以外、これと言って特とく徴ちようのない凡ぼん庸ような容姿で唯ゆい一いつ自じ慢まんできる、濡ぬれたような黒くろ髪かみは左右に結ばれていた。

　長閑のどかな早朝の田舎いなか道には春明以外見当たらず、道の両側にはまだ緑の稲いな穂ほが揺ゆれている。昨夜からの大雨はすっかり上がり、濡れた木々に、顔を出したばかりの太陽が当たってきらめいていた。空気までもが雨で洗われたような清すが々すがしい朝だったが、春明の顔にはそれを感じる余よ裕ゆうはない。

　──天気がよくなったからって安心しちゃだめ。いつぬかるみに足を取られるか分からないわ。近くを通る馬車の車輪が滑すべって、事故に遭あう可能性も否定できない。……いや、待って。悪路にだけ目を向けるのはどうだろう。二年前はそれで失敗したし。

　はっとして空を仰あおいでみたり、周囲をきょろきょろと見み渡わたしてみたりと、傍はたから見ればかなり挙動不ふ審しんな人間だろう。

　しかし、春明がこれだけ疑ぎ心しん暗あん鬼きの塊かたまりになるのには理由がある。今日は、国中の官吏志望の人々の命運を決める日なのだ。

　官試。それは春明が住む朱しゆ鮮せん国が作った、官吏の登用試験だ。国の公的機関で働く役人である官吏は、当然厳しい審しん査さによって選定される。その審査こそが官試であり、延べ十にもわたる試験を受け続けなければならない。ひとつの試験でも落ちればそれまでで、また一年後の官試を待つ。

　厳しく狭せまき門ではあるが、受験資格に年ねん齢れいや身分は問われない。春明のようなまだ若い女性でも、受ける権利だけは平等に与あたえられているのだ。

　幼い頃ころから、何かを学ぶのが好きだった。分からないことが分かるようになる、そのことが単純に楽しく、春明はどんどん知識を吸収していった。

　いつしか村の人々から『神童』と呼ばれるようになり、一いち躍やく村で最初の官吏候補に躍おどり出ていた。春明自身も、官吏になって国を支える人になりたいと、幼心に夢を見るようになった。

　──最初に受けたのが、十五歳の時だっけ。

　今から三年前のことだ。村の期待を一身に背負って、三年前の春明もまたこの田舎道を歩いていた。すでに十ある内の九つの試験を通り、最終試験に挑いどむ日だった。

　前日までひどい嵐あらしに見み舞まわれていたが、その日はすっきりと晴れていた。道を進んでいくと、大きな川に出て、そこに木製の橋が架かかっていた。いつもならその橋を渡って、朱鮮国の都、煌こう朱しゆに向かう。最終試験は、皇こう帝ていの住まう朱しゆ龍りゆう城で行われるのだ。

　しかし、驚おどろくべきことに煌朱へと繫つながる橋はなくなっていた。信じられない光景に何度目を凝こらしてみても、一度目を瞑つぶってから開けてみても、ないものはない。そして夢でもない。

　実は前夜、ひどい嵐に橋がもたずに壊こわれてしまい、早朝には撤てつ去きよしてしまったらしい。……という話を聞いたのは、すでに試験時刻を過ぎてしまってからだった。

　──煌朱の都への迂う回かい路が、三年前はまだ出来てなかったんだよなあ。

　最後は涙なみだ声ごえで、「もう泳いで行く！」と川に入ろうとしたのを周囲の人々に止められたのだった。そうして、春明の最初の官試挑ちよう戦せんは終わった。官試の競争率は非常に高く、試験時刻に遅おくれるような者には、どんな理由があろうとも斟しん酌しやくしてはくれない。

　翌年、春明は失敗を生かし、前日から煌朱に宿を取って準備を整えた。しかし早朝、なんと落らく雷らいにより宿が火事になった。命からがら逃にげおおせ、そこからは宿の主人達や近きん隣りんの住民達と、懸けん命めいな消火活動。とても出会ってすぐとは思えない連係により見事火は消し去ったが、試験には間に合わなかった。

　そして三度目の挑戦、試験会場に急ぐ春明に、暴走した馬がぶつかってきた。昏こん倒とうした春明が目を覚ました時には、やはり試験は終わっていた。

　ここまで来ると、もはや呪のろいだ。官試に関してだけ、春明は悉ことごとく天から見放されている。

　──それでも来年こそは、ってずっと頑がん張ばってきたけど。

　幸いにして官試に年齢制限はない。何度でも挑戦できるはずだった。しかし、今度は家族から、待ったがかかったのだ。

『春明。お話があります』

　母親のその厳おごそかな声に、話を聞く前から嫌いやな予感しかしなかった。

『あなたの官かん吏りになるという夢を尊重して、この三年間応おう援えんしてきたわ。でもね、今年あなたはもう十八よ。普ふ通つうなら、とっくの昔に結けつ婚こんしてる歳としなの。というか行き遅れてるの完全にっ』

　結婚。聞くたびに心が重くなる言葉だ。官吏になって仕事をする自分は想像できても、結婚する自分は上手うまく思い浮かべることができない。

　別に行き遅れてもいいし、なんなら結婚なんてしなくても……、と言った春明は、青筋を立てた母親に両りよう肩かたをガクガクと揺さぶられた。

『何寝ねぼけたこと言ってんの！　いい？　今年官試に合格できなければ、私と父さんで決めた相手と結婚してもらうわ。はいこれ決定だから！』

　目が飛び出るのではと思うほど見開き、絶句し、一瞬の間を置いて激しく首を横に振ふった。官吏になりたい、どうかもう少し待ってほしい、結婚など考えられない。主にその三つを捲まくし立てて懇こん願がんする。しかし母というのは子を思う時、何事にも代えがたい強さと迫はく力りよくを発揮する。

　春明の必死の懇願を綺き麗れいさっぱり無視した後、大丈夫、と母親は笑った。

『結婚相手は、春明もよーく知っている相手よ。見目もいいし、将来性もばっちり！』

　知っている相手とは誰だれなのか。問えば、母親はふふんと胸を張って言った。

『お隣となりの希き聖せいくんよ』

　衝しよう撃げき的な名前が出て、くらりと眩暈めまいに襲おそわれる。よりにもよって、あの杜と希聖がどうして自分と結婚することになるのか。

　希聖は、春明の家の隣に住む、いわゆる幼おさな馴な染じみだ。秀しゆう才さいで、春明に次ぐ官吏候補だと村で噂うわさされていた。煌朱で私し塾じゆくに通いながら、去年官試に合格している。村で最初の官吏となった希聖は、『将来有望で結婚したい男性』として好感度が急きゆう上じよう昇しよう、村の娘むすめ達から熱い視線を送られていた。

　だが、春明は希聖が苦手だった。というか、希聖が春明を嫌きらいなのだ。幼い頃から、会えば『お人好よしののろま』、『見ているだけでイライラする』と嫌いや味みを言われ続けてきた。

　──きっと無理やり、話をまとめられたんだわ。その光景が目に浮かぶ……。

　春明は溜ため息いきを吐つく。春明の母親と希聖の母親は仲が良い。母親というのは一人でも敵かなわないのに、それが二人も集まったら最強だ。さすがの希聖も、親には逆らえなかったのかもしれない。

「……そう、だから今年こそが、最後の挑戦なのよ！」

　長い回想を終え、誰に言い聞かせるでもなく呟つぶやく。この日の為ために、勉強を続けてきた。暗記も完かん璧ぺき、体調も万ばん全ぜん。あとは無事に、試験会場に到とう着ちやくできればいい。

　ふ、と息を吐いた時だった。小さな声のようなものが、耳を掠かすめる。

　なんだろうと周囲を見渡せば、視界に川が入った。昨日の大雨で水かさが上がり、茶色い濁だく流りゆうと化している。そこからまた視線を道の方に移し──。

　いや。待って。

　もう一度川に向かって目を凝らすと、濁流の中に黒い物が浮うかんだり沈しずんだりを繰くり返している。その正体に気付いた時、春明は川に向かって走り出していた。

　──子供だ！　子供が溺おぼれてる！

　黒く見えたのは川から顔を出す子供の頭だった。川かわ縁べりを走りながら、周囲に人の姿を探すも、早朝ゆえに誰もいない。縄なわのようなものがあればそれを子供に投げて引っ張ることもできるが、使えそうなものは見当たらなかった。

　春明はすぐに覚かく悟ごを決める。流れる子供を追い越こしてある程度走ると、こちらに向かって流れてくる子供を受け止めるために川に飛び込んだ。

　すぐに体は濁流に押し流される。しかしそれに懸命に逆らい、子供が流れている地点まで行ってそこで踏ふみとどまろうとする。

　幸いにして、子供は春明の胸むな元もとへと飛び込んできてくれた。

「ごほっ、ね、ねえ君！　大だい丈じよう夫ぶっ」
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　くたりと春明にもたれかかったのは、まだ七、八歳の男の子だった。うっすらと瞼まぶたが震ふるえている。まだ生きている。

「おーい！」と声が聞こえた。川縁に首こうべを回めぐらすと、男性が手を振っている。春明達が溺れているのに気付いて、駆かけつけてくれたのだろう。

　春明は歯を食いしばり、流れに逆らいながら岸に向かおうとする。

　──足が攣つりそう。腕うでが痺しびれて、いうこときかない。

　それでも、男の子に巻きつけた腕を離はなしたらそこで終わりだ。

　長い時間にも、一いつ瞬しゆんだったようにも思う。気付けば、男性がこちらに手を伸のばしているのが眼前に見えた。

　春明は子供を押し出す。男性の力強い腕が、子供の腰こし元もとにがっしりと回った。

　──よかった……。

　引き上げられる子供の姿を見ながら、春明はそう思う。

「ほら！　次はあんただ！　手を出せっ」

　──うん。分かってる。分かってるんだけど……。

　腕がもう、上がらないんです。

　そこでストン、と目の前に黒い幕がかかったように、春明の意識は途と絶だえている。




　そうして春明は、とてもヘンテコな夢を見た。河原に作られた長い列に並ぶ自分。六角形の謎なぞの建物。滞たい在ざいを問う官吏。旅券の発行。

　最後に告げられた、あの言葉。

『もう死んでいるんだよ、君は』
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「死んでたまるかーっ！」

　湧わき上がる怒いかりのまま、がばりと春明は起き上がった。

　はあはあ、と息をしながら、自分の状じよう況きようを確かめた。寝ね間ま着きを着て、見覚えのある寝しん台だいにいる。

「あれ？　ここ、私の部屋？」

　その時、バンと扉とびらが開いて、母親である采さい林りんが顔を出した。春明が受け継ついだ、艶つややかな黒くろ髪かみはところどころほつれている。春明の姿を見るなり、くしゃりと顔を崩くずして突とつ進しんしてきた。

「春明っ！　目が覚めたんだね！　あーもうよかったああああ！」

「ぐえ」

　言うなり力いっぱい抱だき締しめられる。

「く、……」

　苦しいよ母さん、もっと力弱めて！　と言いたかったのだが、実際に音になったのは掠れた最初の一音だけだった。

「母さん、春明が苦しがってるよ」

　そう声をかけてくれたのは、遅おくれて部屋に入ってきた春明の父親守しゆ敬けいだった。母親よりは落ち着いているが、優やさしさを感じさせるたれ目は赤く充じゆう血けつしていた。安あん堵どした顔で、まだ頭がぼうっとしている春明に水を飲ませてくれた。

「……変な夢、見た……」

「夢？」と首を傾かしげる両親に、春明はまだ夢と現実の間で微睡まどろむように目を閉じる。

「川みたいなところで、変な官吏に追いかけられたの。滞在するか聞かれたり、旅券はどうのこうのって……、それで私は、もう死んでるって……」

　やけに臨場感のある夢だった。悪夢といって差し支つかえないだろう。

「何言ってんのよ、あんた生きてるじゃないの！」

「そうだよね……。心配かけてごめんね。あの、それで私、どうしたんだっけ？」

　守敬が、春明の背中を支えながら教えてくれる。

「覚えていないかい？　官試に行く途と中ちゆうで、川で溺れていた子供を助けようとしただろう？　それで溺れてしまった。ああ、お前が助けた子供は助かったよ」

　──そうなんだ、よかったあ……、って……。

「ああっ！　官試っっ！」

　目を開け、両親の顔を見る。それで、分かってしまった。二人とも、気まずそうな顔をしている。諦あきらめたような、どうやってこの子に真実を伝えよう？　といった顔。

「また間に合わなかったの？　私」

「官試からすでに一日経たっている。なかなか意識を取り戻もどさなかったから、心配していたんだ」

　一日。間に合うどころの話ではなかった。春明は愕がく然ぜんとする。

「それが天の思おぼし召めしなのよ。大体、官試を受けに行くたびに危険な目にばかり遭あって、これじゃ命がいくつあっても足りないわよ！」

　確かに三年前から、下手へたをすれば溺でき死し、焼しよう死し、轢れき死し、などという命を落としかねない出来事ばかり体験してきた。

「綺き麗れいさっぱり、官かん吏りなんて諦めなさい。さ、気を取り直して希聖くんとの婚こん礼れいの準備でもしましょ！」

　采林が明るく言うが、正直言って耳に入ってこない。

「……そんな、そんなの、って……」

　試験を受けて、実力が足らずに落ちたのなら納なつ得とくもできる。だが、春明は試ためす場所にすら辿たどり着けずに試験に落ちた。川に飛び込んだことを後こう悔かいなんてしていない。子供が助かってよかったと心から思う。でも。

　視界が涙なみだで潤うるむ。

　──神様、ひどすぎる。私、なにか悪いことしたっていうんですか？

「泣くほど、私との結けつ婚こんが嫌いやなのか」

　その時、出口の方から声がかかった。低い、少し神経質な響ひびきを感じさせる声の主は、このままでは春明の未来の旦だん那な様になってしまう男だった。

「希聖」

　鋭するどい眼まな差ざしが、春明に向けられる。日に当たったことがないような白い肌はだに、切り揃そろえられた真っ直すぐな黒髪がかかっている。通った鼻び梁りように薄うすい唇くちびるが引き結ばれ、眉み間けんにしっかりと皺しわが刻まれていた。春明の見る希聖は、いつでもどこでもこの顔だ。常に不ふ機き嫌げん、常に怒おこっている。

「ああ、希聖くん！　呼びに行こうと思ってたのよ」

　采林がにこにこと笑って、こちらに来るよう手招きする。希聖は両親に一礼して、流れるように寝台へと近付いた。

「私は忙いそがしい」

　開口一番、腕を組みながら希聖は言った。そりゃそうだろう、官吏というのは忙しいものだ。

「たまたま実家に寄ってみれば、相変わらずお前は間ま抜ぬけの一言に尽つきる。お前の見み舞まいをするほど、私は暇ひまではないんだ」

　冷たく見下ろした希聖の肩かた越ごしに、ひょいと顔を出して采林が笑った。

「希聖くんね、春明が川で溺おぼれたって聞いて、煌朱から飛んできてくれたのよ」

「え……」

「なっ、采林殿どの！　私は用事があってたまたま！　偶ぐう然ぜんに！　村に戻ってきたに過ぎないのです」

　希聖の白い肌が、うっすらと赤くなる。たまたま、と偶然、を殊こと更さら強調して言った後、ごほんと咳せきをした。また冷たい視線に戻る。

「お前は本当に十八の大人なのか？　あの濁だく流りゆうの中から無事に戻れるとどうして信じられた？　金輪際私と同じ歳としなどと名乗らないでくれ。同列に並べられたら私に失礼だ。丸一日意識も戻らず、ご両親に心配をかけて。瘦やせっぽっちが更さらに瘦せて、見られたものじゃ──」

「あと希聖くんね、滋じ養ようのいいものを食べさせた方がいいからって、煌朱から野菜やら肉やら注文してくれたのよ。あっ、そうそう！　心が休まるようにって綺麗なお花も……」

「采林殿っ、少し黙だまっていていただけますか！」

　そう言うと、希聖は春明に「か、勘かん違ちがいするな」と言い捨てた。

「いいか。お前の浅はかで後先考えない無む謀ぼうな行いで、四年連続官試に落ちたわけだが」

　ぐさりと胸に刺ささる言葉に、喉のどがつまった。やはり、勘違いなどしようもない。なぜこうも希聖は自分に対して棘とげのある言い方をするのだろうか。例えば他ほかの村娘むすめに、ここまで冷たい言葉を使うのは見たことがない。

　春明の翳かげった表情には気付かず、希聖は訥とつ々とつと喋しやべり続ける。

「これでお前から挑ちよう戦せんの機会は失われた。すでに結婚適てき齢れい期きをとうに過ぎた歳、そしてこの間抜けさ。本来ならば結婚相手など、そうそう見つかりはしないだろう。いや、きっと見つからない」

　言い切った後、希聖はふいと視線を逸そらした。頰ほおの赤みは取れないまま、はっきりきっぱり喋る希聖にしては、珍めずらしく言葉を濁にごした。

「だから、……その。仕方なく、大変不本意ではあるが。私が貰もらってやってもいいぞ……、よ、よ、よっ、ごほっ、げほっ、嫁よめに……」

「どなたかいらっしゃいますかー？」

　途中からなぜか咽むせた希聖の声は、扉を叩たたく音と張り上げた誰だれかの声に搔かき消えた。

「えっ？　ごめんなさい、希聖。最後よく聞こえなかったんだけど」

「も、もういい！」

　希聖が、怒っているような悲しいような、何とも言えない切ない顔になる。

「あらあら、誰かしら」

　采林がパタパタと部屋から出て行く。戸口で話している采林と客の声が、小さく漏もれ聞こえてきた。耳を澄すましていると、「ええっ」という采林の声が上がる。守敬が「私も行ってこよう」と席を立った。

　しばらくして、采林と守敬は春明達のいる部屋へと戻ってきた。

「あの、春明にお客さんなんだけど」

　采林の瞳ひとみは困こん惑わくげに揺ゆれている。

「誰なの？」

「それがその、刑けい部ぶにお仕えの官吏さんなの」

　春明は目を見開いた。
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　──まだ夢でも見ているんだろうか……。

　規則正しい揺れと蹄ひづめの音を聞きながら、春明は未いまだふわふわと現実味のない頭で考えていた。

　二頭の馬が、煌朱へと続く田舎いなか道を歩いている。

　前を歩く一頭には官吏が乗っており、そして後ろに付き従うように春明が馬を御ぎよしていた。

　川で溺れ、目を覚ましてから三日後。予想だにしていなかった客が訪問してきたおかげで、春明の人生は大きく変わろうとしていた。

　その客とは、春明の前で馬に乗っている官吏だ。彼は刑部の官吏だと自らを名乗った。

　朱鮮国は、三さん省しよう六りく部ぶという政治制度によって国が動いている。皇こう帝ていに直属する三機関である中ちゆう書しよ省、門もん下か省、尚しよう書しよ省。その下に、実務機関としての六つの職しよく掌しようが存在する。刑部は六つの中のひとつ、裁判や治安維い持じなどを担になっていた。

　春明だけがぎこちない動きになりながら、二人は煌朱の都へと近付いていく。春明の住む村、枝し泉せんから煌朱までは徒歩でも二十分と大した距きよ離りではないため、今回のように馬での移動となれば十分もかからず着いてしまう。

　煌朱の都は、大きな長方形の城じよう壁へきに守られている。さらにその中に皇帝のおわす朱龍城があり、城を取り囲む堀ほりが存在していた。

　都の入り口である外がい朱しゆ門もんから煌朱に入った途と端たん、田園ばかりだった風景が一変する。三階建ての建物がずらりと並び、白しら壁かべに朱色の美しい彫ちよう刻こくがなされた柱が彩いろどりを添そえる。朱龍城の堀には、美しく並んだ柳やなぎの木が揺れていた。

　国中の珍しい品物が集まり、そこかしこで市が開かれている。商売繁はん盛じようのために、国を象しよう徴ちようする朱色の提ちよう灯ちんがどの店でも揺れていた。

　圧あつ倒とうされるのは視覚だけではない。蒸むした饅まん頭じゆうの甘い匂におい、どこかから聞こえる胡こ弓きゆうの優ゆう雅がな響き。聴ちよう覚かくや嗅きゆう覚かく、五感のすべてで煌朱が国の中心だということを実感する。

　春明は自分の着ている礼服を見下ろした。この礼服は、官吏のみ着ることを許される。

「あの……、本当に、私は官吏になれるのでしょうか？」

　村から春明を案内している官かん吏り、韻いん世せいと名乗った男が振ふり向きながら頷うなずく。皺のない礼服、一本のほつれも許さないとばかりに結ゆわえられた黒くろ髪かみは、彼の生き真面目まじめさや几き帳ちよう面めんさを物語っている。

「なれるもなにも、すでにあなたは刑部預かりの官吏として採用されています」

　三日前にその言葉を自分の部屋の寝しん台だいで聞いた春明は、一いつ瞬しゆん倒たおれそうになった。官試に落ちてどん底まで沈しずんだ気持ちが、一気に急きゆう上じよう昇しようする。だが大きすぎる感情の振れ幅はばに、嬉うれしがるより信じられない気持ちの方が大きい。

「でも……、私は官試を受けられませんでした」

「前にも説明したように、あなたは特例なのです。四年連続で最終試験まで残ったあなたの実力を、我々は高く評価しています」

　そう言ってくれるのは嬉しいが、同時に後ろめたさも感じていた。官吏は官試をすべて合格した者がなれる、その絶対的な掟おきてから、春明ははみ出しているのだ。

　二人は外朱門から伸のびる大通りを抜ぬけ、煌朱の中央に位置する朱龍城へ続く入り口、内朱門を潜くぐる。馬を預けて、ここからは徒歩の移動だ。人の数が途端に減り、すれ違ちがうのは官吏達だけとなる。朱龍城の敷しき地ち内に建てられた建物はすべて、六部で働く官吏達の職場になっていた。

　内朱門を入ってすぐに、一人の官吏が姿を現した。小太りの体型に、整えられた髭ひげがくるりと天を向いており、何とも愛あい嬌きようのある容よう貌ぼうだ。春明と韻世を見るなり、人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべる。

「私は翼よく徳とくと申します。もしや案内ですね？　私もご一いつ緒しよします」

　言うなり、韻世の横に並んで歩き出す。韻世は気にした風もなく、黙もく々もくと歩みを進めている。あ、はいと頭を下げようとした春明に、韻世が振り向いた。

「ここから『人じん督とく院いん』へ入ります」

　韻世が指差した方向には、大きな建物が建っていた。これまた三階建てで、入り口の瓦かわら屋根の上には『人督院』と流りゆう麗れいな字で書かれているのが見える。

「人督院は刑部の中で、治安維持に努める部署。人々が法を遵じゆん守しゆし生活しているか取り締しまっています」

　韻世が説明する。「法の要とも言える機関ですね」と翼徳が付け足した。春明は緊きん張ちようしながら頷き、二人に続いて建物へと入った。

　中には、長机に座って書き物をする者、剣けんを腰こし元もとに差した屈くつ強きような男性の姿もある。

「あなたには、人督院付きの官吏になってもらいます」

　それは事前に言われていた。「はい」と固い声で返事をする。

　──ここで、今日から仕事をするんだ。

　夢を見てるみたい、などといつまでも言っている場合ではない。人間関係の構築はまず第一印象、元気のいい挨あい拶さつ！

　春明は息を吸い込んだ。初めまして、の「は」の字に口を動かした時、韻世が遮さえぎるように言った。

「あなたの職場はこちらです」

　そう言って背中を向けて歩き出す。翼徳も「こっちですよ」と笑顔で春明を促うながした。

　二人は、人督院の奥へとどんどん進んでいく。「え？」と肩かた透すかしを食くらいながら、春明も慌あわてて後を追った。

「あ、あの、どこまで行くんでしょう？　これじゃ、外に出てしまうんじゃ……」

「ええ。一いつ旦たん外に出ます」

「外に出たところに、目的地があるんですよ」

　あっけらかんと二人の官吏はそう言い、本当に人督院の建物から出てしまった。

「ここです」

　一言そう言われ、春明はその建物を見つめた。二階建てのこぢんまりとした建物で、右側が池に面している。正方形の建物の両側に、六角形の棟むねのようなものがくっ付いていた。

　──あれ。この六角形、どこかで見たような……。

　眉まゆを寄せて記き憶おくを探さぐっていると、建物から一人の男性が出てきた。韻世と翼徳が、すっと春明の後ろに下がる。

「やあ、待っていましたよ」

　おっとりとした落ち着いた声こわ色いろが響ひびいて、とても耳に心地ここちよい。この国に住む人には珍めずらしい、黒と言うには色素が薄うすすぎる灰色がかった髪かみを、ゆるやかに右みぎ肩かたから垂らしている。細すぎてほとんど黒目の分からない瞳は、たぶん春明を見ているのだろう。

「凜春明くんですね？」

「あっ、はい！」

　どうぞ入ってください、と促され、春明は頷いた後に振り返った。韻世と翼徳に礼を言おうと思ったのだ。しかし。

「あれ？　翼徳さんは？」

　春明は目を瞬またたかせる。先ほどまで確かに自分の後ろに控ひかえていた、翼徳の姿が見当たらない。

「翼徳とは？」

　韻世が怪け訝げんな表情になった。その顔に、春明も「え」と困惑する。

「内朱門からついてきてくれた、翼徳さんですが」

「一緒とは？　家からここまでずっと、私とあなただけだったでしょう？」

　韻世は気味の悪いものを見るような眼めつきで、春明に言った。

「いやいやいや。お髭が特とく徴ちよう的で、すごく愛嬌のある方ですよ。韻世さんの横を歩いてたじゃないですか！」

「あなたは何を言っているんです？」

　頭が混乱する。確かに先ほどまで、翼徳は目の前にいた。だが、韻世の瞳ひとみにあるのは困こん惑わくだけであり、春明を担かついでいるようには見えない。もう一度、内朱門からの記憶を再生する。

　──……そういえば韻世さんと翼徳さんが話してるの、一度だって見た？

　春明自身も、韻世と翼徳が大体同じことを喋しやべるので、どの会話も相あい槌づちはひとつしか打っていなかった。韻世はずっと、それを自分だけに向けられたものと思っていたのだ。

「つまりそれって……、ええっ？」

　冷たい手が、背筋をそっと撫なで上げていくような心地がした。総毛立ち、自分の腕うでを混乱のままに擦こする。

「しっかり見えているようですね。大変素す晴ばらしいです」

　しきりに頷いてみせるのは、建物へ入るよう促した細目の男だ。

「韻世さん、案内ありがとうございました。もう行っていいですよ」

　にこりと微笑ほほえまれ、韻世は逃にげるように踵きびすを返した。去り際ぎわ、「だからここは気味が悪くて嫌いやなんだ」という言葉を吐はき捨てる。しっかりその言葉を拾った春明は、不安が胸に渦うず巻まくのを感じた。気味が悪いって、それはどういう……。今すぐ胸むな倉ぐらを摑つかんで、小一時間問とい詰つめたい。

「さあ。今度こそ入ってください。美味おいしいお茶を淹れたんです。このままでは冷めてしまいますから」

　お茶はいいので、帰っていいですか──、とは言えない。春明はそろりと、その建物に足を踏ふみ入れた。










　部屋に入った途と端たん、つんと鼻をつく異様な匂においが漂ただよってきた。

「こっ、この匂いは……？」

「言ったでしょう？　美味しいお茶を淹れたんですって。今日のは自信作ですよ」

　美味しいお茶の香かおりというのは、こんなに鼻の粘ねん膜まくを刺し激げきするものだっただろうか。

「春とはいえまだ寒いですからね。桂けい皮ひと生姜しようがを入れることで体を温め、更さらに体力をつけるためにもトカゲの尻尾しつぽを」

「トカゲの尻尾!?」

「……入れようと思ったんですが、ちょっと風味がおかしくなるかと思ってやめました。材料の配分調整が、このお茶の難しいところなんですよね」

「はあ、風味……、調整……」

　──風味も調整もなにも、刺し激げき臭しゆうしかしないんですが。

　遠い目になりながら、周囲を見み渡わたす。入ってみると案外広い建物のようで、長机が真ん中に配置され、そこに茶器も置かれている。ゆらりゆらりと白い湯気が立ち上っていた。

　広い部屋の右側には四つの扉とびらがあり、更に奥があるらしい。左側に部屋はなく、代わりに露ろ台だいが大きくせり出している。露台からは先ほど外から見たように、池を見ることができた。

「自己紹しよう介かいが遅おくれました。私は劉りゆう貴き瑛えい。ここの責任者のようなものです」

　細目の男が名乗り、春明は頭を下げた。ではこの貴瑛が、上司になるのだ。

「本日付で、ここ人督院の官かん吏りとして配属されました、凜春明と申します」

「ええ。表向きは、そうなっていますね」

　──ん？　表向き？

　春明は首を傾かしげた。貴瑛がにこやかに続け、ピンと人差し指を立てた。

「ひとつ訂てい正せいを。この建物は、人督院ではありません。『霊れい督とく院いん』といいます」

「れい、督院？」

　字が頭の中で変へん換かんされずに戸と惑まどう。

「人督院は人々の治安を守り、法の遵守に目を光らせます。人督院が受け持つのは生者、生きている人間です」

　そうですね、と相槌を打ちながら、内心疑問に思う。逆に他ほかはなにがあるのだろう。

「そしてここ、霊督院が受け持つのは死者。まあ有り体ていに言って、幽ゆう霊れいです」

「ゆ……」

　絶句し、次いでまじまじと貴瑛を見つめた。冗じよう談だんですよと笑ってくれるのをしばし待つ。一いつ緒しよになって笑う準備もできている。さあどうぞ！　と思うものの、いつまで経たっても声は上がらず、貴瑛に偽いつわりを述べたような表情もなかった。事実を事実として言ったまで、といった淡たん々たんとした態度だけがある。

「ちなみに、あなたを霊督院まで案内してくれた翼徳、あれも幽霊ですね」

　あっさり言われて、「ちょ、ちょっと待ってください」と春明は頭を抱かかえた。

　否定したいのに、先ほどの記憶が邪じや魔まをする。それとも韻世も貴瑛も、やはり自分を騙だましているのだろうか？　でもそれこそ何のために？　と堂どう々どう巡めぐりが始まる。

「死者を取り締しまる霊督院の官吏は、『霊吏』と呼ばれています。これからあなたが呼ばれる身分ですね」

「霊吏？　ってあの……、私が？」

　言いかけたとたん、バチーンと何かを叩たたく音に遮られた。一番いい音を響かせるところを狙ねらったような、芯しんを捉とらえた音だ。

　音のした方を見ると、四つある扉のひとつが乱暴に開かれた。そこから、二人の男女が出て来る。

「……相変わらず、先に手が出るのはどうかと思うな。『やめて……』ってか細く抵てい抗こうされた方が、男は燃えるものだよ」

　若い男性が、右みぎ頰ほほをおさえながら苦笑う。どうやらあの音は、誰だれかが彼の頰を張った音らしい。

「あらそう？　なら手伝ってあげるわ」

　温度のない声色で言う女性は、冷たい目で男性を見つめた。

「ちょっと。真顔でろうそく手に取るのやめて。それでどうするつもり？」

「燃えたいんでしょ？　このろうそくの火を、あなたの服につけたら一いつ瞬しゆんよ。やってあげる」

　二人の会話を、啞あ然ぜんとしながら聞く。どちらも、春明の住む村ではお目にかかれないような美男美女だ。

　男性の方は、肩かたまでの黒くろ髪かみを後ろでゆったりと結んでいる。長い前まえ髪がみがまるで計算されたかのように瞳にかかり、泣きぼくろが滴したたるような色気を醸かもし出していた。

　対して女性の方は、少し吊つり上がった目元がきつめの印象を与あたえるが、雪のように白い肌はだと、真っ赤な唇くちびるに目が惹ひきつけられた。

「清せい士しくん、美み怜れいくん。丁度良かったです。今、紹介するところでした」

　貴瑛がゆったりと二人に手招きする。

「春明くん。彼らは今説明した『霊吏』達です。あなたの先せん輩ぱいになります」

　美男美女の視線が、春明に一いつ斉せいに向けられた。最初に反応したのは、清士と呼ばれた男性の方だ。長い足を使って距きよ離りを詰め、あっという間に春明の目の前に立つ。

「やあ。君が噂うわさの新人くんか。初めまして、私は趙ちよう清士。困ったことがあったら何でも頼たよってくれていいよ」

　──早っ。そして近い！

　初対面の距離とは思えない近さにのけ反りながらも、春明は自己紹介を試みる。

「あ、ありがとうございます。凜春明と申します。ご指導よろしくお願いします、清士さん」

　混乱したままに、頭を下げた。自分で言っておきながら、ご指導って何だろうと思う。霊吏という仕事が具体的にどんなものなのか、そもそも分かっていないというのに。

「うん、素直でとても可愛かわいらしいね」

「この男の名前なんて覚える必要ないわよ。もうすぐいなくなるんだから」

　すると、美怜が間に入ってきた。

「初めまして。私は呂りよ美怜。歓かん迎げいするわ、春明」

　すらりと指先まで伸のびた綺き麗れいな手を向けられ、春明は美怜と握あく手しゆする。簡潔な言葉遣いだが、不思議とそっけなく感じないのは、春明に向けられる表情が柔やわらかだからだ。

「いなくなるって何だい、美怜」

　しかし、次に清士に向けられた美怜の瞳は氷よりも冷たい。

「あなたはこれから焼しよう死しする予定でしょ」

「どれだけ私を焼き殺したいんだか……。君は本当にいつまで経っても私に靡なびかないね。まあ、そこがゾクゾクして楽しいところなんだけど」
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「変態ね。近寄らないで」

　目の前でされたら赤面しそうな艶あでやかな清士の笑えみを、美怜は冷れい淡たんにぶった切る。

「景けい彰しようくんは、部屋ですか？」

　三人のやり取りを微笑ほほえみながら見つめていた貴瑛が、そう切り出す。

「ええ。淡々と書類仕事をしてます。現場に出られない鬱うつ憤ぷんはかなり溜たまっているようですが」

　美怜が、ちらりと奥にある扉に視線を移しながら肩を竦すくめた。

「ま、捕ほ縛ばく率一位の優ゆう秀しゆうな霊吏ですからねー。相棒が欠員したのは痛手だったでしょう」

　清士はそこで、春明の顔を覗のぞきこんだ。

「でもようやく、こーんな可愛らしい相棒が来たわけですし、景彰喜ぶんじゃないかな」

　会話についていけず、春明は右手をおずおずと上げた。

「あの、相棒って」

「霊吏は、単独での行動を許されていません。二人一組、必ず一緒に行動することが厳しく定められているのです。よって欠員が出れば、現場に出ることは敵かないません」

　そう言うと、貴瑛は春明の背中を押して、扉へと促うながす。

「行きましょう。あなたの相棒であり、上司となる人を紹介します」

「頑がん張ばって、春明ちゃん。無理だと思ったら私のところへ来るといい。私と美怜と君とで仕事をすればいいさ。女性を複数侍はべらすのは得意なんだ」

　得意ってなんですか。返答に困っていると、美怜が鋭するどい手刀を清士の腹に入れていた。

「ここ霊督院には、春明くんを合わせて霊吏が四人います。煌朱の都にある霊督院は本院と言い、全国の霊吏達をまとめる所でもあります。他に、五つの州に分院があり、霊吏達はそれぞれ管かん轄かつする地域で仕事にあたっています」

　朱鮮国は主に五つの行政地区『州』で分けられている。王都の周辺地域『火州』を中心に、『水州』、『木州』、『土州』、『金州』と分けられていた。王都にある六部の機関の地方版が置かれ、地方官吏達が取り仕切っている。

「この霊督院は、火州にある分院と共に、王都及および周辺の地域を管轄しています」

　春明は貴瑛の説明を聞きながら、懸けん命めいに情報を整理しようと試みる。

　人督院の官吏というのは表向きで、実際は霊督院という聞いたこともない部署の、聞いたこともない霊吏という仕事に就つくということ。管轄は王都を含ふくむ火州。霊督院は霊を取り締まり、霊吏は相棒なしには仕事はできない。……うん。整理したところで、さっぱり分からない。

　──上司で相棒か……。どんな人なんだろう。

　不安になりながら、扉を開けて部屋に入った貴瑛に続く。

　部屋には、二つの机が並んでいる。その片方に、長身のすらりとした男性が座っていた。気配に気付き、こちらを振ふり向く。

　振り向いたことで顔の造作が露あらわになる。短めの黒髪に、通った鼻筋。切れ長の瞳ひとみが貴瑛に移り、そして春明を見た。思わず、春明は背筋を伸ばす。目の前の男性もまた、清士や美怜と同じく整った顔立ちだ。しかし、周囲までも輝かがやかせるような華はなやかな美び貌ぼうの清士や美怜と違ちがい、こちらは静かで吸い込まれそうな美しさをまとっている。

「景彰くん。書類の進み具合はどうですか？」

　貴瑛が声をかけた。春明を見ていた瞳が逸そらされる。

「ほとんど終わった」

　低い声は凜と響ひびき、心地ここちよく耳に残った。

「さすがは景彰くんですね。そんなきみに、新しい相棒を探してきましたよ」

　貴瑛が春明に小さく頷うなずく。景彰がこちらを向くのが分かって、春明は勢いよく頭を下げた。

「初めまして、凜春明と申します！　あのっ、どうぞよろしくお願いします！」

「そんなデカい声で言わなくても聞こえる」

「あ、すみません……」

　早さつ速そく出で鼻ばなを挫くじかれて、春明は慌あわてて自分の口を覆おおう。そのままそっと顔を上げて景彰を窺うかがった。目の前の相手は「李り景彰だ」と極きわめて簡潔に名乗ると、春明をまるで品定めするように見み据すえ、腕うでを組む。

「剣けんの心得は？　習ってどれくらいになる」

　──け、剣？

　突とつ然ぜんの質問に面めん食くらいながら、春明は「心得はありません」と首を横に振った。

「ない？　一度も？」

「触さわったことも、ありませんけど……」

　途と端たんに、舌打ちしそうな勢いで、景彰の表情が険しくなる。

「霊れい吏りは、普ふ通つうの官吏とはわけが違う。覚かく悟ごがあってこの場に立ってるのか」

　剣やら覚悟やら、物ぶつ騒そうなことを立て続けに問われ、えっ、そうなんですか？　という困こん惑わく顔しか浮うかべられない。一体霊吏とは、どんな危険な仕事なのだろうか。

「おい貴瑛。話にならない」

　咎とがめるように、景彰は机を自身の手の甲こうで叩たたく。その顔には、ありありと失望の色があった。どうやら春明は、景彰の期待には全く応こたえられそうにないということらしい。

「これじゃ現場に行っても、すぐに命を落として終わりだ」

　極めつけに『命を落とす』とまで言われ、春明の背中を冷たい汗あせが落ちる。

「そうならぬよう、景彰くんに育ててほしいということです。それに、景彰くんの相棒には彼女が一番向いています。彼女以外の候補はいませんよ」

　貴瑛が春明と景彰を順々に見て、意味ありげに微笑んだ。

「どういう意味だ。俺に教師なんて向いてない」

　場の空気が悪くなるのを感じて、春明は笑顔を作って言葉を挟はさんだ。

「あの、私頑張りますので！」

「よく知りもせず安やす請うけ合いするな」

　ぎろりと睨にらまれてしまい、「はいすみませんでした……」と首を竦めてすごすごと撤てつ退たいする。

　──こ、怖こわい……。この人が私の上司で相棒？　噓うそでしょ？

「向いているというのは、そういう意味ではありませんよ。大だい丈じよう夫ぶ、今に分かる時が来ます」

　この場で話すつもりはない、ということだ。貴瑛は無む邪じや気きな様子で首を傾かしげてみせる。

「断るなら書類仕事に逆ぎやく戻もどりですが、いいですか？」

「…………つまり教育係になれば、俺は現場に戻れると？」

「今すぐに復帰してもらって結構ですよ。……おや？　こんなところに出動要よう請せいの依い頼らいが」

　貴瑛は片眉まゆを上げ、襟えり元もとからひらりと一枚の紙を取り出す。それを見た途端、景彰は立ち上がった。流れるような動作で、机に立てかけてあった剣を手に取る。鞘さやには象ぞう牙げの細さい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされていた。

「白々しい演技はいいから、最初から出せ」

　そう言って、景彰は貴瑛の指から紙を抜ぬき取り、部屋を出て行こうとする。

「こらこら、景彰くん。大事な忘れ物ですよ」

　貴瑛が春明の肩かたに手を置いて、ずいと背中を押す。景彰は一いち瞥べつをくれた。あわよくば、このままこのド素人しろうとの存在を無視して出て行きたかったのに、と顔に書いてある。

「霊吏の掟おきて、お忘れですか？」

　にこりと貴瑛が笑みを深め、ダメ押しとばかりに畳たたみ掛かけてくる。景彰は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「霊吏は二人一組で行動すること、だろう。分かってる。……おい、付いてこい」

　すぐさま歩き出した景彰のせわしない行動を予想していたのか、貴瑛は驚おどろいた様子もなく笑う。

「せっかちですね。春明くんはまだ、私の淹れた特製花茶も飲んでいないんですよ」

「飲み物じゃないだろ、あれ」

　景彰がそっけなく返した。薄うす々うす感じていたが、やはり飲み物じゃないのか……、と今も部屋の中を漂ただよう香かおりを吸い込みながら春明は思う。

「ひどい言い草ですねえ。激務であるあなた達霊吏を気き遣づかって、滋じ養ようにいい調合を毎回研究しているというのに」

「気遣うつもりなら、店で売ってる花茶を出せ」

「それじゃ面おも白しろくないでしょう。春明くん、花茶はまた今度ご馳ち走そうしますね」

　貴瑛は、いってらっしゃいと、ゆらゆらと右手を振ってみせた。
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「あの。景彰……、さん。私達、一体どこに向かってるんですか？　そもそも霊督院って、霊吏ってどんな仕事、もごっ」

　ふいに大きな手が伸のびて、口を塞ふさがれた。

「俺達の仕事は一いつ般ぱん人には秘されている。こういう人が多いところで、声を張り上げて言うな」

　現在春明と景彰がいるのは、煌朱の街の中だ。あれから霊督院を出た二人は、賑にぎやかな大通りを歩いている。

「す、すみません。でも、突然仕事と言われても、どうすればいいのか……」

　謝る春明だったが、頭の中は未いまだ混乱の極みだ。簡単にでもいいから、説明が欲しい。

　しかし、景彰はちらりと春明を見やると、背を向けて足早に歩みを続ける。

「見てれば分かるだろ」

　そっけなく冷めきった物言いは、春明に欠片かけらも期待していないと伝えてくる。まったくもって友好的でない態度にムッとしてしまうが、だからといって「じゃあもういいです」と話を切ったらそこで終わりだ。春明の周りには今、霊吏について説明できる人はひとりしかいない。何としても、前を歩く非協力的な上司の口を開かせなくてはならない。

　春明は、ぐっと顎あごを持ち上げて足を止めた。

「分かりました。では今から、この場で力の限り『霊吏』とか『霊督院』とか叫さけびます！」

「なに？」

　景彰がこちらを振り向く。

「さっき一般人には秘されていると言われましたけど、理由も説明されてませんし、元々霊吏がどんな仕事かも知りませんから！　一般人に存在を隠かくさなければいけない重要性が、私には分かりませんので。説明を受けていないんだから、仕方ありませんよね！」

　さあ叫ぶぞ、叫んじゃうぞと息を吸い込むふりをする。

「それで脅おどしてるつもりか？」

　腕を組んで向き直った景彰は、困った様子も見せずむしろ余よ裕ゆう顔だ。自分の言葉が脅しにもなっていないことを、春明だって薄々は分かっている。景彰がその気になれば、先ほどと同様、声を出す前に口を塞がれるだけだ。

　だがもう引けない。明らかに今『霊吏』や『霊督院』など、知らない人には意味不明な単語を叫んだところで、困るのは景彰ではなく、突然声を上げて周囲に怪あやしい人認にん定ていされるであろう春明だとしても、だ。

　もう一度息を吸い込んだ時、景彰がくるりと背を向けて歩き出す。

「煌朱を出たら人もまばらになるだろう。そこで説明する」

「えっ、煌朱を出るんですか？　というか説明、してもらえるんですか？」

「ああ」と言ったきり口を閉とざした景彰の後を、とにかくついていく。脅しが効いたわけではきっとなく、呆あきれて教えてくれる気になったのかもしれない。

　霊督院を出る時に、貴瑛に有う無むを言わさず持たされた刀が重く、腰こし元もとでぶらぶらと揺ゆれて歩きづらかった。景彰の持つ刀と同じで、鞘には美しい彫刻付きだ。この刀の意味するところはなんなのか。

　二人は外朱門を出て、春明の村の方向に進んでいく。そこでようやく景彰が、歩みは止めないままに口を開く。

「人は死んだらどうなると思う？」

　春明は答えた。

「火か葬そうされます」

「それは肉体の話だ。魂たましいは？」

「魂、ですか……」

　難解な言葉を聞いたように唸うなる。考えてみたことすらなかった。人は死んだら、強制的に意識が遮しや断だんされて、それで終わりだと漠ばく然ぜんと思っていた。

「人は死んだら、まずは三さん途ずの川へと通される」

「三途の、川？」

「あの世とこの世の境界を流れる川だ。行ったことがあるはずだぞ。霊れい吏りに選ばれるというのは、そういうことだ」

　言われて、春明はまさか、と思った。忘れたくても忘れられない、あの奇き天て烈れつな夢……。そこまで考えて、はっとする。

「えっ、じゃああれが三途の川なら、私やっぱり、し、ししし死んで……っ」

　一気に顔が真っ青になる。夢の中で、官吏に二度も言われた言葉が甦よみがえる。

「正確には、死にかけた、ってところだろう。死者の世界に片足をつっこんだ人間だけが、霊吏になれる。あの世との繫つながりができて、死者を見る目が得られるからだ。もちろん死にかけたからって、すべての人間に死者が見えるようになるわけじゃないが」

「……じゃあ、翼徳さんが私にだけ見えたのって、その力のせい？」

　呟つぶやいた言葉を、景彰が拾ってくれる。

「翼徳？　ってああ……、霊督院に案内してくれる霊のことだな。そうだ、あの霊は俺達霊吏にしか見えない。邪じや悪あくな霊ではないが、生前は官吏として働いていたことから、官吏に思い入れのある霊なんだ。とっくに四十九日も過ぎてたからな、体も透すけてなかっただろ」

「当たり前ですよ！　体が透けてたら私だってすぐ気付きます」

　春明の目には、どう見てもただの人間にしか見えなかった。

「霊には『霊級』と呼ばれる段階がある。四十九日前までは、霊は透けて見えるんだ。だが、それ以上を越こえると段々濃こくなっていく」

「どうしてですか」

「この世に留とどまれば留まるほどに生への執しゆう着ちやくが強くなっていき、生きていたいと願う。すると生者に近づこうとして、その魂は濃くなっていくんだ。まあもちろん、普ふ通つうの人間には霊などそもそも見えないから問題はない。霊級を見み極きわめるのは、霊が見える霊吏だけだ」

　普通の人には見えないものが見える。自分の目は一体どうなってしまったのだろうと、春明は眩暈めまいを覚えた。

「話を戻もどすぞ。死者はまず三途の川に集められる。川には検問所があって、そこで旅券が発行されるんだ。心残りがあったり、残された家族を見守りたい、そんな死者は、旅券を貰もらって四十九日の間だけ、この世を旅することができる」

　官吏が「旅券」や「心残り」と言っていた理由が分かった。もしもあのまま、言われるがまま旅券を貰っていたらと考えてみる。本当に危ないところだったのだと、改めて冷や汗あせが出た。

「四十九日をめいっぱい使ってもいいし、心残りが消えたのなら一日で三途の川に戻ってきてもいい。それは死者の自由だ」

「もしも、四十九日を過ぎたら？」

　景彰は、春明の質問に手を自分の刀にやりながら答えた。

「俺達霊吏の出番だ。霊吏は、四十九日を過ぎても戻ってこない霊を見つけ出し、三途の川まで強制送そう還かんさせる。更さらに、心残りが募つのって悪あく霊りようになった霊を無力化し、生者を守るのも仕事だ」

「悪霊……」

　ごくりと唾つばを吞のむ。ただでさえ重い腰元の刀が、更に重くなった気がした。

「でもさっき、翼徳さんは四十九日を過ぎてるって言いましたよね。強制送還させなくていいんですか？」

「あれは霊吏となる人間に死者が見えているかの、最終試験みたいなもんだ。だから特例で認められているに過ぎない。それに奴やつは人督院と霊督院に思い入れのある霊で、他ほかの場所を動き回ることはない。だが当然悪霊になるようなことがあれば、奴も強制送還される運命にある」

　眉まゆを寄せる景彰の顔を見ると、どうやら彼は霊吏の最終試験には不満のようだ。翼徳を強制送還させないことに、納なつ得とくしていない。

　なんだか、とんでもない話に巻き込まれている。霊吏の仕事を聞くと、官吏というよりはまるで武官だ。春明は、今まで生きてきて一度も刀など持ったことはない。

　湧わき上がってくる不安を誤ご魔ま化かすように、自分の胸むな元もとで手を握にぎりしめる。そんな様子を見て、まるで考えを読んだように景彰が言う。

「これで分かっただろう。霊吏は、屋根のついた安全な場所で頭だけを使う文官とはわけが違ちがう。官吏にしてやるとか、そんな甘言に誘さそわれてきたんだろうが、考えを改めた方がいい」

　春明はぐっと言葉に詰つまった。色々と説明してくれたのは、これが言いたかったからに違いない。確かに、官吏になれると聞いて喜んだ気持ちはあった。だが今の話を聞いて、官吏の仕事とはかけ離はなれているからやっぱりやめて帰ります、と言うのも悔くやしい。

　──だって私はまだ、話を聞いただけだ。自分では何もしていないじゃない。

「自分で経験するまでは、どんな結論も出せません」

　慎しん重ちようにそう言うと、春明が逃にげなかったのが意外なのか、景彰は僅わずかに驚おどろいた表情になった。しかしすぐに唇くちびるを引き結ぶと、やや意地の悪い声で問う。

「悪霊と戦うことになってもか？」

「っ、はい」

「自じ暴ぼう自じ棄きになった悪霊ほど、性質たちの悪いものはないぞ。奴らはすでに守るべき一番大切な『命』を失っている。これ以上奪うばわれるものはないうえに、生者である俺達を羨うらやみ、妬ねたみ、手て酷ひどく攻こう撃げきしてくる」

　わざと春明が怖おじ気けづくような言葉を選んでいるのだ。景彰は容よう赦しやなく続ける。

「襲おそわれたとして、俺が助けるとでも思うか？」

「じ、自分の身くらい、自分で守ります！」

　売り言葉に買い言葉のようなもので、春明は半ばやけくそで頷うなずく。引くに引けなくなった春明だったが、先に景彰の方の頭が冷えたようだった。

「……冗じよう談だんだ。何も知らない人間に、いきなり悪霊と戦えとは言わない。素人しろうとがわけも分からず刀を振ふり回したところで、危ないだけだ」

　内心安あん堵どする反面、はっきり戦力外だと告げられたも等しい。春明は唇を嚙かみしめた。気を取り直して、問う。

「それで、私達は今どこに向かっているんですか？」

　逃げないぞ、という気き概がいを込めて、あえて真正面から景彰を見み据すえる。

　景彰は諦あきらめたように、一枚の紙を差し出した。貴瑛から、景彰が取り上げたあの紙だ。

「『金きん斉さい成せい。享きよう年ねん三十三。死因、大工として家を建築中、誤って三階から足を滑すべらせての転落死。旅券発行理由、家族との別れの挨あい拶さつ。旅券期限から七日経過中……』」

　書いてある通りに読み上げていく。

「そこに書かれている、奴の家に行く」

　見れば確かに、今自分達が歩いている場所は彼の生家への道だ。

「この斉成という男は、四十九日を七日過ぎても、三途の川に現れなかった。一刻も早く連れ戻すのが今回の仕事だ。悪霊になってからでは遅おそい。それに紙の最後、読んでみろ」

　春明は紙に視線を戻した。

「えっと、『なお、三途の川を見た時も、ひどく混乱していた様子。注意すること』」

「つまり、死を受け止めきれてなかったってことだろう。最初から、何かをやらかすことは予測できた」

　景彰は苦い顔でぼやいた。

「彼は家にいるんですか？」

「旅券には、目的は家族に会うためだと書いてある。一番濃のう厚こうな線ではあるが……」

　そこで景彰は一度言葉を切った。

「四十九日を過ぎても戻らない場合は、霊吏が迎むかえに来ると死者には伝えてある。こうやって俺達が、奴の家族の許もとに急ぐのは分かっているはずだ」

　確かに、心残りの理由が分かれば、おのずと居場所も見えてくる。

「もし捕つかまりたくないと思うなら、この斉成さんという人は、家にはいないということですか」

「そうじゃないことを祈いのるしかないな」










　斉成の家は、煌朱の都から出て徒歩で十分ほどの恵けい林りんという村にあった。春明の住む枝泉から煌朱へと向かう途と中ちゆうにあり、春明もよく知る村だ。

　恵林は、別名大工の村と呼ばれる。この村に住むほとんどの男性が大工や、建物を建てる仕事に就ついていた。仕事も、村が請うけ負い、役目を割り振っている。

「どうやって斉成さんを探すんですか？」

　じっと景彰は屋や敷しきを見上げた後、「ここにはいないな」と断言した。

「えっ、なんで分かるんですか」

「勘かん」

　短く答える景彰は屋敷の扉とびらを見つめ、ためらうことなく叩たたいた。一体どうするつもりなのかと見ていると、ひとりの女性が扉から顔を出した。疲つかれたような顔をしており、目元には隈くまが出来ている。

　──この人、もしかして斉成さんの奥さんなのかな。

　年ねん齢れい的にも合う。まだ家族が亡なくなって二ヶ月経たっていないのだ。女性の顔には、癒いえない哀かなしみがくっきりと残っている。

「どなたですか？」

「刑けい部ぶの人督院官かん吏り、李景彰と申します。そして部下の凜春明。現在、こちらの村の巡じゆん回かいを行っていまして。何か気になることはないか、聞いて回っているのです」

　景彰がさらりと言った言葉に、なるほどと内心思う。人督院という名は、聞き込みにはとても適しているのだ。女性は、特に不自然に思うでもなく、景彰と春明を見つめる。

「いえ、別にありません……」

　ふと、女性の瞳ひとみが揺ゆらいだような気がした。それを感じ取ったのか、「どんな些さ細さいなことでも結構ですよ」と景彰は穏おだやかに言葉を紡つむぐ。

「不ふ審しんなものを見たとか、気配を感じたとか、何でも構いません」

　景彰は一歩踏ふみ込んで、女性の反応を窺うかがっている。

「……でもきっと、笑われるわ。それか、頭がおかしくなったのかって」

「あなたの瞳には理性の光がある。我々は笑いませんし、頭がおかしくなったとも思いません」

　景彰は辛しん抱ぼう強づよく待つ。「でも」と、ちらりと女性の瞳が春明にも向いた。春明は、励はげますように大きく頷いてみせる。躊躇ためらいながらも、ようやく女性は口を開いた。

「音が……、したんです」

「音？」

「亡くなった主人が使っていた仕事場が家の隣となりにあるんですけど、そこから金かな槌づちの音がしたんです。それに木を切ったり、鉋かんなで削けずる音が」

　春明は息を吞んだ。思わず景彰を見やるが、彼は全く表情を変えていない。

「朝になって仕事場を覗のぞいても、いつもと何も変わっていませんでした。主人の使った金槌はそのままになっていたし、誰だれかが入った形けい跡せきなんてないんです」

　女性は唇を嚙みしめた。景彰は女性の表情をじっと見つめると、口を開く。

「音だけですか？」

　はっと女性が目を見開いた。しばし逡しゆん巡じゆんしたように視線を彷徨さまよわせる。

「……『はやく、かけないと。もういちど』って声が聞こえました。主人の声だったんです！」

　興奮したように声を上げ、すぐに恥はじ入ったように顔を伏ふせる。

　──はやく、かけないと？　何だろう、どういう意味？

「他ほかの人達は、気のせいだと。私が疲れてるだけで、まだ主人が亡くなった哀しみから立ち直っていないから、そんな風に思いたいだけなんだって」

「今もその声や音は聞こえますか？」

　景彰の言葉に、女性は首を横に振った。

「いいえ。七日前からぱったり聞こえなくなりました」

　七日前。それは彼の、四十九日の期限が過ぎた日だ。

　お礼を言って屋敷から出た後、何やら考え込んでいる景彰に声をかける。

「斉成さんはやっぱり、家に来たんですね」

「だが奴やつの心残りは家族だけじゃない。仕事もだ」

　亡くなってもまだ、金槌を打ち続けようとするほどに斉成には心残りがあった。と、ここまで考えて、「んん？」と春明は額に手を当てた。

「でも……、あれ？　ちょっと待ってください。肉体を離はなれた霊れいが、金槌を持って打てるんですか？　そしてそれが、生きている人間に聞こえるのはどうしてなんです？」

　そこで景彰は、大きな溜ため息いきを吐ついて立ち止まった。振り返って春明を見る景彰の表情は、うんざりとしている。

「俺はお前の問いに、いちいち答えないといけないのか？」

「わ、私だって、自分で調べられることなら調べたいですけど、霊吏は秘されている特とく殊しゆな仕事なんですよね。だったら、景彰さんに聞くしかありません。霊吏が危険な仕事だって言うなら、どんな風に危険かもっと教えてください！」

　怖こわいが負けていられない。景彰は苛いら立だちを抑おさえるように宙をひと睨にらみした後、背中を向けて歩き出した。

「……金槌は、霊が作り出した想おもいが具現化したものだろう。何かをしたい、その強い欲よつ求きゆうが生み出すんだ。だがそれだけで、生者に影えい響きようはない。霊は原則、生者に触ふれることも、この世にあるすべての物に触れることも敵かなわない」

　原則、という言葉に含ふくみを感じて、春明は更さらに質問する。

「じゃあ、奥さんが聞いたという音って」

「死者の思念というやつだ。強すぎる想いは、例外的に生者に影響を与あたえる。これは、受け手側の生者にも問題がある。相手の死を受け入れられない人間が、顕けん著ちよに反応するんだ」

「そうか。だから奥さんにだけ、聞こえるんだ」

「次は奴の仕事仲間に話を聞く」

　景彰は村の一番奥まで足を進めた。先ほど、斉成の妻に場所を教えてもらった。一番親しい仕事仲間だった延えん史しという男だ。

　一いつ軒けんの家の扉を再び叩く。また女性が応対に出て、幸いにも家にいた夫を呼び出してくれた。

「何だよ。刑部の官吏さんが、俺に何の用？」

　無ぶ精しようひげを生やした男性が、胡う乱ろんな目で景彰と春明を見やる。

「実は、金斉成さんのことでお聞きしたいことがあるんですが」

　その名前に、延史がピクリと片眉まゆを上げる。

「今更何を調べるっていうんだ？　奴は殺されたわけじゃない。事故で亡くなったんだぞ」

「それは分かっています。事故の報告書を書く関係で、お話を聞いてまわっているんですよ」

　景彰の口は滑なめらかに動く。こういった聞き込みはやり慣れているのだろう。春明はただ横で、それを聞いていることしかできない。

　──でも、漠ばく然ぜんと聞いてるだけじゃいけないよね。景彰さんのやり方を覚えて、自分のものにしていかなくちゃ。

　そう改めて決意し、景彰と延史の会話に集中する。

「斉成さんは、なにか仕事で悩なやんでいたことはありませんでしたか」

「仕事で？　そりゃ、賃金が安いだのなんだのってのは、毎日のように言ってたが」

　延史は頭を搔かきながら、視線を彷徨わせる。

「そういえば、ある時から酒の量がいやに増えたな……。輪に加わらなくなって、一人で飲んでた。いつも毎年夏祭りで、村からすぐ近くにある河原で飲み会するんだが、それも参加しなくなってなあ」

「それはいつ頃ごろからですか？」

「んー、三年前くらいからか？」

「三年前に取り組んでいた仕事で、当時何か問題が起きたことは？」

「いや、問題なく進行していた」

　延史は首を横に振ふった。春明は腕うでを組んで考える。

　──仕事に問題がないなら、別のことに思い悩んでたってこと？　でも、金槌打つくらいだもの、やっぱり大工と関係あるわよね。

　唸うなっている春明の横で、「では」と景彰が続けた。

「三年前に拘かかわらず、過去の仕事で何か問題が発生したことは？」

　延史はあっさりと、「ないな」と肩かたを竦すくめてみせる。

「……分かりました。ありがとうございます」

　これ以上は何も出ないと思ったのか、景彰は話を切り上げた。

　また村を歩きながら、春明はこめかみに手を当てる。情報を整理し、可能性をあげてみようと思い立つ。

「仕事仲間は問題がなかったと言ってるわけですよね。じゃあ例えば、斉成さん個人で何か仕事を請うけ負ってたとか？」

　ちらりと、景彰がこちらを見た。

「？　何ですか？」

「いや。ただボーっと後を付いて話を聞いてるだけかと思ったら、そうでもないんだなと」

　目を瞬またたかせる春明に、景彰は続ける。

「斉成が個人で仕事をしていた可能性は少ないな。恵林は大工の村だ。村が共同体として、大工の仕事を請け負っているんだ」

「それは分かっていますが」

「賃金は均等に分けられ、村独自の掟おきてが存在する。そんな中で、一番やってはいけないことは何だと思う」

　そこまで言われて気付く。

「一人だけ賃金を得て、平等という掟を破ること、ですか」

「そうだ。そんなことをすれば、村から追い出され、職も失う。村の方も、抜ぬけ駆がけを許さないために、大工達の動向には厳しく目を光らせているだろう」

「なるほど」と言いながら、内心自分にがっくりとする。浅はかな自分の案は、すぐに否定されてしまった。黙だまっていた方がいいのかもしれない。そう思った時だった。

「他に考えは？」

　思いがけない言葉に、春明ははっと顔を上げた。景彰は春明を静かに見下ろしている。

「何だ」

「あ、いえ……。まさかそんな風に言ってくれると思わなくて。余計なことを喋しやべるな、と言われるかと」

「有益な意見だと思ったら、ちゃんと聞く」

　では春明の意見を、景彰は聞く価値のあるものと捉とらえたということだ。一気に気持ちが浮ふ上じようする。会って数時間で初めて、ほんの少しだけでも景彰に仕事仲間として認にん識しきしてもらったように思う。

　人は間ま違ちがえば、どうしても次に動く際に前回の失敗と羞しゆう恥ち心しんを思い出し、足が竦む。そんな怯おびえを、ひょいと掬すくい上げてくれるような一言だった。景彰に励はげます意図はなかったとしても、春明は俄が然ぜん元気を取り戻もどす。気を取り直し、「分かりました」と大きく頷うなずいた。

「斉成の居場所の話だが、三年前にあった何かが、奴の心残りの可能性がある。延史は、請け負っていた仕事で問題はなかったと言っているが、それは彼の視点での話だ。斉成も同じように思っていたかどうかは分からない」

　ぱっと違ちがう方向から疑問を投げかけられて、春明は目を瞬かせた。

　──うん、確かにそうだ。

「つまり完かん璧ぺきだと表面には見えていた仕事でも、斉成さんにはどこか問題点や、気に病やむところがあった？」

「ああ。それが三年前に、何かを見るか聞いたかして噴ふん出しゆつした」

　春明は首を傾かしげる。

「なるほど。でも、それだけじゃ居場所は絞しぼり込めませんよね」

「そこで斉成の妻が聞いたという言葉が重要になる。『はやく、かけないと。もういちど』」

　景彰は歩みを進めたまま、思案げな表情で遠くを見つめる。

「もう一度、ということは、『かけた』ことが一度はあるってことだ」

「かける……、かける、ですか……。大工、建築関係で、『かける』ものって何だろう？」

　いつのまにか、二人は村を横切っていた。出口が見えて、村の外が視界に入ってくる。そこで急に、景彰の足が止まった。

「例えば……、あれは？」

　言うなり、景彰は指を差した。出口の方に、遠くにかかっている橋が見える。その橋を見た途と端たん、春明も「あっ」と声を上げた。

「あの橋、大雨で一度壊こわれてました。それも、三年前に！」

　八はち葉よう橋きよう。忘れるはずもない。三年前の官試当日、この橋が壊れたせいで春明は煌朱に行けなかった。

「延史さんの言葉に、斉成さんは近くの河原での飲み会に参加しなくなったと言ってましたよね。それってあの橋のかかってる川のことじゃないでしょうか」

「ああ。それに斉成の注意事じ項こうに最初に書いてあった、三さん途ずの川を見て取り乱したって言葉。ただ単に、死を認められないだけかと思っていたが」

「川を、……避さけてた？」

　景彰の考えを引き継つぐようにして言うと、橋に視線を向けたまま、景彰は頷く。

「見たくないほどの記き憶おくがあったってことだ。もう一度延史の所に戻るぞ。あの橋に斉成が関かかわっていたのか、確認する。別の橋だったとしても、奴やつの心残りが『橋』の可能性がある」

　景彰に続いて、春明も走り出した。二人の影かげが、夕日を浴びて長く伸のびる。

　もうすぐ、夜の闇やみが広がろうとしていた。




　　　　[image: ]




　ホウホウ、とどこかで梟ふくろうが鳴いている。そこに断続的に聞こえる、水が流れる音。

　日中どんなに暖かくなってきたといっても、やはり夜は肌はだ寒ざむい。

　春明はズズッと洟はなを啜すすった。

「寒いのか」

　肩が触ふれ合うほど近くで、景彰が聞いてくる。問いに答えるために真正面から顔を見てしまい、う、と後ずさりたくなる。暗い場所では、彼の端たん麗れいな容姿が一層映はえるようだった。

　──この人、夜が似合うなあ。

　月夜の陰いん影えいが顔半分にかかり、吸い込まれそうになる。慌あわてて首を横に振った。

「平気です。私、体温高いですし！」

「鼻が赤いぞ」

　黒い瞳ひとみが鼻に向けられるのが分かって、急いで手で隠かくす。低すぎる鼻は、自分の顔の気に入らない部分のひとつだ。

「耳も赤いな。やっぱり寒いんじゃないのか」

　今度は慌てて耳を隠す。赤いのはあなたと距きよ離りが近いからです、とは言えない。

　二人は現在、あの八葉橋が正面から見える位置にある草むらに、身を寄せ合って隠れていた。

　橋に当たりをつけた春明と景彰は、延史に再び話を聞いた。そこで、やはり橋は斉成達が作ったと分かったのだ。延史は、橋は災害によって壊れたものであり、自分達の仕事に問題はなかったと答えた。だから先ほどの景彰の質問には、橋のことを話題にしなかったのだと言う。

　とにかく橋が怪あやしいということで、現在春明は景彰とともに、川が唯ゆい一いつ見えて姿を隠せる場所にいるのだった。

　それにしても、近い。春明が今まで、異性とここまで接近したことは父以外にはない。居い心地ごこち悪くもじもじとしていると、景彰が息を吐はいた。

「悪いが我が慢まんしろ。奴が来たらすぐ離はなれる」

「そ、そうですね。お願いします」

　答えると、「正直者だな」と景彰が皮肉っぽく言った。改めて自分の言った言葉に気付き、慌てて取り繕つくろおうとするが何も思い浮うかばない。結局諦あきらめて、景彰いわく正直に肯こう定ていしてしまう。

「……すみません。あの、近すぎて落ち着かなくて」

「確かにな」

　思いがけず同意され、景彰をまじまじと見つめてしまった。

「景彰さんくらい大人だと、動じないんだと思ってました」

「大人も子供も関係ないだろ」

　それでは隣となりの相手も、近すぎる距離を気にしているのかと思い、内心大いに慌てる。

「じゃ、じゃあ、何も考えないよう、お互たがいを木だと思いましょう！」

「木？」

　二人の間に、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが漂ただよった。

　──あれ。私、今絶対変なこと言った……。木って。木って何！　私のバカ！

　景彰は目を瞬またたかせた後、何気なく呟つぶやいた。

「こんなあったかい木、ないだろ」

　触れ合っている肩かた口ぐちに、一気に熱が集中した気がする。「本当に体温高いな」なんて言われているが、上手うまく相あい槌づちが打てない。だめだ、なんだかもう、この距離が全部悪い！
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　仕事なんだからもっとしっかりしなければ、と春明は橋に視線をやった。

「現れますかね、斉成さん」

「夜は、霊れいが一番現れやすい時間帯だ。きっと来る」

　そう言うと、「いいか」と景彰は居住まいを正した。

「もし斉成が現れたら、何もせずに俺の後ろにいること。その腰こし元もとの剣けんを抜ぬくことも禁止だ」

　役に立てないことは分かっているが、こうもはっきりきっぱり言われると情けない。

「この刀は、特とく殊しゆな呪まじないがかかっている。肉体のない霊を唯一傷つけられる刀だ。更さらに刀の呪は、切られた霊と霊れい吏りを繫つなぐ力も持っている。霊は霊吏の傍そばから、物理的に離れられなくなるんだ。霊吏はこの刀で霊を捕とらえる。だが、すぐに使いこなせるものじゃない」

　試ためしに刀の柄つかを握にぎってみる。確かに刀はまるで手に馴な染じまず、春明を拒こばんでいるかのようだ。

「さっき俺は、霊は想おもいを具現化できると言った。そして、それは原則生者に影えい響きようはないと。だが、この刀は霊を傷つけるために、相手に触れた途端、霊そのものを生者も触れられる生身に変える。つまりそれは、霊が具現化したものも生身に変えるってことだ」

　よく分からない顔になる春明に、「見ていれば分かる」と景彰は言う。

「それから」

「はい」

「霊に同情するな」

　え、と春明は景彰を見つめた。しかしすでに、景彰の瞳は橋に向けられている。

「──来た」

　さわり、と風が吹ふいた。

『……かけないと……』

　耳が、か細い声を拾い上げた。橋のたもとに、ぼんやりと何かが漂っている。

『はやく……、もういちど……』

　カンカン、と何かを打ちつける音。ギッギッと何かを擦こするような音。春明は目を凝こらして、ぼんやりとした人物の輪りん郭かくを捉とらえようとする。

　三十代前半の、細身の男性がいた。それでも腕うでには筋肉がついており、鋸のこぎりや金かな槌づちを使い、川に入って橋の柱に何かを取り付けようとしている。姿ははっきりと見えていた。しかし、川に入っているにも拘かかわらず、水の流れは男性を通り抜けるようにして真っ直すぐ流れているのが異様だった。最初に景彰に説明された、『霊級』という言葉が頭を過ぎる。

　春明のすぐ横で空気が動いた。景彰が素す早ばやい動きで、橋に向かって走り出す。一瞬遅おくれて、春明も地面に手をつきながらも立ち上がった。

「金斉成だな。霊督院霊吏、李景彰だ。四十九日の掟おきてにより、お前を迎むかえに来た」

　月明かりの下、景彰の明朗とした声が辺りに響ひびき渡わたる。

　斉成ははっとしてこちらを向き、ふるふると首を横に振ふる。

『いやだ……、かけないと……。だって橋が直らないと、私は』

「禁を破ったお前にすでに自由はない。抵てい抗こうせずに我々の指示に従うんだ」

　景彰はにべもなく斉成の言葉を切り捨て、対たい峙じした。

『いやだって、言っているだろう！』

　一瞬で川から上がり、斉成は持っていた鋸を目の前に翳かざした。ぎょっと目を瞠みはる春明をよそに、景彰は予想していたかのように刀を翻ひるがえした。なぜか斉成の鋸は実体を伴ともなっているかのように、景彰の刀を受け止める。

　金槌や鋸の音がするのは、霊の思念だと景彰は言っていた。しかし、思念であるはずの鋸が今、景彰の刀と交わっている。

『この刀は霊を傷つけるために、相手に触れた途と端たん、霊そのものを生者も触れられる生身に変える。つまりそれは、霊が具現化したものも生身に変えるってことだ』

　景彰の言葉が甦よみがえる。

　──つまり、刀が触れ合っている間は、斉成さんが想いによって作り出した金槌や鋸は実体化して、攻こう撃げきの武器になりえるってこと？

　あっという間に、景彰が斉成を追い詰つめている。そこでようやく足が動き、声が出た。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　駆かけ寄り、二人の間に入ろうとする。しかし、首根っこを摑つかまれて後ろに追いやられた。

「俺の後ろにいろと言っただろうが」

　鋭するどい眼まな差ざしは、さっきまで一いつ緒しよに肩を寄せ合っていた人物と同じとは思えない。

「あの、まずは話くらい聞いてもいいんじゃないでしょうか？　斉成さん、さっき何かを言いかけてました。橋に執しゆう着ちやくする理由が分かるかもしれません」

「話？　霊の話など聞いてどうする」

　時間の無む駄だだ、と一いつ蹴しゆうされた。春明は啞あ然ぜんとするも、何とか食い下がろうとする。

「だって景彰さん、斉成さんの心残りを探そうと、あんなに真しん剣けんに調査してたじゃないですか」

「居場所を特定するためだ。見つければ、後は霊の事情など聞く必要はない」

　にべもない景彰の言葉に、二の句が継つげない。

『……かけないと』

　その時、苦く悶もんするような声がかかった。斉成が、狂くるおしいような瞳で橋を見上げている。

『最後の部分が完成しないと、橋は完成しない……』

「橋が完成しない……？」

　春明は斉成に向き直った。唾つばを飲み込み、口を開く。

「橋に何をしてるんですか？　あなたの心残りって、なんですか？」

　落ち窪くぼんだ瞳ひとみが、じっと春明に注がれた。

『私はあの時、橋を支える最後の部位を入れ込むことを失念した。あれさえきちんと入れておけば、あんな大雨ごときで壊こわれることはなかった』

「失念？　なんでそんなことに」

『妻とその日、言い争いをしていて……』

　沈ちん痛つうな顔つきで斉成が目を伏ふせる。春明も悲しむ斉成の妻の顔を思い出し、眉まゆを下げた。

「ん？　ということは、あの橋は建設上の誤りがあったってこと？」

　橋を支える部位がなかったからこそ、橋は川の勢いに負けてしまった。周囲は天災のせいだと納なつ得とくしてくれたが、間ま違ちがえた本人はそれが自分のせいだとすぐに分かったのだ。

　──それを、ずっと悔くやんでいた。三年もの間、ずっと。

「あの。橋はもう、新しくなったんですよ？　大雨にも負けないよう、今度はもっと頑がん丈じように作られたんじゃないかな」

　真新しい橋を見ても、斉成はもどかしげに首を横に振るだけだ。

　──どうしたらいいんだろう？　どうすれば、心残りが消えてくれるの。

　目の前の斉成は、迷子になった子供のようだった。橋に触ふれることすらできず、途と方ほうに暮れている。死んですら忘れられなかった想い、そして死んでしまったからこそ、果たしたい願い。

「よ、よし！　一人でだめならみんなで考えましょう。きっと納得できる解決方法が……」

「いつまで喋しやべってるんだ。口を閉じて俺の後ろから動くな。さっさと終わらせる」

　斉成に語りかけようとした春明は、景彰の冷たい声に遮さえぎられた。

　景彰が、春明の剣の腕など当てにしていないことは分かっている。だが役立たずの春明でも、考えることはできるのだ。景彰もまた斉成の居場所を調べている時は、意見を聞いてくれた。しかし霊を前にした今は、まるで聞く耳を持ってくれない。こうなったら実力行使しかないと、春明は斉成と景彰の間に入り込んだ。

「少しの時間でいいです。話し合いをしませんか？」

「邪じや魔まだ。どけ」

「お、お願いします！」

「お前は何も分かっていない。霊に時間を与あたえればそれだけ、悪あく霊りよう化する可能性が高まるんだ」

　春明を見る景彰の瞳から、ピリピリと肌はだに突つき刺ささるような殺気を感じ、春明は息を吞のんだ。

　その時、ぽつりと斉成が低く呟つぶやく。

『くれ』

「えっ？」

　振り向くと、斉成の体からぶわりと何かが立ち上った。黒い、煙けむりのようなものだ。それが何か分からなくても、思わず顔を顰しかめたくなるような、邪じや悪あくな何か。

『おまえのからだ、くれ』

　気付いた時には、眼前に斉成の顔が迫せまる。それはもう、人の顔ではなかった。凍こおりついたように体が硬こう直ちよくする。

『ぎゃあああ』

　悲鳴が聞こえた。景彰が、斉成の胸むな元もとに流れるように一ひと太刀たち入れたのだ。

　斉成は体を震ふるわせた後、その場に崩くずれ落ちた。また静せい寂じやくが周囲を包み、梟ふくろうの鳴き声と、川の音だけが聞こえる。

「ひとつ、覚えておくことだ」

　へなへなと力が抜ぬけて座り込む春明に向かって、景彰は、刀を鞘さやに収めながら言う。

「霊れい吏りの仕事は霊を捕ほ縛ばくし、三さん途ずの川へ送り返すことだ。霊の相談役ではない」

　鋭い口調に、春明は何も言えずに景彰を見上げた。

「話し合いなんて言っている時点で、やはりお前に霊吏は向いてない。霊の想おもいに同調するというなら、向いていないどころかむしろ一番やっかいだ」

　言葉を切り、景彰は無む慈じ悲ひに告げる。

「とっとと辞やめるんだな」

　こうして春明の、霊吏としての長い初仕事が終わった。







　二章　上司の過去と試練の刀




　春明は、人督院の建物の前で見知った顔を見つけた。朝の清すが々すがしい空気の中で、すでに建物の中からは官吏達の働く声が聞こえてくる。

『おはようございます、春明さん。今日も早いですね』

　幽ゆう霊れいである翼徳は小さく微笑ほほえみ、頭を下げた。

「おはようございます。ええと私、新人ですから。早く仕事に慣れないと……」

　そう言いながら、心の中の自分が囁ささやく。本当に、慣れることなんてできるんだろうか？　と。

　忘れられそうにない初仕事から、七日が経たっていた。とっとと辞めろと言われながら、春明はなんとか仕事を続けていた。毎朝霊督院に行く度に、景彰に『まだいるのか』と渋しぶい顔をされて地味に傷つく日々を送っている。

　その間にも仕事は次々に舞まい込み、重い刀を腰こし元もとに差して、景彰と何度も現場に赴おもむく。すぐに霊の居場所が分かる事案もあれば、初仕事のように調査して探し出さなければならない事案もあった。

　七日の間に、春明は景彰の霊吏としての能力の高さを肌で感じ取っていた。霊が申しん告こくした心残りから居場所を探し出し、捕とらえる。見事な手て際ぎわに、春明は横で見ているだけだ。そして景彰の、霊に対しての冷たさもまた感じていた。

　──霊と対たい峙じした途と端たん、調査してた時とは別人みたいになるんだよなあ。

　冷静さは変わらないが、霊の事情も理由も何一つ斟しん酌しやくしない、絶対的な拒きよ絶ぜつが感じられた。

　さあ、行きましょうと翼徳に促うながされ、一度人督院の中に入る。霊督院に向かうには、どうしてもここを通る必要があるからだ。

　──慣れたことがあるとすれば、翼徳さんの存在かな。毎日霊督院まで案内してくれるし。

　翼徳は、春明を霊督院に案内しなければ気が済まないらしかった。二日目は「すぐそこですし、一人で行けます」と断ったのだが、大層悲しそうな顔をされてしまい、今はもう好きにさせている。それに穏おだやかな翼徳の笑えみは、いつの間にか春明の癒いやしになっていた。

「おはようございます」

　人督院の仕事場の入り口で、春明は一礼する。一いつ瞬しゆん官吏達の視線が春明に向くが、挨あい拶さつが返ってくるのは数人のみで、ほとんどが春明を無視している。

　──さ、寂さびしいなあ。

『春明さんは私に似ていますね。私もなぜか、挨拶をしても無視されるんです』

　翼徳が、にこにこ笑いながら言う。それは、あなたが周りに見えていないからです──、とは言えない。ははは、と乾かわいた笑いを浮うかべながら、春明は言葉を濁にごした。

　この七日間で分かったことだが、どうやら春明は、ここ人督院でよく思われていないらしい。

　一体自分が何をしたのか、まるで心当たりがない。しかし明らかに、春明を見つめる視線は冷たかった。

　人督院を抜けて、外に出る。太陽の日差しが瞼まぶたにかかって、思わず目を閉じた。

「おはようございます。春明くん」

　声をかけられて目を開けると、すぐ近くに貴瑛の顔があった。春明は「わっ」と飛び上がる。

「び、びっくりさせないでください……！」

「すみません。それより丁度良かったです。新作の花茶を淹れたんですよ」

　にこやかに笑い、「翼徳くん、またね」と春明の後ろに視線をやる。慌あわてて振ふり返るも、すでに翼徳の姿は消えていた。

　──さっきのは前言撤てつ回かい。や、やっぱり慣れない！

「翼徳くんが毎日案内してくれるなんて、春明くんは霊に好かれるんですねえ」などととんでもないことを言ってのける貴瑛に、朝からどっと疲つかれが溜たまった。

　ふと視界に池が入り、思わず足を止める。初日に、斉成を霊督院に連れてきたことを思い出した。斉成は霊吏の刀の呪まじないにより、まるで見えない糸で繫つながっているように景彰の後ろにぴたりと付いていた。それから景彰はおもむろに池の前に立ち、春明と斉成に池に飛び込めと命じたのだ。

　いざ飛び込んでみたら、さらに驚おどろいた。見覚えのある景色の場所に繫がっていたからだ。

　あの時、池に入ったはずなのに、春明達は水に濡ぬれることもなく、川辺に立っていた。

『ここってもしかして……』

　周囲を見回すと、川沿いに進んだ先に六角形の建物が見えており、そこに向かって長ちよう蛇だの列れつが出来上がっている。

『三途の川だ』

　こともなげに景彰が答えて、斉成を引き連れてどんどん建物へと歩いていく。

『霊督院の池って、三途の川と繫がってるんですか！』

『ああ。霊吏は霊を捕縛した後、毎回池を通って三途の川まで行き霊を引き渡わたす。ここまでやって、ようやく一仕事終えたことになる』

『地方にある分院にも、繫がっている池があるんですか？』

『そうだ。しかし普ふ通つうの人間にとってはただの池だ。霊吏と死者だけが、三途の川へ辿たどり着ける』

　景彰の説明を聞きながら、あっと声を上げそうになった。霊督院の六角形の建物をどこかで見たと思っていたが、三途の川の検問所とそっくり同じだったのだ。

『よーう、景彰。久しぶりじゃないか』

　検問所にいた霊吏のひとりが、声をかけてくる。年ねん齢れいは、景彰と同じか少し上くらいだろう。がっしりとした体つきの青年で、丸く小さな黒目が親しみやすさを感じさせる。

『ああ、洸こう師し。引き渡しの手続きを頼たのむ』

『はいよ』と洸師と呼ばれた男が答え、景彰から斉成の身み柄がらを受け取る。

『何か、情報は入ってるか？』

『いいや。残念ながら』

　景彰の言葉に、洸師が肩かたを竦すくめながら首を横にふる。春明の横で、理解できない会話が密ひそやかになされていた。気にはなったが、何の情報ですかと話に入り込めるほど豪ごう胆たんではない。

『相棒見つかったんだな』

　春明を見ながら言うと、洸師は『あー！』と人差し指を突つきつけた。

『あんた、川に落っこちた奴やつだろ？　死にたくないー！　とか絶ぜつ叫きようして』

　その通りだが、客観的に述べられるととんでもない話だ。誰だれよそんな間ま抜ぬけは、と思いかけ、自分だろうとひとりで突っ込む。

　怪け訝げんな景彰の視線を頰ほおに受けて、春明はみるみる赤くなった。

『いやあ。三さん途ずの川で、あんな元気なの初めてだったからさ。伝説になってるよ、あんた』

　──ぐっ、今思い出しても恥はずかしいっ。

　池を眺ながめながら七日前の記き憶おくを反はん芻すうしていると、貴瑛が声をかけてきた。

「おや。また三途の川に行きたいんですか？」

　くすくすと笑われてしまう。

「あまり、行きたい場所じゃありません」

　正直に告げると、貴瑛は春明の肩を叩たたいた。

「それが普通です。ま、あなたの相棒はそうじゃないみたいですが」

　どういうことかと首を傾かしげるが、貴瑛は答えてくれない。

「おはよう、春明ちゃん。今日も可愛かわいいね。ああ、その耳飾り初めてつけてくるよね？　空色もすごく似合ってるよ」

　院に入って開口一番、目ざとく新品の耳飾りを褒ほめてくれるのは清士だ。今日も相変わらず、麗うるわしい容姿で微笑んでくる。

「あの。いいですよ毎日、そんなに褒めてくれなくても……」

「義務でやってるわけじゃない。春明ちゃんを見ていると、自然と言葉が出てきてしまうんだよ。ああ、もちろん美怜もだよ。君の美しさを称たたえる言葉は尽つきな……」

「おはよう春明。ほら、あなたの分の花茶」

　美怜が清士の存在を綺き麗れいに無視し、春明に花茶を差し出してくる。酸味のきつい香かおりが鼻を抜ぬけていく。

「あのね、美怜。無視されるのが一番辛つらいんだけど」

「あら、いたの？　気付かなかったわ」

　美怜はにべもない。春明は美怜から花茶を受け取ると、恐おそる恐る一口含ふくんだ。途端に舌がしびれるほどの苦味が広がり、春明は身み震ぶるいする。

　──ぐうっ。今日もまた、朝の眠ねむ気けも吹ふっ飛ぶ不味まずさ……！

　春明が手をわきわきと動かし悶もん絶ぜつする姿を見て、清士が笑う。

「相変わらず味はひどいんだよね、貴瑛の花茶。でも私達なんて、いつの間にか飲み慣れちゃったよ。ねえ美怜」

「まあそうね。それに効能はちゃんとあるの。飲んだ方がいいわ」

　春明は息をとめて花茶を飲みほした。それから周囲に視線を向ける。

「景彰さんは？」

「部屋にいるわよ。呼んだんだけど、貴瑛の花茶なんか飲んだら死ぬって」

「全く失礼です。効能はもちろんですが、味だって美味おいしいじゃないですか」

　珍めずらしく眉まゆを寄せて、貴瑛が腕うでを組む。味については、誰も同意しない。

「ねえ春明ちゃん。景彰と相棒になってみてどう？」

　清士が好こう奇き心しんに目を輝かがやかせ、机から身を乗り出してくる。

「毎日、向いてないから辞やめろって言われてますけど」

　頭を搔かく春明に、清士が苦笑う。

「自分に厳しい分、他人にも厳しいからね、景彰は。でも、努力したことは決して捨て置かずに評価してくれるよ」

　初仕事で、春明の意見に耳を傾かたむけてくれたことを思い出し、頷うなずいた。

「景彰さんは、優ゆう秀しゆうな方だと思います。勉強になることばかりだし、剣けんの腕うで前まえも素す晴ばらしくて」

　そこで少し春明は躊躇ためらった。清士は目ざとく、「ん？　何かあった？」と聞いてくる。

「……景彰さんに言われたんです。『霊れい吏りの仕事は霊を捕ほ縛ばくし、三途の川へ送り返すことだ。霊の相談役ではない』って」

　斉成を切ったあの時の言葉が、今も春明の心の中に残っている。刀を持って霊を追い詰つめる景彰は、冷たい氷のような瞳ひとみをしていた。ややぶっきらぼうではあるが、確かに人間味の感じられた調査の時とはまるで人が変わったようで、春明はその落差に驚いていた。

「ああ。景彰は、基本的にいい奴だけど、掟おきてを破る霊には冷たいんだよ。悪あく霊りようまでいくともう恨うらんでると言っても過言じゃない。ま、過去が過去だから、そう思うのは当然なんだけどね」

　清士は頰ほお杖づえをついて微笑ほほえんだ。

「景彰がどうして捕縛率一位なのか、どうして霊を憎にくんでいるのか、理由はふたつあるんだ。それはね」

　話し出そうとする清士に、春明は慌てて手を振る。

「あ、い、いいです！　ごめんなさい。もし立ち入ったことなら、私が聞くべきことじゃないですから」

「別に構わないんじゃない？　ここにいる全員が知ってることだよ？」

　清士の言葉に美怜は肩を竦め、貴瑛は何を考えているか分からない笑え顔がおを見せている。

「それでも……、やっぱり、聞くにしても景彰さんの許可をもらいます。すみません、私がこんな話を持ち出したから」

　清士は目を瞬またたかせると、先ほどとは違ちがった笑みを浮うかべた。子供を見つめるような笑みだ。

「春明ちゃんは、公平な子だね」

　ポン、と清士に肩を叩かれた時だった。

「気安く触さわらないでくれますか」

　固い声に、春明は入り口から足早に入ってくる人物を見上げた。

「き、希聖っ？」

　希聖は官かん吏りの礼服を翻ひるがえしながら、優ゆう雅がさの欠片かけらもなく春明に詰め寄る。肩に置かれた清士の手を払はらい落とした。「おや」と清士が、楽しいおもちゃを見つけたように口の端はしを上げる。

「なんでここに」

「間抜けなお前が心配で来てやったんだろう。最近仕事が立て込んでいて、ようやく暇ひまが見つかったんだ」

「心配？　私を？」

　はっと希聖が目を見開く。

「いや違う。……か、家族が、そう！　お前の家族が心配していたんだ。様子を見てきてほしいと」

「春明ちゃん。紹しよう介かいしてもらっていいかな」

　清士が笑って、なぜか再び春明の肩に手を置く。

「あ、ごめんなさい。彼は杜希聖といいまして、戸こ部ぶの官吏です」

　戸部は、戸こ籍せきや官吏の給料など、主に財政を取り仕切っている部署だ。几き帳ちよう面めんな希聖には、とても合っている部署だと思う。

「私の幼おさな馴な染じみなんです」

　そこで一いつ拍ぱく、間があいた。何か言いたげな希聖の視線を頰に感じる。

「なあに？」

「ひとつ忘れていないか。私とお前の関係性で、一番重要なものが抜けている」

「あっ、歳としが一いつ緒しよ？」

「婚こん約やく者だろう！」

　間かん髪はつ容いれず希聖が怒ど鳴なって、「へーえ」とますます清士の笑みが深くなる。

「もちろん、親同士が決めたことで、私としては嫌いや々いや従っているに過ぎないが」

　急いで言い添そえる希聖は、じろりと清士達を睨にらみつけた。

「こんな胡う散さん臭くさいところで、本当に官吏に取り立てられたなんて信じられない。聞けば、ここは刑けい部ぶの雑用係のような仕事をしているそうじゃないか」
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　霊督院の仕事は、周囲には秘されている。貴瑛の話によると、刑部の中でも知っているのは数人のみで、あとは畏おそれ多くも皇こう帝ていやその側近達だけだ。煌朱という国の中心にあるにも拘かかわらず、霊督院本院にいる霊吏の数が少ないのは、存在が目立たないようにするためだった。

　──幽ゆう霊れいがいるなんて皆みんなが知ったら混乱するし、すべての人が簡単に納なつ得とくできることとは思えないもの。

　だからこそ、霊督院は人督院を隠かくれ蓑みのにして仕事をしているのだ。本当のことを言えないのはもどかしいし、知らない者が見れば胡散臭いと言えなくもないが、春明にとってはここが仕事場だ。怪あやしまれないよう、人督院の仕事を手伝っているのも本当だ。書類整理やお使いが多いが、一いつ生しよう懸けん命めいやっている。

「雑用係って言い方はやめて。仕事は仕事でしょう。みなさんに失礼よ」

　言い返されたことに少し怯ひるんだように顎あごを引いて、しかし希聖はすぐに応戦する。

「そもそもお前は、官試に受かっていないんだぞ。それなのに官吏になれるなんて、騙だまされているとしか思えない」

　痛いところを突つかれ、今度は春明がぐっと唇くちびるを引き結ぶ。官試に受かっていない自分がここにいることに、後ろめたさを感じているのは確かだ。しかし。

「希聖。私、騙されてなんかいないから」

「春明ちゃんの言うとおりだね。私達はここで真面目まじめに仕事をしているし、彼女を騙しているわけじゃない」

　清士が首を傾かしげて、最後にとどめとばかりに言った。「分かった？　自じ称しよう婚約者さん」

　希聖が清士を睨みつける。

「あんたが春明を騙してるのか。そうやってベタベタと触ふれて」

「もう、バカ清士。挑ちよう発はつしてどうするの」

　美怜が見かねて口を出す。しかし清士は取り合わないどころか、更さらなる火種を落とし込んできた。

「残念ながら、春明ちゃんと最近一番近い場所にいるのは私じゃないんだ」

「何？」

「──おい。何騒さわいでる」

　奥の扉とびらから、景彰が眉を寄せて出てくる。

「ほら、彼が春明ちゃんの、一番近くにいる男だよ。昼も夜も、ずーっと一緒」

　希聖が顔を蒼そう白はくにした後、今度は怒いかりで赤くなる。

「昼も、よ、夜もだと！」

「ちょ、ちょっと清士さん、何言って……！」

　確かに幽霊は夜現れることが多いために、暗くなっても仕事をすることはある。だがあくまで仕事だ。とんでもない誤解を植え付けようとしている清士に、春明は慌あわてる。

「春明、どういうことだ！　もしかして、私との結けつ婚こんを反ほ故ごにしたのは、この男が原因なのか！」

「ええっ？　希聖も何言ってんの！　違うよ！」

「……あー、話が見えないんだが」

　景彰が、混乱した状じよう況きようを見て頭を搔く。

「何でもないんです、景彰さん。清士さんが面おも白しろがって、希聖も勘かん違ちがいしてるだけで」

「勘違い？　私がどう勘違いしてるんだ」

「全部勘違いなの！　ほらっ、仕事に戻もどって」

　まだ何かを言いたそうな希聖の背中をぐいぐいと押して、二人は霊督院の建物から出た。ふと見ると希聖の大きな声のせいで、人督院の官吏達がじろじろとこちらを見ている。

　更に恥はずかしくなり、「希聖、早く行って！」と叫さけぶ。希聖も人の注目を集めていることに気付き、しぶしぶ帰って行った。

　霊督院に戻ると、清士の笑い声が聞こえる。春明は赤くなって詰つめ寄った。

「もう清士さんっ！　なんであんなこと言うんですか」

「だって、あの希聖くんの反応がいちいち面白いんだもの。慌てる春明ちゃんもね」

「清士」と、景彰が溜ため息いき混じりに言う。

「はいはい。お前の大事な相棒で遊んで悪かったよ。で？　希聖くんは婚約者って言ってたけど、本当なの、春明ちゃん」

　ちっとも堪こたえた様子のない清士に、春明はげんなりする。

「さっき本人が言ってたでしょう。両親が強ごう引いんに決めて、嫌々従ってるって」

「……嫌々には見えなかったけど」

　美怜がぼそりと呟つぶやく。それまで黙だまって眺ながめていた貴瑛が花茶を啜すすりながら言った。

「素す直なおなところは美点だと思いますが、春明くんは、言われたことを真に受けすぎですね」

　どういう意味かと聞き返そうとした時、「すみません」と建物の外から声がかかった。扉に向かうと、一組の親子が立っている。

　母親らしき女性と手を繫つないでいる子供を見て、春明は笑えみを浮かべた。

「君、あの時の！」

　それは春明が川で助けた、男の子だった。










「お礼が遅おくれてしまい、申し訳ありませんでした。息子むすこを助けていただいたこと、どんなに感謝してもしきれません」

　母親は結ゆい廉れんと名乗り、子供と共に頭を下げる。

「そちらの家に挨あい拶さつに行こうと思ったのですが、私達は煌朱に住んでいますので、仕事場にお邪じや魔ましてしまいました」

　霊督院の椅い子すに二人を座らせ、美怜が入れた普ふ通つうの花茶をすすめる。子供の方は落ち着きなく、そわそわと足を揺ゆらしている。

「ほら、夕ゆう竣しゆん」と母親に背を叩たたかれ、夕竣と呼ばれた男の子は春明の許もとへと駆かけ寄った。そばかすの散った鼻は母親似だろう。大きな瞳ひとみで、とても可愛かわいらしい顔立ちだ。助けた時は必死で、顔など観察できなかった。

「お姉さん。助けてくれてありがとうございました」

　小さな頭がぺこりと下げられる。可愛らしい仕草に、春明は微笑ほほえんだ。

「どういたしまして。もう体は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……うん」

　人見知りのする子供らしく、一いつ瞬しゆん春明と瞳が合うが、すぐに逸そらして母親の許へ駆け寄ってしまう。

　夕竣は母親の後ろから春明を眺め、それから横で無理やり貴瑛の花茶を飲まされている景彰を見つめた。先ほどの春明の時とは違ちがい、じっと景彰から視線を外さない。いや、むしろ見ているのは……。

「これが気になるか？」

　ふいに景彰が声をかけた。机に立てかけてあった、彼の刀を持ち上げて見せる。夕竣はこっくりと頷うなずいた。

「あのね。その刀があったら、僕でも強くなれる？」

　景彰は静かに、首を横に振ふった。

「刀を持っているからと言って、強くなれるわけじゃない」

　目に見えて夕竣が顔を曇くもらせた。景彰はゆっくりと夕竣に近寄り、膝ひざを折った。目線の高さが同じになる。

「どうしてそう思ったんだ？」

　夕竣はきゅっと唇を嚙かみしめた。揺れる大きな瞳が、言いたくて言えない感情を雄ゆう弁べんに語っている。

「呆あきれない？」

「呆れない」

　景彰が頷くと、夕竣は「僕、みんなに苛いじめられてる」と告げた。苦しそうで、心の底から自分のことを恥じ入っているように感じる。

「僕、瘦やせてて小さくて、女みたいな顔だって。気も小さくて臆おく病びよう者で、だから仲間に入れないって言われた」

「何か言い返したか？」

　とんでもない、とばかりに夕竣が首を横に振った。

「怖こわいもん。皆みんなの中心にいる奴やつがいるんだけど、僕より力も強いし、声も低くて怒ど鳴なるといつも震ふるえちゃうんだ。絶対敵かなわないよ」

「なるほど。それで、刀があれば強くなれる、か」

　そう言うと、景彰はポンポンと夕竣の頭を優やさしく叩く。夕竣は、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで景彰を見た。

「お兄さんは、この中でいちばん強そう」

「まあ、お前よりは強いかもな」

「あれ、私は？　ねえ私は？」と突っ込む清士に、「観察眼のある子供ね」と冷静に美怜が言っている。

　景彰が立ち上がりながら、夕竣に声をかける。

「お前に必要なのは刀じゃなくて、怖いものに立ち向かう勇気だろ」

「どうせすぐ倒たおされちゃうよ」

　ぎゅっと眉まゆを寄せて、拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。そんな夕竣をしばし眺めた後、景彰は「付いてこい」と手招きした。










　霊督院には美しい池があり、その周りには見事な庭園が広がっている。景彰は、夕竣をそこに連れてきた。春明も付いて来て、二人の様子を見守る。

「敵の背中を地面に倒すには、どうすればいいと思う」

「そんなの無理だよ」

「最初から諦あきらめるな。強くなりたくないのか」

　夕竣はぐっと言葉を飲み込んだ後、「強くなりたい、けど」と呟いた。

「よし。いいか、まずはお前が自分で短所だと思っていることは、実はすべて長所になりうること、相手を倒す武器になることを理解するんだ」

　景彰は、きょとんとする夕竣の目の前に、三本の指を立ててみせる。

「ひとつ、体が小さいのは素早く動けるってことだ。ふたつ、臆病なのは注意深いってことだ。そしてこれが一番大事なみっつめ」

　言葉を意味深に切って、夕竣の意識をしっかりと捕つかまえる、もったいぶった言い方をする。目の前の子供は固かた唾ずを吞のんで、ゆっくり折られていく指を見つめた。

「お前が弱いと、相手は思ってる」

　途と端たんに失望した顔になった夕竣は、地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「それ、なんにも長所じゃないよ！」

「いや、これは相手にとって一番の弱点だ。相手はお前が、立ち向かってくるなんて微み塵じんも思ってない。絶対に勝てると過信してる。どういうことか、分かるか？」

　春明は、景彰の言いたいことが分かった。なるほど、と頷いていると、景彰が春明を指差す。

「ほら。俺の部下は、もう答えが分かったみたいだぞ」

　俺の部下と言われて、春明は素直すぎるほど素直に笑みを浮うかべてしまった。毎日辞やめろと言われる中で、その言葉はとても胸に響い──。

「別に他意はない。言葉の綾あやで言っただけだ」

　しかし膨ふくらんだ喜びは、冷静に訂てい正せいされた景彰の言葉でぱちんと割れる。

　──そんな素早くきっぱりはっきり否定してくれなくてもいいのに……。

　恨うらめしい顔をする春明をよそに、夕竣は眉を寄せて一いつ生しよう懸けん命めい考えている。やがてぱっと顔を上げて景彰を見た。

「……油断、してるってこと？」

　景彰が「そうだ」と頷く。

「これからお前に教える技わざは、奇き襲しゆうのひとつだ」

　きしゅう、と夕竣の唇が動く。

「敵がお前の目の前に立った時、相手はまず何をしてくる？」

「胸むな倉ぐらを摑つかんでくるよ。いつも苦しくて、そんな顔を笑われる」

「よし。なら相手が胸倉を摑んできたら、抵てい抗こうせずに引かれるがままになれ」

　景彰が、夕竣の襟えり元もとに手をやる。夕竣は目の前の景彰に、苛めてくる相手を重ね合わせたようで、眉を下げた。

「言われなくてもそうなっちゃうよ……」

「恐きよう怖ふで固まってる場合じゃないぞ。その臆病さで、注意深く相手を観察するんだ」

「観察？」

「周囲に気が向いた一瞬を見計らって、素早く一気に相手の胸に頭から突つっ込め」

　顎あごをしゃくって促うながす景彰に、夕竣が「えい！」と体当たりする。

「そうしたら、体の右側を敵に向けるようにして、頭を腹に叩たたき込む。体が折りまがった相手の利きき足じゃない方を摑んで持ち上げる」

　ほら、と景彰は左足を上げてみせた。夕竣が慌あわてて摑む。

「そのまま力いっぱい前に倒れる。な？　そうすれば敵の背中は地面につくだろう」

　ドスン、と音がして、夕竣が景彰に馬乗りになっている。

「すごい！」と夕竣が興奮気味に叫さけぶ。それを見ながら、景彰は宥なだめるように背中を叩いた。

「大事なのは躊躇ためらわないことだ。躊躇ったら、今度はお前に隙すきが出来るからな。……さあ、こうやって相手を倒したら、最後の仕上げだ」

「仕上げ？」

「『俺は臆病者じゃない』って言ってやれ」

　夕竣はその言葉を嚙みしめ、じっと景彰を見つめる。

「……できるかな、僕に」

「相手に向かう最初の一歩目が踏み出せたら、もうお前は臆病者じゃないし、強くなったってことだ。根こん性じよう見せろよ」

　夕竣の大きな瞳ひとみが強く輝かがやき、定まったように見えた。「分かった」と、力強く頷く。

「まるで本当のお兄さんみたいですね、景彰さん」

　二人の様子を見ていた春明は、そう声をかけた。何だかとても微笑ほほえましい光景だ。それに子供を相手にする時、景彰は声が優しくなる。上司の新たな面を見つけて、なぜか嬉うれしくなった。

　──教師なんて向いてない、なんて言ってたけど、景彰さんは教えるのが上手だ。丁てい寧ねいで分かりやすいし、根気強く教えてくれる。

「俺も小さい頃ころはよく苛められた」

　パンパンと手で土を払はらって、景彰が立ち上がる。意外な言葉に、「お兄さんが？」と、夕竣は目を丸くした。

「お前みたいに体が小さくて、泣き虫だったんだよ。苛められてると、いつも幼おさな馴な染じみの女の子が庇かばいに来てくれて、俺は泣いて丸まってるだけだった」

　景彰の瞳が揺ゆらぐ。昔を思い出しているその表情は柔やわらかく、けれどどこか切なそうに見えた。春明には分からない、彼の過去。

　──どんな子供だったんだろう。そもそも、どうして霊れい吏りになったんだろうか。

　そんな思いが、次々湧わき上がる。冷たい視線で霊を切りつける一面と、こうして優しく子供に語りかける一面は落差がありすぎて、目が離はなせないのかもしれなかった。

　すっかり景彰に懐なついた夕竣に、春明も話しかけ続けて、少し打ち解けることができた。

　いよいよ帰る頃になって、最後に春明は気になっていた疑問を口にした。

「ねえ夕竣。そういえば、どうしてあの時、川に落ちちゃったの？」

「えっと。川から手が伸のびて、摑まれたんだ」

　思ってもみない答えに面めん食くらい、春明は景彰と顔を見合わせた。

「あの日、一人で川に行ったんだ。朝早く行かないと、いつも苛いじめてくる奴やつらが来るから。川を見てたら、苛められたことを思い出して、くやしくて泣いたんだ。そしたら……」

　夕竣は言葉を切り、自分で自分の右手首を擦こすった。何か嫌いやなものを拭ぬぐおうとするように。

「『苛めた相手に仕返ししたいなら、こっちに手を伸ばしてごらん』って、川から男の人の声がしたんだ。それで手を伸ばしたら、川から本当に手が出たの」

　想像すると異様すぎる光景だ。そもそも川から手が出たとは、それはもう、生きている人間のものではないだろう。

「手を摑まれて引っ張られた。その時見たんだけど、腕うでに蛇へびがいた」

　はっと息を吞んだのは、景彰だった。先ほどの穏おだやかな表情が消えている。

「蛇？」

「うん。黒くて、まるで動いてるように見えた」
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　その日の景彰は、一段と苛か烈れつだった。

　夕竣達が帰ってから、すぐに仕事が舞まい込んできた。幸いにも霊は王都の家族の許もとにいたため、すぐに居場所は割り出せたが、恋こい人びとに執しゆう着ちやくした若い女性の霊は悪あく霊りよう化していた。

『悔くやしい。裏切られた。道連れに』と、そんな単語ばかりを呟つぶやく霊に対して春明が声をかけようとした、その一いつ瞬しゆんすら景彰は待ってくれない。

　素早く霊に一ひと太刀たち入れて霊を見下ろした時、景彰の瞳には温度がなかった。

　春明はもどかしいような思いに駆かられる。何かが違ちがっているような気がするのに、どうすれば良くなるのか分からない。

　だから二人が霊を連れて霊督院に帰ってきた時、互たがいの顔は険しかったと思う。しかし、どうやら春明と景彰を待っていた清士達は違う。にこにこと陽気な顔だ。

「さ、早く三さん途ずの川に引き渡わたしてきな。飲みに行くよ！」

　清士がそう高らかに声を上げた。

「いや、俺は」と断ろうとする景彰に、貴瑛がずいと迫せまる。

「おやおや。景彰くんは、相棒の歓かん迎げい会かいに顔を出さないおつもりですか？」

　相棒の歓迎会。そう言われ、自分のことだと気付く。嬉しいと思うが、今日の景彰の雰ふん囲い気きでは、彼は陽気に酒を飲むことはできないだろうとも思った。

「無理しなくていいですよ、景彰さん」

　景彰は、意識的に笑えみを作る春明を見た後、視線を外した。

「その顔やめろ」

「え？」

「……分かった、行く」

「ええ？」

　急に意見を変えた景彰に、春明は目を瞬またたかせる。

「相変わらず、そういう顔に弱いねえ、景彰は」

　清士がにやにやと笑いながら口を挟はさむ。

「そういう顔ってなんです」

「捨てられた子犬みたいな顔。春明ちゃん、犬に似てるって言われない？」

　清士のふざけた言葉を、景彰は否定しなかった。かあっと、頰ほおが赤くなる。

「してませんよ！　なんですか、犬って」

「ああ、景彰、犬好きだものね」

　美怜がなぜか納なつ得とくしたように頷うなずく。「美怜さんまでっ」と叫ぶと、くらくらする美び貌ぼうが眼前に迫った。

「あら。私も好きよ、犬」

　美人はずるい。美しさというのは、反論すら吸い取ってしまうものらしい。春明は負けたような気分でうなだれた。

　──でも景彰さん。来てくれるんだ。

　何だかんだ言っても、雰囲気が硬かたくても、断りきれない景彰の根本は優やさしいと思う。ようやく春明が見知った景彰の顔が戻もどってきて、ほっとした。










　清士おすすめの店と言われて連れてこられたのは、煌朱の中心にある飲み屋だった。様々な店が立ち並ぶなかで、看板も控ひかえめなこぢんまりとした店だ。

　中に入ると個室に仕切られており、静かに話ができるようになっている。おっとりとした男主人が持ってくる料理はどれも細やかで美味おいしく、酒の飲めない春明以外はどんどん杯さかずきを重ねていった。

「いい店を知っていますねえ、清士くん」

「仕事仲間で話すならここだと思って。あまり人目につくと、女性達が私のところに集まってしまいますから」

　清士以外の男性が言ったら鼻で笑うような冗じよう談だんだが、たぶん彼なら本当に囲まれるのだろう。

「春明。その小皿とってくれる？」

　美怜の言葉に、はっと意識を引き戻す。春明は自分の前にあった小皿を差し出そうとした。その時、隣となりで何かに気付いた景彰が、春明の手首を摑つかむ。

「うわっ、な、なんですか急に」

　突とつ然ぜんのことに小皿を取り落としそうになるが、寸前で美怜が摑んでくれた。景彰は春明の言葉を聞いていないかのように、摑んだ手首を寄せて、手のひらを開かせようとする。

「これ、どうした」

　う、と一瞬言葉に詰つまる。

「なんでもありません」

「なんでもない？　これが？」

　そう言って景彰が広げてみせた春明の手のひらは、指の付け根にかけてマメが出来ていた。

「うわあ、痛そう」と清士が覗のぞき込む。

「白くて綺き麗れいな手だったのに！」

　とにかく女性を褒ほめずにはいられない性しよう分ぶんなのか、清士が大げさなほど嘆なげいてみせる。

「痛くないですよ、別に」

「おい。まずは質問に答えろ」

　話を逸そらそうとする春明を咎とがめるように、景彰が言う。春明は諦あきらめて、手の力を抜ぬいた。

「とりあえず、刀が重くて扱あつかえないんじゃ話にならないと思って、その、素す振ぶりをしてました」

「家でか？　どれくらいだ」

「ええと、夜に、小一時間ほど」

「それだけで、ここまでひどくならない」

　さすがは剣けんの使い手だけあり、春明の浅はかな噓うそはすぐに見破られてしまう。正確には朝と晩、素振りを続けていた。しかしまるで素振りをしていることを咎められているようで、咄とつ嗟さに噓を言ってしまったのだ。

　春明は毎回毎回、霊れいを捕ほ縛ばくするたびに景彰の後ろに追いやられる。調査の時は意見を聞いてくれる景彰も、剣を持つ時だけは春明を後ろに立たせておくだけだ。どんなに自分が新米で、剣を扱ったことがなくても、いつまでもその立場に甘んじていていいわけではない。

　春明は知っている。景彰はもちろんのこと、清士の長く骨ばった手のひらにマメがあることを。酒の杯を優ゆう雅がに口元に持っていく美怜の手も、広げてみれば固いマメが出来ているのだ。しかも一いつ朝ちよう一いつ夕せきで出来たマメではない。マメを作っては潰つぶし、長い時間をかけて皮ひ膚ふが厚くなった剣けん士しの手だ。それに比べて自分の手の、なんと柔やわらかく頼たよりない事か。

　ということで自主練に励はげもうと剣を持って家に帰ったのはいいが、家族には大層怪あやしまれた。娘むすめは官かん吏りになったはずなのに、なぜ素振り？　とはっきり顔に書いてある。夜遅おそいのも心配されているようで、家族の追つい及きゆうをかわすのはいつも大変だ。

「仕事熱心でよいことです。ねえ、景彰くん」

　微笑ほほえむ貴瑛に言われて、景彰は黙だまり込んだ。何だろう、そんなにいけないことだったのだろうかと、春明は段々不安になってくる。

「もしかして、あの刀、無断で家に持って帰ったらいけませんでしたか？」

「そうじゃない。……仕事が終わった後、ずっと続けていたのか」

　景彰がどんどん不ふ機き嫌げんな顔になっていく。春明が戸と惑まどっているのを見て、清士が見かねたように景彰の肩かたに手を回して言った。

「春明ちゃん。景彰はね、心配してるんだよ」

「え？」

　うるさい、と清士の手を振ふり払はらう景彰を見ながら、春明は考える。

「心配？　あ！　確かに家で剣の練習はしてましたけど、家族に霊吏の仕事はばれていませんから。安心してください」

「だから、そういうことじゃない。むやみやたらに振り回しても、腕うでを痛めるだけだ」

　苦々しい顔で景彰がようやく発した言葉がこれだった。叱しかられた気分で、春明は「すみません」と首を竦すくめる。

「霊吏を辞やめれば、そもそもマメを作ることも、痛い思いをすることもないぞ」

　続けて言われた言葉に、見くびってもらっては困ると、春明は顔を上げる。

「別に、痛いとか辛つらいとか思って嫌いや々いややってるわけじゃありません。一人前に扱えるようになりたい、そう思ってるだけです」

　景彰は虚きよを衝つかれたように目を見開き、黙り込んだ。やがて体の力を抜いて背もたれに寄りかかる。

「……明日あしたから時間を作って、素振りのやり方から教えてやる。だから、もう少し手を大事にしろ」

「え……？　あの」

「良かったわね、春明。景彰の腕は確かよ。教え方も上手うまいし、いい先生になると思うわ」

　満足そうに美怜が微笑む。いつのまにか、景彰に剣を教えてもらえることになっていた。

「言ったでしょ、春明ちゃん。景彰はね、努力したことは決して捨て置かずに評価してくれるって。ま、笑顔でよく頑がん張ばったなって言えないところが、不器用で残念なところなんだけどね」

　こそりと清士に耳打ちされて、春明は静かに杯を傾かたむける景彰を見つめる。むすりとしかめっ面つらをしているのに、どうしてだろう、今は怖こわく感じない。

　食事の載のった皿の中身が少なくなってきたところで、春明はこの場で聞いてみたいことを口にした。

「あの。皆みなさんは、どうして霊吏になったんですか？」

「そりゃ春明ちゃん、死にかけて三さん途ずの川に行ったからだよ」

　清士がからかうように笑ったので、慌あわてて言い直す。

「そうじゃなくて、あの。どうして霊吏の道を選んだのかな、と思いまして」

　清士と美怜は互たがいに顔を見合わせた。景彰は淡たん々たんと酒を口に運んでいる。

「んー、まあ私は元々礼れい部ぶの官吏だったんだけど、堅かた苦くるしいのが苦手で霊吏になったんだ」

「えっ、礼部の官吏!?」

　春明が驚おどろきに声を上げると、頰ほお杖づえをついて、清士が「昔ね」と微笑む。

　礼部とは、国家の祭さい祀しや外交を受け持つ部署のことだ。儀ぎ式しきなどを執とり行う仕事上、官吏の中でも特に品行方正な人物が振り分けられる、厳格な所でもある。

「しれっと噓を吐つくんじゃないわよ。七股またしたあげくに女性に刺さされて、礼部から追い出されただけでしょ」

　尊敬の念で清士を見つめていると、美怜が鋭するどく指し摘てきを入れてきた。

「なっ、七股……!?」

　そんな芸当のできる人間がいるのかと一いつ瞬しゆんぎょっとするが、清士ならまあ……、と納なつ得とくできてしまうのが、目の前の色男の恐おそろしいところだ。

　しかし七股とは女の敵だ。春明も思わずじとりとした目つきになるが、色男は悪びれもしない。

「七股って言い方がよくないね。私はただ、七人とそれぞれ真しん剣けんに付き合ってただけだよ。礼部にもそう主張したんだけど、まあ、通らなかった」

　そりゃあそうでしょう、と春明は内心思う。

「でも、霊吏の仕事と出会えたことは幸いだったね。霊吏は文官と武官、両方の側面を持っている。しかもこの仕事には型がない。霊の見つけ方も捕とらえ方も自由で正解がない分、やっていて面おも白しろいし、純じゆん粋すいに実力主義なところもいい。それに何より──」

　ここで清士は、隣に座る美怜の肩を優やさしく引き寄せた。

「二人一組ってところが最高だね。私は天職と共に、将来の伴はん侶りよまで手に入れたというわけさ、ってあいたたたたたたたっ、痛い痛い痛い！」

　陽気な清士の声は、瞬時に美怜によって捻ひねり上げられた腕の痛みで搔かき消えた。

「えーと。美怜さんはどうですか？」

　美怜は悲鳴を上げる清士の腕から手を離はなすと、彼女なりに簡潔に答えた。

「私は、幼い頃ころから病気がちだったの。農家の出だったから、仕事を手伝えない私はいつも役立たずだった。でも霊吏は、生死の境をさまよった者にだけ与あたえられる仕事でしょ。私だからこそなれる仕事、そう思ったから選んだの」

　清士と美怜は、それぞれの理由でもって、霊吏という仕事に就ついている。

　──なら、景彰さんはどうだろう。

　思い切って話を振ろうとした時、店の人間が最後の料理を持ってやって来たために中断となった。

　その後話は別の話題に流れてしまう。あまり長居はしない性質なのか、しばらくして景彰は帰って行った。

　景彰が帰ったのを見計らったように、酒を飲んでも全く顔色も態度も変わることのない貴瑛が、おもむろに切り出す。

「春明くん。今日の景彰くんはどうでしたか？」

「どうというのは」

「相変わらず、有う無むを言わさない手さばきで霊を捕縛しているんでしょうね。普ふ段だんの優しい彼とは違ちがう、あまりに苛か烈れつな一面です」

　春明は躊躇ためらい、だが結局は小さく頷うなずいた。

「その理由を教えましょう」

「でも、本人がいないのに……」

　慌てて顔を上げると、貴瑛が制するように手をかざす。

「許可なら貰もらっていますよ。あなたは景彰くんの相棒です。知っていてほしいのです」

　押し黙った春明に、貴瑛はゆっくり口を開いた。

「景彰くんは幼い頃に両親を亡なくしています。住んでいた街で猛もう威いを振るった流行はやり病で、景彰くん自身も一時は瀕ひん死しの状態になりました。彼が三途の川を見たのはその時です」

　両親が亡くなっていたと聞き、胸をつかれる。だが、次に言い放った貴瑛の言葉に、春明は衝しよう撃げきを受けた。

「流行病と今言いましたが、本当は違います。景彰くん一家は、悪あく霊りように取り憑つかれていました」

「えっ」

「正確には、景彰くんの父親が仕えていた街の長おさが恨うらまれていたんです。どうにもひどく独裁的な人だったようですね。景彰くん一家はとんだとばっちりを受けました」

「そんな……」

「もちろん一番に恨まれていた長は死に、景彰くんのご両親も亡くなりました。三途の川から戻もどってきたことで死者が見えるようになり、それで景彰くんは、自分達が悪霊に取り憑かれていたことを知ったんです」

　春明は想像する。両親が亡くなり、どんなに悲しかっただろうか。そして両親が実は殺されたも同然だと知った時、どれほどの怒いかりが湧わき上がったのだろう。

　──だからあんなに、霊れいに対して冷たいんだ。憎にくしみすら感じる目で見つめるんだ。

「彼が霊を憎んでいるのは確かでしょう。ですが、もちろんそれだけじゃない。悪霊になって周囲の人間に影えい響きようが及およばないよう、自分と同じ境きよう遇ぐうの人間を出さないようにしているんです」

　春明はこくりと頷く。もちろん春明も、彼が憎しみだけで霊を切っているとは思っていない。悪霊になってしまう前に、少しでも早く三途の川へと連れて行きたいのだろう。だから景彰はいつも急いで霊を捕つかまえようとするのだ。

「春明くんに霊れい吏りを辞めろと言うのも、あなたの身を案じているからです」

　思いがけない貴瑛の言葉に、春明は目を見開いた。

「そう、なんですか？」

「彼ほど情に厚い人間を、私は知りません。そして彼ほど、それを悟さとらせまいとする人間もね」

　不ふ機き嫌げんな顔をされるたび、足手まといなんだろうな、と漠ばく然ぜんと思っていた。でも本当は違う？　だとしたら、なんて不器用で、分かりづらい優しさなんだろう。

「彼は誰だれよりも悪霊の恐ろしさを知っている。だからこそ剣けんの経験者を相棒にと、常々私に言っていました」

　しかし、実際やって来た相棒はド素人しろうともいいところの、春明だったというわけだ。そこで疑問が湧き上がる。どうして貴瑛は景彰の希望を撥はね除のけ、春明を相棒に選んだのだろう。

「彼が正式に霊吏となったのは十八歳、春明くんと同じ歳としです。もちろん我々は、幼い彼が三途の川を垣かい間ま見たことは知っていました。しかし霊吏になれるのは、十八からと決まっていますので、それまで待っていたのです」

「霊吏は十八からでなければ、なれないんですか」

「生と死の世界を行き来することのできる精神的な強さを培つちかうために、霊督院は十八歳以上という規定を敷しいています」

「彼が霊吏になったのは、ご両親の事があったからですか？」

　そこで貴瑛は曖あい昧まいに首を傾かしげた。

「半分正解で、半分外れです。もちろんきっかけになったのは確かでしょうが、彼が捕ほ縛ばく率一位になるまでの優ゆう秀しゆうな霊吏になったのには、もうひとつ理由があります」

　そうだ、清士はふたつの理由があると言っていた。

「彼は、たったひとりの大切な人の魂たましいを、ずっと探しているんです」
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『だって俺、離れたくなかったんだ』

「はいはい」

『可愛かわいくてふわふわしたあの子を見てたら、四十九日なんてあっという間に過ぎちゃって』

「確かに柔やわらかいし、黒目の瞳ひとみが潤うるんで可愛いものね」

「おい」

　思わず同意してしまってから、鋭い景彰の声が飛んで首を竦すくめる。春明は「んんっ」と咳せきをして改まった口調で言った。

「だからって、期限は守らないといけません」

　泣きながら春明の後ろを付いて会話しているのは、図と南なんという三十代半ばの霊だ。

　歓かん迎げい会かいをしてもらった翌日、春明と景彰は煌朱の街を歩いていた。仕事が舞まい込み、期限を九日も過ぎていると報告があったので、いつ悪霊化してもおかしくないとかなり気負ってやって来たのだが。

　行方ゆくえをくらましているかと思ったが、図南の居場所は三さん途ずの川で申しん告こくした通り実家であり、そこの庭にずっとしゃがみ込んでいた。

　春明は、腕うでの中で動く温かい物体に目をやった。白い毛並みのそれは、彼の飼っていた最愛の猫ねこだ。図南はこの猫と離れがたく、四十九日の掟おきてを破っていたのだった。

　三途の川と繫つながる霊督院まで連れていくために、ギリギリまで猫と一いつ緒しよにいさせてあげてはと提案したのは春明だった。景彰も、霊督院までの距きよ離りがあまりなかったからか、大変に不本意だという顔をしつつも同意してくれた。

　ちらりと後ろを振ふり返る。図南の後ろには、油断なく刀に手をかけている景彰がいる。すべての霊が期限を過ぎて悪霊化するわけではない。景彰は当然知っているはずだが、疑念は晴れないのだろう。少しでも図南が余計な動きをすれば、そのまま切りつけそうな殺気だ。悪霊になってしまったら、景彰の剣がいかに鋭するどく速く動くのかを春明は知っている。

　今回はたまたま、図南も納なつ得とくして、平和的な解決ができた。

　──今回は、か。でも本当は、毎回平和的に解決できたらいいんだよね。

　景彰に言ったら怒おこられそうなことを考える。

　霊督院に戻り、図南を三途の川へと送った。その後、春明は提案者として責任を持って猫を図南の家まで連れ帰る。

　帰り際ぎわ、猫はつぶらな瞳で春明を見上げた。

「これからは、残された家族を元気にしてあげてね」

　よしよしと撫なでると、「ニャア」といい返事が聞こえてきた。

　そしてまた、霊督院へと戻る。小走りだった足はいつの間にか駆かけ出している。今日から景彰が、剣を教えてくれるのだ。

　人督院まで戻り、そのまま建物に入る。入る時は一礼することにしていた。誰も見ていないことは分かっているし、見ていても無視しているようだが、やはり礼れい儀ぎだろう。

　一礼して、そのまま突つっ切っていこうとした時だった。

「凜春明さん」

　官吏の一人、風ふう張ちようという男性が、声をかけてきた。いかにも文官といった、線の細い男だ。

「そんなに急いで、何か用事ですか？」

「あっ、はい。そうなんで……」

「申し訳ないんですが、あれ、至急書物庫に持っていってもらえませんか？」

　聞いておきながら春明の言葉を遮さえぎって、風張は部屋の隅すみに積まれた本を指差す。何十冊あるのか、崩くずれそうなほど積まれている。当然、何回かに分けて持っていかなければならないだろう。

「分かりました」

　春明は腕を捲まくり、十冊ほど重ねて持ち上げた。ずっしりと両腕に負ふ荷かがかかる。

　──急いでやれば時間までに終わるよね。それに、これで腕の筋肉がつけば、一石二鳥だし！

　よし、と気合を入れて運び出す。背後で笑い声を聞いたが、気のせいかもしれないと振り返ることはしなかった。

　人督院と書物庫を往復すること五回、ようやく本を運び終えることができた。最後の本を置いた時、書物庫の管理をしている官吏が戻ってきた。小太りの男で、膨ふくらんだお腹なかを撫でていることから、今まで食事をとりに行っていたのかもしれない。

　先ほどまではずっと無人だったので、春明は彼に本の戻し場所を聞こうとした。するとそれより先に、官吏は怪け訝げんな顔で積まれた本を見る。

「ちょっと君。どうしてこの本を戻しに来るんだい」

「え？」

「これらの本は人督院で今度使うからといって、昨日運び出させた本だよ。七日の予定で貸してるはずだ」

「でも、持っていっていいと言われて来たんですが」

「何か勘かん違ちがいしてるんじゃないのかい？　もう一度聞いて来てごらんよ」

　言われるままに、人督院に戻もどると、あっさりと「間違えました」と肩かたを竦められた。

「もう一度持ってきてもらえますか？」

　そう言った風張の後ろで、はっきりとした嘲あざけりの笑いを聞く。呆ぼう然ぜんとした後、春明はぐっと両手を握にぎりしめた。

「──分かりました」

　嫌いやがらせ、なのかもしれない。心の中に一いつ滴てき墨すみを落とされたような暗い気持ちを押し込んで、春明はもう一度書物庫に足を向けた。霊督院に一度寄って景彰に時間をずらしてくれるように言って、また五往復を繰くり返す。

　すべて終えて霊督院に戻ってくる頃ころには、さすがに息が切れていた。それでも一度深呼吸して何とか息を整えると、景彰がいる部屋の扉とびらを叩たたく。

「景彰さん。お待たせしてすみません！　剣のご指導よろしくお願いします！」

　顔を出した景彰は、じっと春明を見つめた。

「今まで何してたんだ？」

「えっと、急用です。時間通りに始められなくて、本当にすみません」

「頰ほおが赤いが」

「走って帰ってきたから赤いんですね、きっと」

　ふうん、と返事をしながら、景彰の視線が春明の手に向かう。さりげなく赤くなった手を隠かくして、「さあ、行きましょう！」と踵きびすを返そうとした。

「その前に、花茶飲むぞ」

「え？」

　春明を追い越こして、景彰はいつも皆みんなが集まる長机まで行くと、貴瑛の茶器を勝手に拝借して花茶を淹れる。

「ど、どうしたんですか。いつも自分からは飲まないのに」

「急に飲みたくなったんだよ。ほら」

　鼻先に、温かな湯気がかかる。押し付けられるように器を渡わたされ、おずおずと飲んだ。やはり不味まずい。だが思いのほか喉のどが渇かわいていて、結局最後まで飲み干してしまう。

　景彰はそんな春明の様子を見ると、「ほら、もう一いつ杯ぱい」と茶器を傾かたむけてくる。

「え、でもあの、練習……」

「急がなくても逃にげない。飲め」

　促うながされ、もう一杯飲む。ちらりと景彰の杯さかずきを見ると、あまり減っていない。

　不思議に杯を眺ながめていると、「よし、行くぞ」と声がかかった。はっと視線を上げると、景彰はすでに立ち上がっていた。春明も慌あわてて席を立つ。すると先ほどより、体が軽くなっているのに気付く。

　もしかして、と思う。

　──もしかして、私の息が整うのを、待ってくれたのかな……。

　貴瑛の花茶を飲ませてくれたのも、春明の疲つかれを取るためなのかもしれない。

　そう考えた瞬しゆん間かん、急に胸がむずむずした。叫さけび出したいような、でもずっと心に留とどめておきたいような、変な気持ちになる。花茶の効能なのか、体中が温かくなった気がした。

　庭に向かった春明と景彰は、そこで練習を開始した。

　まずは正しい素す振ぶりのやり方を習った。教えられた通りに素振りを繰り返していると、それを見ていた景彰が口を開いた。

「今まで気付かなかったが、体幹がしっかりしてるな。何かやってたか？」

　春明は首を傾かしげた。それから、おずおずと口を開く。

「昔、舞ぶ踊ようを習っていたことはありますが」

　景彰は、納得したとばかりに頷うなずいてみせた。

「ああ。だから重心の取り方が上手うまいんだな。どんな舞踊をやってたんだ？」

「毎年秋の祭りで奉ほう納のうする舞踊なんです。私は豊ほう穣じようの女め神がみ役で……」

「女神」と景彰は目を丸くする。予想していた反応だったが、それでも春明は拗すねたくなった。

「どうせ似合いませんよ。衣装だって、希聖には『服に着られてる』とか『十年早い』とか言われましたし」

「そんなの照れてるだけだ。着き飾かざったらそれなりだろう、拗ねるな」

「え……、それなりって、どういう」

「綺き麗れいだろうと言っている」

　思わず、剣けんを取り落としそうになった。体を動かしているという理由だけでなく、全身の血液が循じゆん環かんして顔が熱くなる。生まれてこのかた十八年間、若い男性に『綺麗』と言われた経験など皆かい無むだ。ありがとう、などとさらりと受け流す術を春明は持っていない。

「なっ。き、綺麗って、景彰さんの目は節穴ですかっ」

　よって、思いっきり動どう揺ようしてしまう。

「なんで褒ほめてんのに怒おこるんだよ」

「心臓に悪いこと言うからです！　大体綺麗って言うなら景彰さんの方が何倍も綺麗じゃないですか！　切れ長の瞳ひとみとかなんか吸い込まれそうになるし、立ち姿も凜としてつい目で追っちゃうし、鼻筋も通っててこれは妬ねたましいですけど！　なんたって私鼻低いですからっ」

　聞かれてもいないのに自らの短所までを暴ばく露ろし、捲し立てるように喋しやべり切った。景彰がぽかんと春明を見つめ、次いで溜ため息いきを零こぼす。

「……お前の方が、心臓に悪いこと言ってるだろう」

　え、と口を開けたまま、先ほどの言葉を反はん芻すうする。そして、ものすごい勢いで頭を抱かかえた。

　──ああああもう！　確かに今この場で一番恥はずかしいのは私！

「すみません、忘れてください！　私も即そつ刻こくすべての記き憶おくを抹まつ消しようしますからっ……！」

「忘れる必要あるのか？　綺麗とか、別に噓うそを言ったわけじゃない」

　さらりとそんなことを言われ、春明はまた顔を赤くして唸うなった。動揺しているのは春明ただ一人なのが悔くやしい。真っ直すぐすぎる言葉を、なんの衒てらいもなく無自覚に言ってしまえるところが、破は壊かい力満まん載さいで恐おそろしい。

　──なんてこと言うのよ、この人はーっ！　やっぱり私だけじゃない。景彰さんだって十分恥ずかしい！　心臓に悪い！

　その後なんとか動揺を収めて、素振りを見てもらう。しばらく眺めていた景彰が、ひとつ頷く。

「柔じゆう軟なん性もあるし、筋力をつければ剣を自分の思ったとおりに扱あつかえるようになるな」

「ほ、本当ですか！」

「手を止めない」と声が飛んできて、春明は慌てて素振りを続ける。景彰は言葉を飾かざらないし、余計なお世辞は絶対言わない。だからこそ、褒められるとそれが真実なのだと分かるし、嬉うれしくなる。着飾ったら綺麗、の言葉には頷けないが。

　何十回も振ふっていると、段々腕うでは重くなり、指先の感覚もなくなってきた。

「辛つらいか？」

　春明は歯を食いしばって首を横に振る。明らかに剣の先はぶれて、疲れているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。それでも素直に「はい」と言うのは嫌だった。

　春明の表情を見て、景彰が片眉まゆを上げる。

「負けん気は買うが、その苦しさが、今の筋力の限界だ。それでも、毎日素振りを続けていけばある程度筋力はつく。無理に量をこなすんじゃなく、続けることが大事だ。よし、休きゆう憩けい」

　春明はそう言われて、ようやく剣を下ろした。はあはあと息が切れているが、やる気はみなぎっている。

　──続けることが大事、か。よし、頑がん張ばって上手くなろう。それでいつかは、景彰さんと肩を並べられるくらいになるんだ！
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　景彰と、仕事の合間に練習を始めて一ヶ月が経たった。毎日欠かさず行ってきた素振りは、確実に春明の糧かてとなっていた。同じ回数でも以前より疲れないし、何より剣先がぶれなくなってきている。

　景彰を相手に打ち合いも始めていて、剣に振り回されるばかりだったのが、次し第だいに自分の意思で剣に力を乗せられるようになってくる。よそよそしく脇わきに差さっているだけだった剣を、ようやく身近に感じてきたところだった。

「──景彰さん、いました」

　春明は声を潜ひそめ、隣となりの景彰に囁ささやく。

　現在、春明と景彰はある幽ゆう霊れいを追っていた。煌朱からは西に位置する、馬を走らせて二十分ほどの距きよ離りにある安あん武ぶという街に幽霊はいた。栄えい桂けいという男性の霊で、遺した家族が心残りと言って旅券を申しん請せいしたらしい。

「期限から二日経過、とのことですが」

　栄桂は、家の外であっさりと見つかった。何をするでもなく、じっと佇たたずんでいるだけ。享きよう年ねん四十五と聞いているが、それよりずっと老ふけて見えるのは、顔中に刻まれた皺しわのせいだろう。

「見たところ、武器になりそうなものは持っていないみたいですね」

　最初に出会った斉成が、金かな槌づちや鋸のこぎりなどで応戦してきたことを思い出す。

「油断するな。いつその手に現れるか分からないから、霊の具現化するものは恐ろしいんだ」

　景彰は、すでに刀に手をかけている。それを見た春明は、おずおずと声をかけた。

「あの。まだ二日しか経過していないし、理由を聞けば、捕つかまえなくても自分から三さん途ずの川に帰ってくれるんじゃないでしょうか」

　ちらりと春明を見た後、すぐに栄桂を見み据すえた。

「前にも言ったろ。俺達は、霊の相談役じゃない」

　言うと、景彰は走り出す。家を眺めるばかりだった栄桂がはっと振り返り、その顔が一いつ瞬しゆんにして憤ふん怒ぬの表情に変わった。ぶわり、と黒い煙けむりのようなものに、栄桂が包まれる。何度見ても慣れない、悪あく霊りよう化する瞬間の現象だ。

『邪じや魔まをするな！』

　悲鳴のような声だった。そのまま景彰めがけて飛びかかってくる。いつの間にか、右手に握にぎられているのは長剣だ。

　景彰が剣を受け止める。鋭するどい瞳が栄桂に向けられ、そのまま一度剣同士が離はなれた。そしてまた、激しい打ち合いが始まる。

　春明は固かた唾ずを吞のんで見守る。景彰の剣に未いまだ膝ひざを折らないとは、栄桂もかなりの腕うで前まえなのだろう。具現化したものが剣であったことから、どこかで習っていたのかもしれない。

　それでも、景彰の剣は先の先まで鋭く、隙すきがなかった。春明が見ても劣れつ勢せいに立たされて後ろに後退していった栄桂は、次の瞬間標的を変えた。

　禍まが々まがしい意識が、こちらに向くのが分かる。景彰の後ろに控ひかえているつもりが、いつの間にか離れていた。景彰が叫ぶ。

「逃にげろ！」

　春明はひゅっと細く息を吸った。いつもなら言われた通りにしているが、今日は足が止まった。

　──いつまで、景彰さんの後ろに隠かくれてるつもりなの？

　春明は剣の柄つかを握る。たくさん練習した。最近は景彰にあまり怒られなくなったし、上達はしているはずだ。まだ景彰に剣を抜ぬくなとは言われているが、でも。

　──私にだって、できるはず。役に立ちたい。ううん、立ってみせる！

　すらりと剣を抜いた瞬しゆん間かん、大きな衝しよう撃げきが刀を持つ指や手首に伝わった。痺しびれるような痛みに、歯を食いしばる。栄桂の剣をかろうじて受け止めたが、それ以上が続かない。

　本気の剣がこれほどに重く響ひびくとは、思いもしなかった。練習では、景彰にかなりの手加減をされていたのだと気付く。

　そしてこの、ひりつくような殺気。挑いどもうと剣を抜いた時の気持ちはすっかり消え失うせていた。恐きよう怖ふと混乱で、やみくもに剣を振り回す。

「剣を納めろ！」

　景彰が何かを言っているが、聞こえない。いや、聞こえてはいるが、思い通りにできない。

　その時、強い力が剣にかかって、動きを封ふうじられた。いつの間にか景彰が目の前に立っていて、春明の振り回していた剣先を素手で握っている。銀色に光る刀身に、一筋の血が流れていた。そこでようやく、春明は剣けんを手放す。
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　地面を見ると、栄桂が倒たおれていた。景彰が倒したのだろう。

「どうして剣を抜いた」

　押し殺した景彰の言葉に、春明は目を合わせられない。刺さすような、まさしく剣の切っ先のような声の鋭さが春明に向かう。

「一度も実戦を経験していないのに、戦えると思ったのか？　周囲が見えていない状じよう況きようで、剣を振り回す危険を想像してみろ。ここに俺達以外の誰だれかがいた時のことを考えろ。お前の剣先は、その誰かを傷つけていたかもしれない」

　横っ面つらを叩たたかれた気分だった。剣を習って、どこかで得意になっていた自分はいなかっただろうか？　景彰に、認められたいと思っていなかった？

　結局は、自分のことしか考えていない。そんな傲ごう慢まんさを、すべて景彰に見抜かれたように感じた。










　霊督院に戻もどって栄桂を三途の川に送り返すまで、景彰は一言も言葉を発しなかった。そのまま仕事部屋へと一人戻ってしまう。とても同じ空間には入れず、春明はとぼとぼと霊督院を出た。周囲は日も沈しずんで、夕日の赤から夜の黒へと色を変えていた。

　貴瑛には休憩を言い渡わたされており、することもない。剣の素す振ぶりをしようかと考えて、先ほど景彰に言われた言葉が甦よみがえり、唇くちびるを嚙かみしめた。

「凜春明さん」

　その時、背後から声がかかった。振り向くなり、春明は顔を強こわ張ばらせる。以前春明に書庫へ本を運ばせた風張が、笑って立っていた。

　春明への嫌いやがらせは、書庫の件からずっと続いている。はっきり敵意を口にされたわけでもないし、あくまで悪意はないという風張の態度に、春明も強くは出ていなかった。

「仕事を頼たのみたいんですが、いいですか」

「はい」

　また本を運ぶのだろうかと思ったら、やはりそうだった。この前と違ちがうのは、風張も同じように本を持ち、春明と一いつ緒しよに書庫に来たことだ。

　──なんだ……。本当に、ただ仕事を頼まれただけだったんだ。

　勘かんぐって考えてしまった自分に、自己嫌けん悪おを覚える。

　書庫には誰もおらず、春明は風張に指定された場所に本を置いていく。

「あ、この本はここでいいですか？」

　出口に背を向けて本を仕分けていた春明は、ふいにかからなくなった背後の声に訝いぶかしみ、振ふり向いた。

　いつの間にか、部屋には春明しかいない。そして扉とびらが閉まり、がちゃりと鍵かぎのかかる音が響いた。

「えっ、ちょっと、あの！」

　春明が慌あわてて扉に駆かけ寄る。ドンと叩くと、扉の向こうから笑い声が聞こえた。それも、複数聞こえてくる。

「開けてください！」

「一晩そこに入って、自分の恥はじを反省したらいい」

　風張の声だ。突つき放すようなその言葉に、さすがに我が慢まんができず怒いかりが湧わく。

「恥ってなんです？　いい加減にしてください！」

「そっちこそいい加減にしてほしいね」

　今度は別の声が聞こえてくる。次に言われた言葉に、春明は冷水を浴びせられたような気持ちになった。

「官試に受かってないくせに、官かん吏り面するんじゃないよ」

　喉のどが引き攣ったように、何も言えない。これだったんだ。

　──私が、彼らに嫌きらわれる理由……。

　官試に受かるには、血の滲にじむような努力が必要とされる。膨ぼう大だいな量の知識を詰つめ込み、十もある試験に受かり続けなければならない。そして、一度でも失敗すればそれで終わり。官吏の中には、五十を過ぎてようやく受かった人間もいるし、それも珍めずらしい話ではないのだ。

　扉の向こうにいる官吏達も、相応の努力でもってこの場に立っている。そんな人間からすれば、まるでおこぼれで官吏になれたような春明は目め障ざわりなのだろう。

「人督院の雑用係は、官試を受けなくてもなれるって噂うわさは前からあったけど、本当だとは思わなかったね。戸部の杜希聖が言っていて、ようやく確信が持てたよ」

　希聖が霊督院に乗り込んできた時のことを言っているのだろう。

　春明は必死に反論しようと口を開いた。

「私が官試に受かっていないのは本当です。でもだからこそ、いただいた仕事を一いつ生しよう懸けん命めいやろうと思ってます！　それに、官吏になりたい気持ちは本当だし、誰より強く思って──」

「誰より強く思っているのは、我々官吏だ。皆みな、人督院で働くのを夢に勉強を続けてきたんだ。六部の中から刑けい部ぶを選び、今こうして人督院の官吏であることに誇ほこりを持っている。半はん端ぱなお前と一緒にしないでほしいね」

「私だって人督院の官吏に……」

　そこで、言葉を切った。いや、続けなかったのだ。

　そう、自分も官吏になるのが夢だった。なりたくて仕方なかった。

　──でも、どうしてなりたかったんだっけ？

　神童だと言われたから。そんなに頭がいいなら、官吏になったらいいよと周りから言われたから。結けつ婚こんする自分が想像できなかったから。だから漠ばく然ぜんと、なりたいと思った。それだけ。

　では霊吏はどうだろうか。三さん途ずの川に行ったことがあるから、資格があるからと勧すすめられた。それに自分は頷うなずいたのだ。そして流されるように今、霊吏と名乗っている。

　──それだけなんだ。私……。

　自分の中の、あまりにちっぽけな思いを知って愕がく然ぜんとする。官吏になってこうなりたい、こういう仕事がしたい、なんて具体的なものを実は何ひとつ持っていなかった。

　羞しゆう恥ちに顔が赤くなる。官吏としても霊吏としても、すべて中ちゆう途と半はん端ぱな自分の存在が恥はずかしかった。

「書庫は明日あしたの朝まで人ひと払ばらいしておくから」

　聞こえてきたのは、書庫を担当している官吏の声だ。彼も仲間なのかと思いながらも、もう春明は扉を叩くことも、声を張り上げることもしなかった。










　書庫には、小さな窓がひとつだけある。大きい窓は日差しを運んでくるため、本を傷いためるのを嫌ってわざと作っていないのだ。

　その小さな窓から、月明かりが差している。春明は部屋の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえて座っていた。

　ふるりと寒気がして、肩かたが揺ゆれた。書庫は北側に建っており、いつも部屋に入ると涼すずしい。夜になると更さらに顕けん著ちよで、冷たい床ゆかからじわじわと体温が逃にげていく気がする。

　今何時なのかと、ぼんやりと思い至った。家族は心配しているだろう。早く書庫から出るべきだと分かっているが、足が動かない。

　──今日、素振りしてない。今まで一度も欠かしたことなかったのに。

　継けい続ぞくは大事だと言われていた。手のひらを見ると、固いマメができている。母親は眉まゆを顰ひそめていたが、春明はいつも誇らしく手を翳かざしていた。

　──恥ずかしい。

　このまま小さくなって消えてしまいたい。そう、思った時だった。

　ガタン、と扉が揺れた。誰だれかが外から開けようとしているのだ。

「おい、誰かいるのか！」

「……景彰さん……？」

　消え入るような声だったのに、それは相手に届いたらしい。更に激しく扉が動いたが、やはり開かなかった。

「くそっ。鍵がないとだめか。──おい！　怪け我がはないか」

「景彰さん、なんで……」

「怪我はないかと聞いている！」

　鋭するどい声に、「あ、ありません」と震ふるえる声で言った。怒おこっているのだ、当然だろう。休きゆう憩けい時間はとうに過ぎている。霊吏は二人一組でなければ行動できない。景彰が仕事をしたくても、春明がいなければできないのだ。そんなことに、今さら気付いた。

「あの、すみません。私、仕事……」

「誰かに閉じ込められたのか。それとも、自分でここに入って閉じこもっていたのか。もし後者ならそれ相応に対処する。どっちだ」

　自分で入ったわけではない。だが、出る努力をしなかったのだから同じことだろう。

　黙だまり込む春明に、景彰が静かな声で言った。

「……翼徳が、刑部の官吏に連れられて歩くお前を見たと言っていた」

　ガチャガチャと外で音が聞こえているが、何をしているのか分からない。景彰が今、どんな表情をしているのかも見えない。それが、怖こわい。

「嫌いやがらせを受けてるのか」

「いいえ」

　間かん髪はつ容いれずに否定した。そしてすぐに後こう悔かいして口を手で覆おおう。これでは、そうですと肯こう定ていしているも同然だ。だがもう春明は、景彰に迷めい惑わくをかけたくなかった。

「官試に受かっていないくせに、って言われたんだろ」

　はっとして、思わず扉を見てしまう。

「……なんで」

「俺も言われたことがある。相手も確信があって言ってたわけじゃないから、あからさまな嫌がらせはなかったがな。確かに霊吏になるのに、官試を受ける必要はない。だから霊吏なら、だれでも一度は叩たたかれてる陰かげ口ぐちだ」

　何でもないことのように言うが、全く気にならなかったわけではないだろう。

「で、大して言い返しもせずに、ここで閉じこもって落ち込んでたってわけか」

　あっさりと正解を言われてしまう。春明はぎゅっと自分の手を膝ひざ上うえで握にぎる。

「反論、できませんでした。確かに私は官試に受かってない半端な官吏だし、霊吏の仕事だって、景彰さんの足を引っ張ってばかりです」

「卑ひ屈くつな言い方だな。まあ、そうやっていじけてた方が楽だもんな」

　口調は穏おだやかだが、言っている言葉は厳しいものだ。春明は唇くちびるを引き結び、俯うつむく。

　はあ、と溜ため息いきが聞こえた。呆あきれられたのだろうかと思うと、ますます握る手に力がこもった。

「一度しか言わないから、よく聞け」

　そんな風に、景彰は前置きした。

「自分が半端なんだって随ずい分ぶん引け目を感じているらしいが、少なくとも俺はお前が霊吏として半人前だと分かってる。剣けんなんて握ったことがなかったっていうのも、知っている」

「……はい」

「そこから懸けん命めいに変わろうとしてることも、知っている」

　ゆるゆると、春明は落ちかけていた頭を上げた。暗くて冷たい書庫の中に、ぽつりぽつりと景彰の声が落ちてくる。

「辞やめろって言っても全くめげない。人まかせにせず、自分で考えて霊の居場所を探そうとしてる。マメを作りながら、朝晩毎日素す振ぶりを繰くり返してる。それは半端か？　半端っていうのは、その状態に甘んじて、留とどまってるってことだ」

　お前は違ちがう、と景彰は言った。

「俺の後ろを付いて、学び、技わざを盗ぬすんで、一生懸命動いて走ってるだろ」

　その情景を思い出したのか、くすりと笑うような気配を感じた。

「あれ見ると、いつも昔飼ってた犬を思い出す。どこ行くにも俺の後をくっついて歩いてた」

　犬に例えられるのは、清士と美怜に引き続いて二度目だ。春明は状じよう況きようを忘れて唇を尖とがらせる。

「……私は犬じゃありません」

「許せ。犬好きなんだよ」

「だからと言って、女性に向かって『犬』はどうかと思います」

「好きだって言ってるんだからいいだろう」

　頰ほおが一いつ瞬しゆんで赤くなる。違う、景彰が言っているのは犬のことであって、私じゃないんだと言い聞かせた。

「一度犬を飼ってみれば分かる」

　ほらやっぱりと思いながら、心臓の音はなかなか静まってくれない。

「最初は、お前に霊れい吏りは無理だと思った。今だってお前を半人前だとは思うし、剣に関しては、今日みたいに時々向こう見ずになってヒヤヒヤさせられることもあるが」

　少しだけ厳しい声を出した景彰だったが、次に発した声は柔やわらかかった。

「……そうだな。お前は俺の同どう僚りようで、部下で、剣の弟で子しで」

　ふと、言葉が途と切ぎれる。トン、と小さく扉とびらが叩たたかれた。

「いい加減、出て来い。相棒」

　──相棒。

　春明はぱちり、と目を瞬またたかせた。

　聞いた途と端たん、ああ、自分は景彰にこう言ってほしかったんだな、とひどく納なつ得とくした。

　きっとまだ、本当の意味で春明は景彰の相棒ではないだろう。能力も経験も、背中を預けられるような対等な関係ではない。

　それでも、景彰は春明を相棒と呼んでくれた。そうなり得る未来があることを、信じてくれている。この信しん頼らいに応こたえられないことこそ、恥はずかしいというものだ。

　相棒が呼んでいる。春明は一度、滲にじんだ目元を拭ぬぐった。立ち上がろうとするが、長時間座っていたせいで足が痺しびれていた。ドスン、と転んでしまう。

「痛っ」

「──目が離はなせないところも、やっぱり昔飼ってた犬に似てる」

　声は、扉を隔へだててではなく、春明の頭上から聞こえた。ゆっくりと顔を上げると、目の前に景彰が立っている。春明はぽかんと口を開ける。

「……なんで……、鍵かぎ、かかってたはずじゃ」

「開ける方法なんていくらでもあるんだよ」

　しれっと肩を竦すくめて、景彰は「ほら」と手を差し伸のべた。大きな手のひらに、自分の指を乗せる。温かく力強い手が、春明をしっかりと立たせてくれた。

「すっかり体が冷えてるな。霊督院に帰ったら、貴瑛の花茶を飲め。準備して待ってるはずだ」

「え……、皆みんな、もう帰ったんじゃないんですか？」

　そう言うと、景彰は少し怒ったような顔になった。

「お前がいないのに、勝手に帰るわけないだろ。清士も美怜も残ってる」

　皆が、待っていてくれている。それだけで、花茶を飲まずとも心の底から温かくなっていくような心地ここちがした。重く沈しずんでいた気持ちが軽くなっていく。

「花茶を飲んだら、今日はもう何も考えず寝ねろ」

　春明は首を縦に振ふりかけて、はっと顔を上げた。大事なことを忘れていたことに気付く。

「そうだ。今日の分の素振りをしないと！」

　景彰はその言葉に目を瞠みはった後、滲むように笑った。

「お前を見てると、こっちまで明るくなるな」

　月明かりに照らされた景彰の笑えみから、目が離せなくなる。

「字が人を表してる。いい名だ、『春明』」

　初めて名前を呼ばれ、心臓が跳はね上がった。今までたくさんの人に名前を呼ばれてきたが、こんなにも心臓に悪いと思ったことはない。

「ひとつ、ここを出る前に約束だ」

「え？」

　出口へと促うながしながら、景彰が言う。

「もしまた嫌がらせを受けたら、黙だまらずきちんと言い返せ。お人好よしもいいが、ちゃんと悪意には警けい戒かい心しんを持て。それでももし、またこうやって閉じ込められたら」

　意識をひくためか、景彰は春明の手をとった。春明の手などすっぽり覆ってしまう大きな手。

「大声出して扉を叩いてもいいから、助けを呼べ」

「……助けを、呼ぶ」

「俺の相棒ともあろう奴やつが、苛いじめられて、泣かされて」

　景彰の長い指が、怒おこった口調とは裏腹に優しく春明の目元を拭う。

「勝手にこんなところで震ふるえられてちゃ、業腹なんだよ」

　言うなり景彰は自分の上着を脱ぬぎ、春明の肩かたにかける。温かさがじんわりと体中を包んだ。

「ちゃんと声を上げて俺を呼べ。こっちから迎むかえに来るなんて、二度はないぞ」

　憎にくまれ口を受けて、春明は思わず微笑ほほえんでしまった。そんなことを言いながらきっと、景彰は春明が呼ばなくても探してくれる気がした。うぬぼれているわけではない。景彰という人間は、そういう人間だと思うからだ。

　少しぶっきらぼうで、でも優しくて面めん倒どう見みがいい。

「なに笑ってるんだ」

「嬉うれしいんです」

「俺は怒ってるんだが」

「怒ってくれるのが、嬉しいんです」

　変な奴だな、と景彰が苦く笑しようする。自分でも、変だと思う。

　他ほかの人には抱いだかない気持ちが、目の前の相手だと湧わく。そして他の人に抱く気持ちの、何倍もの振れ幅はばを味わう。

　今まで感じたことのない気持ちを胸に抱きながら、春明は景彰と霊督院へと歩き出した。







　三章　織りなす恋の糸




　霊督院の庭先で、剣けんの打ち合う音が聞こえる。

「ほら、競せり負けてるぞ」

　剣の柄つかが交じり合い、景彰がぐいぐいと春明の剣を押し戻もどしていく。

　書庫に閉じ込められた日から、三日が過ぎていた。景彰と春明の剣の練習は続けられており、今日も仕事の声がかかるまでという約束で打ち合いをしている。

「こういう時はどうする？　考えろ」

　冷静に促す景彰の言葉に、頭を回転させる。こういう時は力で押すんじゃなくて……。

　春明は弾はずみをつけて、一度距きよ離りを取った。すぐさま相手との適切な間合いを作り出す。

「そうだ。頭に血が上って、力で押しても意味はないからな」

「はい」と頷うなずきながらすぐさま地を蹴けった。隙すきをついての一いち撃げき、になるはずだったが、相手の方が何枚も上手だ。予想していたとばかりに、涼すずしい顔で春明の剣を受け止める。

「人の指導中に剣を向けるとはいい度胸だな」

「だったら一回くらい勝たせてくださいよっ」

「甘い」

　瞬しゆん間かん、春明には目で追えない剣先が目前に迫せまり、剣自体薙なぎ払はらわれてしまう。そのまま後ろに倒たおれ、尻しり餅もちをついた。

「ま、今日はこんなもんだろう」

「く、悔くやしいっ！」

　春明は息を荒あららげながら、空を仰あおいだ。動いたことで足りなくなった空気を、胸いっぱいに吸い込む。

「筋はいいんだ、焦あせらなくてもいい。清士も美怜も褒ほめてたぞ」

　景彰が苦笑しながら、剣を鞘さやに納めた。

「本当ですか？」

「あいつらも、剣の腕うでは一流だ。清士の言葉は少々当てにならないが、美怜が褒めているなら自信を持っていい」

　春明は、清士と美怜が剣を振るうところを未いまだ見たことがない。漠ばく然ぜんと強いんだろうな、とは思っていた。

「清士は礼部の官吏時代、六部の中で最も強い者を決めようという大会で、並み居る武官を破って一番になったらしい。力で押すというよりは、相手の動きを予測し、言葉や目の動きで翻ほん弄ろうするのが得意だな。清士らしい、性格の悪さが垣かい間ま見られる戦い方だろう？」

　確かに、と春明も思わず笑ってしまう。

「美怜はとにかく基本に忠実な、剣の手本みたいな人間だ。しなやかで、一いつ切さいの無む駄だがない。剣を扱あつかう人間は色々見てきたが、出会った中では今のところ女で一番強いんじゃないか」

　景彰がここまで言うのだ、相当な腕前なのだろう。彼らの強さのほんの少しでいいから、手に入れたいと願う。

　──よし、いつまでも地面に座ってる場合じゃない！

　もう一度景彰に相手を頼たのもうと立ち上がると、頭上から、パチパチと拍はく手しゆが響ひびいてきた。見上げると、霊督院の窓から、貴瑛が春明達を眺ながめている。

「お見事です、景彰くん。春明くんも、動きがよくなってきましたね」

　景彰が声をかけた。

「なにか要よう請せいがあったのか」

「ええ。よろしくお願いします」

　剣を鞘に納めた景彰が問うと、貴瑛はひらりと窓の外に向かって、紙を落とした。

　紙を拾い上げた景彰は頷き、「春明、行くぞ」と声をかけた。

　名前を呼ばれ、胸の内側を擽くすぐられたような気持ちになる。書庫に閉じ込められた日から、景彰は春明を名前で呼ぶようになった。距離が近くなったようで嬉しいが、慣れないために気き恥はずかしい。

「帰ってきたら、花茶を用意しておきますからね」

　のんびりとした貴瑛の声に送られて、春明と景彰は霊督院を後にする。

「連れ戻す霊れいはどんな人なんですか？」

「お前と同じ歳としだったらしい」

　景彰が言いながら、先ほどの紙を差し出す。

「王わん鈴れい華か。享きよう年ねん十八。死因は事故死、ですか」

　春明は顔を曇くもらせた。心残りがあり掟おきてを破ってしまう霊達には、ひとつの傾けい向こうがある。年ねん齢れい的に若く、突とつ発ぱつ的な出来事によって亡なくなってしまった者が多いということだ。

　ある日突然人生を終えてしまい、まだまだ生きる未来があったのにと思えば思うほど、心残りは募つのっていく。

「霊に同情するなよ」

　心を読んだかのように、景彰が鋭するどく言葉を投げてくる。頭を切り替かえ、旅券発行理由に視線を走らせた。

「『最後に学び舎やを見たい』？　なんでしょうこれ」

「死因に、学校に向かう途と中ちゆうで亡くなったとあるだろう。たぶん学び舎というのはそこだ」

　春明は頷き、鈴華の実家がある華か布ふという街へ向かった。










　二人は馬で三十分ほどの時間をかけ、華布へとやって来た。華布は王都である煌朱程ではないが、比ひ較かく的てき大きな街だ。織物が盛んで、店先に出ている反たん物ものは目に鮮あざやかで繊せん細さいな作りのものばかりだった。

　鈴華が通っていた『学校』はすぐに見つかった。街の郊こう外がいに建っており、若者達が入れ替わり立ち替わり訪おとずれている。中からはタンタン、と不思議な音が絶え間なく聞こえていた。

　中の様子を窺うかがい、驚おどろく。『学校』と言えば学問を学ぶ場所だと思っていた春明だったが、そこで見たのは本ではなく、糸と布の世界だ。

「織物を学ぶところなんですね」

　広い室内では、機はた織り機がいくつも並び、皆みなが真剣な表情で動かしている。鈴華は織物職人の卵だったのだ。

「──いた」

　景彰の潜ひそめられた声に、はっとする。

　機織りを行う人々の姿を、じっと見つめている少女がいた。生ある人間の中で、一人だけ異質な存在感がある。しかし、春明や景彰の目にははっきり映る姿も、他の人々には全く見えていない。今も少女をすり抜ぬけて、指導者らしき人が部屋へと入っていく。

　意志の強そうな少女だった。唇くちびるを真一文字に結び、一心に何かを見ている。それは機織りをしている人達という広く漠然としたものではなく、ある一点に集中しているようだった。

　──何を見ているの？

　春明もそのまま視線の先を追う。少女が見ていたのは、ひとりの男性だった。頰ほおにそばかすの散った優やさしげな風貌で、背が高い。窮きゆう屈くつそうに体を折り曲げて、機織り機を動かしている。周りの人と比べると動きは遅おそく、時々つっかえていた。

　少女はそれをまるで怒おこっているかのように眺めている。だが、春明は気付いた。苛いら立だちの中に、狂くるおしいような熱が見え隠かくれしている。

　やがて目を逸そらして建物の外へと出ていくのを見て、春明と景彰もそれに続く。すれ違ちがう人が誰だれもいなくなったところで、景彰が刀に手をかけながら声をかけた。

「王鈴華だな」

　少女、鈴華ははっと振ふり返った。

『……私が見えるの？』

「霊督院霊れい吏りだ。お前を三さん途ずの川まで連行させてもらう」

　その言葉に、鈴華は目を吊つり上げて敵意をみなぎらせる。

『いやよ。だってまだ分かってない。まだ約束を果たしてない！』

「約束？」と春明が一歩前に出ようとするのを、景彰が止める。

「聞く必要などない。俺達の仕事は霊を捕つかまえることだけだ」

「でも」

『来ないで！』

　鈴華は言うなり背中を向けて走り出す。鈴華を追いながら、春明はずっと考えてきたことを景彰に言った。

「景彰さん、お願いがあります！　もしも私ひとりで彼女を捕まえることができたら、彼女の話を聞く時間をください！」

「何を言ってる。そんな時間を与あたえるだけ、悪あく霊りようになる確率が上がるんだぞ」

　景彰は険しい顔で、春明の提案を即そく座ざに切り捨てた。

「悪霊にならないためにも、彼女の心のつかえを取り除きたいんです」

「議論するだけ無駄だ。奴やつを見失う──」

　そこで春明は景彰の腕を引いて、歩みを止めさせた。

「おい！　何して──」

「鈴華さんの居場所ならすぐ分かります。それより話を聞いてください」

　強く言うと、景彰は苛立ちを見せながらも口を噤つぐんだ。

「景彰さんに書庫から出してもらった夜から、色々考えました。私が霊吏としてできることはなにかって」

　景彰と仕事をしながら、心残りのある霊達をたくさん見てきた。どの霊も悲しんだり怒ったり、焦しよう燥そう感かんの滲にじむ表情ばかりしている。そして皆が、どこか途方に暮れていた。迷子の子供のように春明を見、どうにもならない現状を嘆なげいて悪霊になってしまう。

「この世と別れる時、最愛の人達と別れる時に、悲しい表情で去るのは辛つらいです。心残りを抱かかえたまま、離はなれるなんて悲しいです。景彰さんは霊に同情するなと言いますが、そんなの無理です！　他人ひと事ごとじゃいられない、だって人は誰でも、いつかは死ぬんです」

　春明は、自分が死んだと聞かされた時のことを思い出していた。あのまま本当に三途の川を渡わたっていたらと考える。やりたいことも、言いたい言葉もたくさんあった。

「四十九日の掟を初めて知った時、すごくいいなって思いました。亡くなった後、人はまったくの無になるわけじゃない。肉体は滅ほろんでも、生きていた時の心は引き継つがれる。生者との別れは唐とう突とつであっても、そこから心の整理ができる」

　だが死者にできることは、生者を見守ること、見届けることだけだ。

「実体のない彼らの本当の最さい期ごの時に、一番近くにいるのが霊吏です。私は、彼らを見つけて、心残りを解消する手助けがしたい。少しでも彼らの心を軽くして、三途の川を渡ってほしい」

　これが、春明が考えた自分なりの霊吏の姿だった。促うながされて霊吏になった時とは違う、こういう霊吏になりたいという春明の明確な霊吏像であり『目標』だ。

「でも、それは半人前が偉えらそうに言えることではありません。だから、私がひとりで鈴華さんを捕まえられたら、願いを聞いてほしいんです」

　頭を下げる春明に、しばし景彰は無言だった。自分の中での信念と春明の言葉とが、心の中でせめぎ合っているのだろう。春明は、ひたすらに返答を待つ。

「……あいつの居場所の見当がついているのか」

「はい。彼女の居場所というか、鈴華さんの心残りが何なのか分かったと思うんです」

　春明は、先ほど学校の中を見つめていた、鈴華の瞳ひとみの意味を景彰に伝えた。

　景彰はじっと春明の覚かく悟ごを見通すように眺ながめ、観念したようにひとつ頷うなずいた。

「分かった」

　渋しぶ々しぶの返事に、春明は「ありがとうございます」と頭を下げた。










　太陽が丁度真上に上がり、昼を少し過ぎた時間になった。とある家の前で待ち伏ぶせをしていた春明と景彰の前に、ようやくそれは現れた。

　鈴華がふらりと家の近くに佇たたずみ、悲しげで切ない瞳をさせている。その視線の先にいるのは、昼に学校で見ていた男性だった。春明達は、鈴華の心残りはこの男性であると考えて、彼の家で待ち伏せしていたのだ。

　春明は隠れていた場所からそろりと抜け出し、声をかける。

「王鈴華さん」

　鈴華は弾はじかれたようにこちらを見て、悲しさと怒いかりの混じった表情になった。

『邪じや魔ましないで！』

「聞いてください。邪魔するつもりはないんです。ただ、どうして掟を破って──」

　そこで言葉を切り、春明は反射で剣けんを抜いていた。鈴華が、刃は物もののようなものを突つき立ててきたからだ。見るとそれは裁たちばさみのようだった。布を切る時に使う、織物職人の卵である彼女ならではのものだ。鈴華の周囲からは黒い靄もやが立ち込めてくる。いきなり刃物を突き付けてくる凶きよう暴ぼうさは、悪霊になりかけているからだ。

『私は三途の川には戻もどらない！』

　刃やいばと刃が合わさり、ガチガチと反発し合って音を鳴らす。もはや若い女性の力とは思えないほど、押してくる勢いは圧あつ倒とう的に鈴華が勝っている。

「ぐっ」

　これが、鈴華の想おもいの強さなのだ。何としても捕まりたくない。だが春明も、彼女の言う『約束』がなんなのか知りたかった。

　──落ち着いて。刀を持ってる時は、私も一いつ緒しよに熱くなってはいけない。

　力に力で対たい抗こうするだけが剣ではない。それを、春明は先ほどから黙だまって成り行きを見ている景彰に教えられた。

　競せり負けている時はどうする？　考えろ、と景彰の声が頭に響ひびいた。

　一度引いて間合いを取り、再度鈴華を見み据すえた。そして春明は鈴華の懐ふところに飛び込んだ。彼女の手の甲こうを、自身の刀の柄つかで鋭するどく叩たたく。鈴華の手は痙けい攣れんしたように慄き、鋏はさみが滑すべり落ちた。

　それでも鈴華は諦あきらめようとしない。春明は自身の剣ごと、暴れる鈴華を抱だき締しめた。剣が触ふれている間、霊は実体を伴ともなうことができる。つまり、春明は鈴華に触れることができるのだ。

「春明！」

　珍めずらしく狼ろう狽ばいしたような景彰の声が聞こえた。駆かけ寄ってくる気配がして声を上げる。

「まだ来ないでください！　──鈴華さん、落ち着いて私を見て！　私はあなたの話を聞きたいんです！　あなたの心残りを、一緒に解決したいの！」

　一度だけ鈴華の頰ほおをパチンと叩く。するとようやく、視線が春明の瞳と合わさった。

『……一緒に？』

　春明は微笑ほほえみながら頷く。

「ええ。だから心を落ち着かせて。憎にくしみで、悪霊になんてならないで」

　鈴華はまじまじと春明を見た後、ぶわりと涙なみだを浮うかべた。周囲の黒い靄が霧む散さんし、そのまま鈴華は顔を覆おおって泣き出してしまう。春明が体を離しても、もう逃にげようとしなかった。

「おいっ、霊に直接触れるなんて何考えてるんだ！　怪け我がは！」

　今度こそ景彰が駆け寄ってきて、春明の腕うでを引っ摑つかんで怒ど鳴なる。

「でも、鈴華さんを傷つけずに済むにはこれしかなかったんです。剣が霊れいを実体化させるって話を聞いて、ずっと考えてた方法で……。あ！　怪我とかは全くしてませんから」

　春明が笑うと、景彰は啞あ然ぜんとした顔になる。

「剣をこんな風に使う霊れい吏り、初めて見た……」

　そう言うと、景彰は春明の両りよう肩かたに手を置いた。しかし、視線は合わさず地面を向いている。

「もう二度とやるな」

「えっと」

「俺の心臓を止める気か」

　俯うつむいている景彰が、どんな顔で言っているかは分からない。それでも、とても心配をかけたということは、押し殺した声の苦々しさで伝わってきた。

「すみませんでした。でもあの、景彰さん。私、捕つかまえましたよ」

　春明と、しゃがみ込んで泣いている鈴華を交こう互ごに見て、景彰は肺の中の空気すべてを吐はき出すような深い溜ため息いきを吐いた。

　景彰はそっと鈴華に近づき、膝ひざを折る。

「おい」と声をかけると、鈴華はびくりと肩かたを揺ゆらした。

「……掟おきてを破った理由を聞く」

　春明も隣となりで膝をつき、「教えてください」と真しん剣けんな表情で言った。

『私には……、文ぶん生せいという幼おさな馴な染じみがいるの。家が隣同士で、生まれた時から家族みたいなものだった。織物職人になる夢も同じだったから、学校から家までずっと一緒だったの』

　鈴華は顔を見せようとせず、膝を抱えて俯いている。

『文生は職人になりたいくせに、手先が不器用でいつも先生に怒おこられてた。それでも一いつ生しよう懸けん命めい練習して、陰かげで頑がん張ばってたの。そういう姿を見て、いつの間にか私……』

「……好きになってた？」

　春明が優やさしく促すと、こくりと小さく頷かれる。抱き締めた時、鈴華の体はひんやりと冷たいだけだった。だが確かに今、鈴華の頰には血が巡めぐり、赤くなっている。

　鈴華の、文生を見つめる瞳。その瞳に映る感情が恋こいだと、春明は気付いていた。

『事故で私が死んじゃう三日前から、文生と喧けん嘩かをしてたの。くだらない言い争いだった……、でもようやく頭が冷えて、文生と仲直りしようって思い立ったの。事故の日ね、私誕生日だったのよ、笑っちゃうでしょ？　自分の生まれた日に死んじゃうなんて、想像もしてなかった』

　おどけたように肩を竦すくめる鈴華を、春明はじっと見つめる。かける言葉など、見つからなかった。

『文生を探しに家を出ようとした時、母さんから手紙を差し出されたの。文生がさっき来て、私に渡してくれって言ったんだって。私、てっきり謝罪の言葉が書かれてると思った』

　そこで鈴華は自身の手のひらを開いた。いつの間にか、白い紙が載のっている。鈴華は宝物のようにそれを開き、春明達に見せてくれた。

「『約束を果たしたい。太陽の作り出す、龍りゆうの髭ひげを探してくれ』？」

　春明と景彰は顔を見合わせる。互たがいに難しい表情になっているのが分かった。

「これ……、なにかの謎なぞかけですか？」

『文生、そういう謎々みたいなの昔から好きなのよ。宝探しも好きで、ちょっと子供っぽいの』

　鈴華は仕方がないなあというような、優しい表情を浮かべている。

『最初は、思っていたような謝罪の言葉じゃないし、約束っていうのもなんのことか分からなかったから、また腹を立てたんだけど。でも話しかけるきっかけは作れると思った。だからこの手紙を持って、家を飛び出したの』

　その途と中ちゆうで、荷馬車に轢ひかれてしまったのだと鈴華は語った。

『この謎かけの意味が知りたいの。文生が言う約束が何なのか、どうしても知りたい』

「一番早い方法があるとしたら、本人に直接聞くことだ」

　景彰の冷静な言葉に、春明も内心は頷く。確かにそれが一番早く確実だ。霊である鈴華はともかく、霊吏である春明と景彰なら、文生から話を聞くことは容易たやすい。

　だが、鈴華は首を横に振ふった。

『それじゃ意味がない。文生はこの謎を、私に解いてほしかったはずよ。だから私がやらなくちゃいけないの。彼の考えを、私が見つけたい』

　これが彼女の心残り。春明は鈴華の気持ちを受け止め、「協力します」と言った。鈴華はほっと肩の力を抜ぬいたが、すぐに額に手をやって苦く悶もんの表情を浮かべる。

『でも、私自身考えたんだけど分からないのよ』

「間ま違ちがいないのは、『龍の髭』とやらはあんたと文生、二人に共通する場所ということだろう」

　景彰が考え込むようにして呟つぶやく。鈴華は『心当たりがない』とゆるゆると首を振る。

「もう一度、二人が行ったことのある場所を探してみましょう」

　春明の言葉に、鈴華は頷うなずいた。










　互いの家、よく行く店、昔遊んだ丘おか、そして学校。

　ありとあらゆる場所を、三人は歩き回った。龍を模した看板や絵などを詳くわしく見て観察するも、やはり『龍の髭』の意味は分からない。

　再び文生の家の前まで戻ってきてしまった。

「やはり一から『龍の髭』の謎を解くべきだな」

　景彰が腕を組む。春明も、鈴華が見せてくれた手紙をじっと眺ながめた。

「『太陽が作り出す』ってところ、一体どういう意味なんでしょうか」

「色々連想していくか？　そうだな、例えば植物は、太陽の光によって成長する」

「ああ、確かにそうですね」

『植物……』

　鈴華が考え込む仕草をしたので、春明は期待に体を乗り出して聞いた。

「なにか思い浮かびましたか？」

『ううん。記き憶おくを掠かすめた気もするんだけど』

　困り顔の鈴華に、春明はまた考え込む。色々と考えて口に出していくものの、鈴華の反応は鈍にぶい。

　頭を抱かかえてふと周囲を見み渡わたすと、すでに日が落ちてきて夕日の赤が広がっている。足元から伸のびる自分の影の長さが、時間の経過を伝えてきた。

　──どうしよう。もう夕方なんだ。早く探さないと……、って……。

「そういえば、太陽が作り出すものって、影もそうじゃないですか？」

『あ！』

　突とつ如じよ鈴華は声を上げ、満面の笑えみを浮かべた。

『分かった、思い出したわ！　来て！』

　手招きされて、春明と景彰は歩き出した。景彰は一いつ緒しよには並ばずに数歩距きよ離りを取りながら、油断なく鈴華を観察している。

　春明は、鈴華の横に並んで尋たずねた。

「どこに向かってるんですか？」

『さっきも行った丘よ。龍の髭の答えは、見れば分かると思うわ』

　すっかり正解を探し当てた気分なのか、鈴華の表情は明るい。

『ねえ、あなたには幼馴染みっている？』

　質問を受けて、「いますよ」と春明は頷いた。気難しい顔の希聖の顔が瞬しゆん時じに思い浮うかぶ。

『そっちのあなたはどう？』と話を振られて、景彰の表情が僅わずかに翳かげった。

「……いるよ」

　昔苛いじめられていた景彰を助けてくれた幼馴染みがいる、という話を思い出す。それにしても、なぜそんなに暗い表情になるのか不思議だった。

『私ね、文生とは家族同然に育ったの。だから今いま更さら好きになるなんて恥はずかしくて、誰だれにも言えなかった。でも死んじゃうって分かってたら、ちゃんと言えば良かった』

　鈴華の声には、後こう悔かいの気持ちが滲にじんでいた。

「文生さんに、伝えようとは思わなかったんですか」

『彼は私を妹くらいにしか思ってないわ。伝えても、笑われるだけだと思ってた』

　鈴華は自身の胸むな元もとに手を置いて、なにかを抑おさえるように、せき止めるように目を瞑つぶる。

　──この人は、じっと耐たえてきたんだ。好きって気持ちを取りこぼさないよう、ぎゅうぎゅうに押し込んで、隠かくして、何も言わずに好きな人を見ていたんだ。

　そして死んでしまった今も、鈴華は文生を見つめるだけだ。見つめる瞳ひとみだけは雄ゆう弁べんに、文生への恋心が映し出されている。だが文生には、それが見えない。

「じゃあ、今言っちゃいましょう」

　きょとんとする鈴華に、春明は微笑ほほえんだ。

「あいにく、ここにいるのは私と景彰さんだけです。あなたが何を言っても、私達は笑いませんよ。あ、もちろん他人に聞かせたくないなら、それでもいいんです」

　自分だけの宝物として、そっと胸にしまっておくのも彼女の自由だ。鈴華は、ふわりと顔を赤らめた。

『それこそあなた達だって、他人のこんな話を聞いて退たい屈くつじゃないの？』

「私は退屈じゃないですよ。景彰さんは？」

「勝手に話せばいい。聞き流す」

　そっけない答えだが、肯こう定てい的な響ひびきは感じ取ったのだろう、鈴華は表情を和やわらげる。

『……文生は、優しいの。私が疲つかれてる時、いつもさりげなく手助けしてくれたり、休ませてくれる。でもちっとも恩着せがましくなくて、時々さりげなさすぎて気付かないくらい』

　あ、分かるなあその気持ち、と春明は目を細めた。以前に景彰が、本を運んで疲れた自分に花茶をすすめてくれたのを思い出す。

『私が間違った時は、ちゃんと叱しかってくれる。耳に優やさしい言葉だけじゃなくて、本当に私のことを考えてくれてるからこそ、厳しいことも言ってくれるの』

　景彰の言葉も厳しいものが多いが、結局は春明のためになることを言ってくれている。

「……分かります」

　気付けば春明は、心の中で頷くはずが声に出して言っていた。

『まあ！　あなたも、好きな人がいるの？』

「え？　あっ」

　鈴華に首を傾かしげられて、ようやく自分の発言に慌あわてる。

　──というかさっきから私、なんで景彰さんのことばっかり思い浮かべてるわけ？

「いやいやいやっ、違います！」

『照れなくてもいいわよ。あっ！　もしかして、あなたも幼おさな馴な染じみの人を……？』

　どうしよう正解にたどり着いちゃった！　とばかりに目を輝かがやかせた鈴華に、全力で否定する。

「まさか！　全然違います！」

　前のめりで必死すぎたのか、逆に真実を隠すような仕草に映ってしまったらしい。『照れなくてもいいわよ』と優しく肩かたを叩たたかれた。

「違いますって！」

　盛大な勘かん違ちがいに、思わず、聞いているだろう景彰の方を振り向く。春明と目が合った景彰は、小さく頷いた。

「聞き流してるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　全く大丈夫な答えではない。春明は否定し疲れて、がくりとうなだれた。










「なるほど……。これが『龍りゆうの髭ひげ』ですか」

　三人は十分ほどかけて、学校の近くにある丘へとやって来た。そしてある場所に立ち、並んで地面に視線を落としている。

　丘の頂上に生える一本の大木。春明達はその下で、じっと地面を凝ぎよう視しした。

『この丘は、幼い頃ころよく二人で遊んだところなの。いつだったか、文生が見つけて、これって何かに似てないかって言ってたのよ。大きくなってからは訪おとずれることもなかったし、すっかり忘れてた。不思議よね、昔は毎日のように遊びに来てたのに』

　それは日差しを受けて、黒く浮かび上がる。龍の顔と胴どう体たいは太い幹が、荒あら々あらしくも勇ゆう壮そうな髭は、幹から生えた枝が表している。

　そう、龍の髭の正体は、大木の影かげだった。大木から伸びる影が、空を泳ぐ龍の顔のような形になっているのだ。

「ともかく、龍の髭は見つけたが」

　景彰が腕うでを組む。周囲を見渡しても、目に見えて何かがあるわけではない。

「…土の中に何か埋うめてあるとか？　髭になってる部分とか怪あやしいですよね」

　大して考えもせず出た春明の言葉に、『それだわ！』と鈴華が飛びついた。

「待て。大事なことを忘れてるぞ。影は太陽の位置でどんどん動いていく。どこを掘ほったらいいか分からないだろう」

　言われてみればその通りで、春明と鈴華は肩を落とす。

「逆に考えればいい。絶対に動かない物の方に何かを隠すはずだ」

「そうか。木の方ですね！　木も植物だし、『太陽が作り出す』ってところも合ってます」

　春明はすぐさま大木に駆かけ寄り、「よっと」と足をかけて登り始める。

「おい！　俺が登るから下りろ」

　景彰が駆け寄ってくるが、春明はどんどん登っていきながら答える。

「平気です。私、木登り得意だったんですよ。幼い頃は希聖と競争したりもしましたし」

『それ、私と文生もよくやったわ』

　懐なつかしいような遠い瞳で、鈴華が呟つぶやいた。

　龍の髭に見える枝まで近づき、春明は目を凝こらした。

「あ……、何か、枝に彫ほってあるみたいです」

　焦こげ茶のささくれたような幹に、細く白い線が書かれている。

「『学校の庭。桜の木から西に七歩目』？」

「今度は随ずい分ぶん具体的だな」

「つまり？」

「答えはそこにある、ってことだろ」

　景彰の言葉に促うながされ、三人は足早に学校へと向かった。すでに日も沈しずみ、辺りはすっかり夜の暗くら闇やみに染まっている。

　学校は当然閉まっており、鈴華に教えられて裏庭に通じる潜くぐり戸に入っていく。

『桜の木はこれよ』

　指差した木は庭の隅すみに植わっており、鈴華は急いでそこから『一、二、三……』と歩き出した。七歩目の所で立ち止まり、その場にしゃがみ込む。掘り出すように手を翳かざすが、それは空を切るだけだ。

「私に任せてください！」

　泣きそうな鈴華に微笑みかけて、春明は腕を捲まくった。景彰も手伝い、地面を掘っていく。

　掘っているとすぐに指が、何か固いものに触ふれた。取り出すとそれは木の箱で、鈴華が固かた唾ずを吞のんで見つめている。厳重に布によって包まれたそれをなんとか剝はがして、箱を開いた。

『……これ』

　言ったきり、鈴華は絶句した。

　出てきたのは、一反の織物。広げると、そこには鮮あざやかな桜の花びらが織られている。普ふ段だん着ぎとして作られた織物ではない。例えば祝い事のような特別な日に着る、そんな華はなやかさがある。というかこれは……。

「花はな嫁よめ衣い装しよう……？」

　鈴華は、食い入るようにその織物を見つめている。その瞳ひとみにみるみる涙なみだが浮うかび上がり、幾いく筋も頰ほおを流れていった。ああ、と溜ため息いきのような声を漏もらし、両手で顔を覆おおう。

『幼い頃、あの丘おかで約束したの。大人になったら結けつ婚こんしようねって。その時は自分が織った反たん物もので、花嫁衣装を作ってあげる、って文生が……。これが、文生が言ってた約束だったんだわ』

　春明は広げた織物を見つめた。だから文生は学校の庭ではなく、まずは丘に鈴華を誘ゆう導どうしたのだ。彼は、丘で昔交かわした約束を思い出してもらおうとした。そして大人になった今、幼い頃の約束を果たそうとしていたのだ。

『忘れてたのは私だった。自分の気持ちだけで精せい一いつ杯ぱいになって、文生の気持ちを分かってなかったのは私だった』

　音もなく涙が織物の上に落ちる。だが、決して濡ぬれることはない。鈴華は生者の世界のものに、影えい響きようを与あたえることはできないからだ。彼女の悲しみを、吸い取ってあげることはできない。

『文生、ごめんなさい。……好きよ、本当に、大好き』

　先ほど春明達に伝えたような滑なめらかな言葉ではない。拙つたなく、それしか知らないように『好き』を繰くり返す鈴華。だが、込められた想おもいの強さは先ほどとは比べられない。

　切ない想いが、春明にも伝わってくる。鈴華は春明が持つ織物を抱だき締しめようとしてできず、それでも何度も繰り返す。

『あなたが織ったその糸、一本一本に触れたい、のに……』

　悲鳴にも似たその声に、春明も涙が出そうになる。きつく目を瞑つぶって、鈴華に向き直った。

「触れられますよ、鈴華さん」

『え……？』

「強く思い浮かべるんです。その布で作った花嫁衣装を着た自分を、しっかり思い浮かべて」

　死者は生者のものに影響できないが、死者は想いを具現化することができる。

　鈴華が目を閉じた瞬しゆん間かん、ふわりと周囲の空気が舞まった。

　瞬まばたきの間に、鈴華は美しい花嫁姿すがたとなって、春明達の前に立っている。

「すごい……、すごく綺き麗れいです！　鈴華さん」

　彼女に一番似合う柄がらを考え抜ぬいたのだろう、文生の心が伝わってくる。はっきりとした鈴華の顔立ちに映はえるような色合いと、気の強そうな鈴華の雰ふん囲い気きを柔やわらかく見せる桜の柄。彼女のためだけの、特別な衣装だ。嬉うれしい、と鈴華は微笑ほほえんだ。

　その時、景彰が裏庭に続く扉とびらに視線を向ける。「隠かくれろ」と春明の腕を引いて、学校の建物の隅へと身を隠した。

「ど、どうしたんですか」

「足音が聞こえた。誰だれかがこっちに来る」

　鈴華が戸と惑まどったように、急に隠れた春明達を見ている。早くこっちに、と言いそうになって、鈴華は他ほかの人には見えていないことを思い出した。

　カタリ、と音がして扉が開く。月明かりに照らされたその人物の顔を見て、春明は声を上げそうになった。すかさず、景彰の大きな手が春明の口を覆う。

『……文生……』

　呆ぼう然ぜんと鈴華が呟く。現れたのは、文生だった。目の前に鈴華はいるが、当然見えてはいない。

「な、なんで文生さんがここに」

　小声で問うと、「鈴華の気配を感じ取ったのかもしれない」と景彰が答えた。

「言っただろう。霊れいの死を受け入れられない人間は、影響されやすいって」

　文生は何かを探すように周囲を見回すと、地面に視線を落とした。文生が凝視しているものを見て、春明は慌あわてる。そこには、掘り返された箱が置いてあった。ちなみに織物は、春明が未いまだ胸に抱かかえている。

　──どっ、どうしよう。泥どろ棒ぼうとかじゃないんだけど……！

　出て行って弁明すべきなのだろうか。でも、何と言って信じてもらう？　ぐるぐると春明が考えていると、ぽつりと、文生が呟いた。

「……鈴華、なのか？」

　鈴華の肩かたが揺ゆれて、信じられないものを見るように、文生の前に立つ。見えないはずなのに、彼はしっかりと最愛の女性の気配を感じて、面おも影かげを探そうとしていた。

『そうよ、文生。ここにいる！』

「どこにいるんだ？　姿を見せてくれ」

　文生は鈴華の姿を通り越こして、視線を彷徨さまよわせる。鈴華はふわりと文生の両頰に触れ、涙を流して言う。

『ここに……、あなたの傍そばにいるわ。私の姿を見て、文生。ね？　すごく素す敵てきでしょう？』

「お願いだ、鈴華。一度でいい。顔が見たい」

　だが文生は苦しそうに首を横に振ふるだけだ。二人の言葉も視線も、どこまでもいっても交わらない。痛いほどに互たがいを想い合っているのに、伝わらない。

　春明は我が慢まんができず、景彰の腕うでから飛び出して、文生の前へ行こうとした。自分ならば鈴華がどこにいるか分かる。なんと言っているのか、教えられる。今どんなに美しい姿で立っているのか、伝えられるのだ。

　しかし、出ていこうとする春明を景彰は許さなかった。深く自分の胸に抱き込むようにして、囁ささやく。

「だめだ。このまま出て行ったら、霊や霊れい吏りの存在まで話さなければならなくなる。存在が秘されている以上、認められない」

「でもっ、だって」

　こんな悲しくて切ない場面、見ていられない。つんと鼻が痛んで、涙声になった。景彰は、春明の後頭部に手をやって、宥なだめるように撫なでていく。

「分かってる。だが、我慢しろ。人がこの世からいなくなるっていうのは、こういうことなんだ」

　それは残ざん酷こくで、どこまでも揺るがない真実だった。

　やがて鈴華は、文生に向かって話すのをやめた。じっと、目に焼き付けるように大切な人を眺ながめている。

『ありがとう……大好き』

　鈴華は泣き笑いの表情で言った。ふと、文生も鈴華の名前を呼ぶのをやめる。周囲を見回す視線が、左右に動き、そして一点に定まった。

「……あ」

　二人の視線が合わさる。確かにお互いが、お互いを見ている。

　鈴華は愛いとおしげに目を細めると、振り切るように背を向け、春明達の所に来る。

　春明ははっと目を見開いた。先ほどまではっきりと映っていた鈴華の輪りん郭かくがぼやけている。体自体も透すけてしまっていた。

「これは……」

　戸惑う春明の肩に手を置いて、景彰が問う。

「心残りがなくなって、成じよう仏ぶつすることができるってことだ。三さん途ずの川に向かうんだな？」

『ええ。川に呼ばれているのが分かる。真っ直すぐ迷わず、行けると思う』

　鈴華は春明の頰にそっと手を添そえた。なぜだろう、最初に抱きしめた時は冷たさすら感じたのに、今はほんのりと温かさを感じる。

『ありがとう。あなた達のおかげで、今すごく心が軽いわ』

　うっすらと、徐じよ々じよに姿が消えていく。

『掟おきてを破ってごめんなさい。でも、霊吏として来てくれたのがあなた達で、本当に良かった』

　息を吞のむようにして、景彰が目を見開いた。春明は逆に、涙が出そうで目を瞑ってしまう。鈴華の言葉が嬉しかった。自分のしたことは間ま違ちがっていないのだと、背中を押された気持ちになる。

　次に目を開けた時、もうそこには何もなかった。
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　鈴華が消えてから、五日が経たった。

「互いに想い合っていたとすれば、とても切ない話だ」

　春明の話を聞いて、清士が目を細めてほろ苦い笑えみを浮うかべた。

　現在霊督院の長机で、春明、貴瑛、そして清士と美怜は花茶を飲んでいた。

「確かに、この世で二人が恋こい人びと同士になることはありませんでした。でもきっと、最後の最後でお互いの気持ちは伝わったんじゃないかなと思うんです」

　花嫁衣装を着て微笑む鈴華と、見えなくても彼女の存在を感じ取った文生を思い浮かべる。

「そうですね。私がもらった報告では、三途の川を渡わたった鈴華さんのお顔は、とても穏おだやかだったと聞いています。文生さんも、頑がん張ばっているんでしょう？」

　優ゆう雅がな仕草で花茶の入った器うつわを持ち上げながら、貴瑛が春明に視線を向ける。

「はい。前はふさぎ込んでいたようですが、今は前向きに職人になるべく修しゆ業ぎよう中だそうです」

　貴瑛から、無事に鈴華が三途の川に現れたと聞いて、春明と景彰はほっと胸を撫で下ろしていた。それで文生の方も気になり、春明はこっそりと華布に出向いていたのだった。

「恋人の為ために服を作るなんて、とても素敵なことだね。私も作ってみたいね、美怜の服を」

　ずっと静かに三人の話を聞いていた美怜に、清士は色気垂れ流しの流し目を送る。

「誰と誰が恋人ですって？　寝ねぼけてんの？」

　情熱的な視線は、美怜の絶対零れい度どの視線で撥はねつけられた。だが、これくらいでめげる清士ではない。

「ん？　もちろん私と美怜だよ。ああ、もちろん、春明ちゃんも入れていいけど」

　美しい微笑みを向けられて、春明の顔は引き攣つる。こういうことを言ってしまうから怒おこられるのでは……、とハラハラしていると、案の定美怜の冷たい言葉が飛んだ。

「あなたの恋人の定義って、『同じ仕事をしている赤の他人』も入るのね。基準低すぎじゃない？」

「赤の他人って、私と美怜がそんな寂さびしい関係なはずないだろう」

「むしろ無関係になりたいんだけど」

　美怜を口説く清士と、それを切って捨てる美怜の会話はすっかり御お馴な染じみのものとなっている。今日も仲がいいなあ、と美怜が聞いたら怒りそうなことを春明は考えた。

「それにしてもさ、初めてじゃない。景彰が受け持った幽ゆう霊れいを霊督院に連れてこないで、三途の川に送ったのって」

　清士が頰ほお杖づえをついて、思いついたように言った。

「ええ。彼が霊吏となった時から知っていますが、初めてでしょうね。彼の信条は『霊は有う無むを言わさず三途の川へ』ですから、それを曲げさせたのはすごいことです」

　意味ありげに貴瑛から視線をもらう。清士も興きよう味み津しん々しんな様子で、美怜にまで「どんな術を使ったの？」と言われてしまい、春明は困ってしまう。

「私は何もしてませんよ。とにかく、頼たのんだだけです。でも最近は、少しずつ霊の話を一いつ緒しよに聞いてくれるようになったんですよ」

　鈴華が三途の川へ行ってから、景彰はどこか変わった。悪あく霊りようになってしまった霊に対しては、相変わらず素す早ばやく剣けんを繰くり出すが、そうでない霊に関して、すぐに霊督院に連れて行くようなことはなくなっていた。春明が解決しようと話している後ろに控ひかえ、時には自分から話を聞くこともある。

　奥の部屋の扉とびらがひとつ開いた。中から景彰が出てきて、花茶を飲んでいる三人を見て顔を顰しかめる。

「お前達、もう鼻が麻ま痺ひしてるのか？　ひどい匂においがするんだが」

「景彰も飲みなって。飲んだら気にならなくなるから」

　目の前で花茶の器を掲かかげて見せながら、清士が笑う。

「いい。舌がバカになる」

　白湯さゆを淹れようとする景彰を見ながら、「丁度今、お前の話をしていたんだ」と清士が続けた。

「どうせロクなことじゃないんだろ」

「霊の話、聞いてやってるんだって？」

　言われたとたん、景彰がじろりと春明を睨にらんだ。

「春明。お前の相棒は誰だれだ」

「け、景彰さんです」

「なら、こいつに何でもいちいち報告しなくていい」

　はいすみません、と春明は首を竦すくめる。

「おいおい、相棒苛いじめるなって。それに気持ちは分かるよ。こーんなに可愛かわいい女の子に頼まれちゃ、断れないよな」

「そういうわけじゃない。ただ、話を聞くという選せん択たく肢しもあるかもしれないと、思うようになっただけだ。悪霊化させない方法であるなら、場合によっては取り入れる」

「変わったな、景彰」

　ふっと、清士が微笑ほほえんだ。

「いい傾けい向こうなんじゃないか？　私も見習うことにするよ、その考え方」

　二人の会話を聞いていた美怜が、「そういえば」と口を開いた。

「私達も霊を捕つかまえた時、話を聞いたんだけど。また出たのよ。『蛇へびの男』」

　カシャン、と景彰の持った器が机に当たった。皆みんなの視線が、瞬しゆん時じに険しい表情になった景彰に注がれる。景彰は視線も少し零こぼれてしまった白湯も気にすることなく、美怜に詰つめ寄った。

「どんな話だった？」

　景彰の剣けん幕まくに少し戸と惑まどいながら、美怜が言葉を紡つむぐ。

「私と清士が捕まえたのは、病気で亡なくなった女性の霊だったの。ある日病院で、鏡から手が出てきたって言うのよ。彼女は友人に裏切られて、それをずっと恨うらんでいた。そんな彼女に、手は『裏切られた怒いかりを晴らそう。この手を握にぎるんだ』って言ったらしいわ」

　春明は、花茶を飲んで温かくなった体が急速に冷えていくのを感じた。春明が川で助けた夕竣の話を思い出す。

「その腕うでには、やはり蛇が……？」

「ええ。彼女は、入れ墨ずみだって言ってたわ。黒く彫ほられた緻ち密みつな蛇の模様。表皮のひとつひとつまでくっきり描えがかれていて、手が動くたびに、蛇まで蠢うごめいているように見えたって」

「……その女性は、手をとったのか？」

　押し殺したような景彰の問いに、美怜は頷うなずいた。

「ええ。腕にすごい力で引っ張られ、気付いた時には三途の川にいたらしいわ。この世では、病気の発ほつ作さが起こって鏡の前で倒たおれ、そのまま息を引き取ったってことになってる」

「なんなんだろうな。あの少年の話と共通するのは、腕の蛇と、人の心の暗い部分を唆そそのかそうとする物言いだ。そして手を取ってしまうと、……死んでしまう？」

　思案するように、清士が腕を組んだ。

「今まで、こんな話は聞いたことがなかったんだけどね」

　美怜の言葉に、景彰は目を伏ふせる。床ゆかを睨みつけるようにして、ぎゅっときつく手を握りしめていた。










　美怜の話を聞いた同日の夜、春明と景彰はまたも『蛇の男』の話を聞くことになった。

　二人が見つけた霊は顕けん光こうという男性で、残された家族から離はなれられずにいた。春明が、涙なみだながらに語る顕光に耳を傾かたむけていると、「手で引っ張られたんだ」と頭を抱かかえながら言う。

『水たまりから手が出てきて、俺を引きずり込もうとした。その時、腕に蛇の入れ墨が彫ってあったのを見たんだ。俺はそのせいで死んだんだ！』

　春明と顕光の話を後ろで聞いていた景彰が進み出る。

「その蛇の手は、何か言っていたか？」

『……俺には借金があって、金の融ゆう通ずうを頼んだ弟に断られたことをなぜか知っていた。その弟が憎にくくはないかと、そう問われた。一瞬、ほんの一瞬だけ、俺は心がぐらついたんだ。手を伸のばした俺を、あの蛇の腕が摑つかんだんだ』

　夕竣の話、そして美怜が話してくれた『蛇の男』と重なる。

「その蛇の男もまた霊なんでしょうか？　……景彰さん？」

　返ってこない返事に顔を上げると、景彰は厳しい表情で立ち尽つくしていた。春明の言葉には反応しないまま、「霊督院に戻もどるぞ」と告げる。

「でも、顕光さんの話がまだです」

『蛇の男』の話を聞いていると、顕光の心残りはどうやら弟のことらしい。

『そうだ……、俺は悪くないのに……なんでこんな、こんなことに』

　膝ひざを抱えて泣いていた顕光が、ぽつりと呟つぶやいた。『蛇の男』の話をしたことで、亡くなった時のことが甦よみがえってきたのだろう。悪い徴ちよう候こうだった。春明はすぐさま声を上げる。

「顕光さん、落ち着いて」

『悪いのは俺じゃない……、蛇の男だ……、俺の必死の思いを断った、弟だ！』

　黒い靄もやが一気に顕光の周囲に立ち込める。春明が剣を抜ぬこうとした瞬間には、すでに景彰が一歩前に出ていた。

　冴さえるような、一瞬の剣の軌き跡せきが描かれる。そのまま、顕光は崩くずれ落ちた。

「……霊督院に戻るぞ」

　あまりの迫はく力りよくに何も言えないまま、景彰を追う。春明は景彰の表情に不安を覚えた。少しずつだが霊に時間を割さき、向ける眼まな差ざしも柔やわらかくなってきた矢先だった。それが『蛇の男』の話を聞いて、最初に出会った時に戻っている気がする。いや、もしかしたら瞳ひとみに映る焦しよう燥そう感かんは、前より募つのっているようにも思えた。

　霊督院に帰り、春明と景彰は三さん途ずの川へと顕光を送っていった。景彰はすぐに霊督院に舞まい戻り、貴瑛に詰め寄る。

「『蛇の男』について、知っていることをすべて話せ」

　貴瑛はのんびりと花茶を飲んで、ちらりと景彰に視線を向けた。それからすぐに、興味をなくしたように器うつわの中を揺ゆれる花びらを眺ながめる。

「話すようなことはありませんよ」

「あんたは霊督院の責任者だ。生者を死者の世界に誘いざなうような真似まねをする危険人物、調査してないはずがないだろう。それに、暗い心を抱えて亡くなった人間は悪あく霊りようになりやすい。あんただって分かってるはずだ」

　長机に向かい合って、景彰は身を乗り出している。

「俺はあんたと約束したよな。ある人物の情報が分かったら必ず教えると。『蛇の男』は、その人物の条件と合っている。あんたには、俺に教える義務があるはずだ」

　──ある人物？　どういうことだろう。景彰さんは『蛇の男』を探してるの？

　春明は戸惑いながら、景彰の後ろ姿を眺めた。

　貴瑛は溜ため息いきを吐ついて、すっと湯気の立った器を景彰の方に滑すべらせた。

「……少し落ち着きなさい。ほら、花茶を淹れましたから──」

「そんなものどうでもいい！」

　ダンッ、と音がして、春明は肩かたを揺らせた。景彰が、苛いら立だったように両手で机を叩たたいたからだ。貴瑛はこくりと花茶を飲みこんだ後、一いつ切さいの表情を消して言った。

「今回上がってきた『蛇の男』の情報を話さなかったのは、あなたが冷静さを欠くことが分かっていたからです。最近のあなたになら、話してもいいかもしれないと思っていましたが、やはりまだ早かったようですね」

「なんだと」

　鋭するどい威い圧あつするような景彰の眼差しにも、貴瑛は怯ひるむ様子もない。

「今のあなたに話すくらいなら、春明くんに話した方がマシです。少なくともあなたより、彼女は冷静ですよ」

　急に名前が出て、春明はどうしていいか分からず貴瑛と景彰を見返す。景彰はぐっと顎あごを引くと、苛立たしげに音を立てて霊督院を出て行ってしまった。

「……驚おどろかせてしまいましたね」

　景彰の出て行った方向を見ていると、声がかかって慌あわてて振ふり向いた。貴瑛が苦い笑えみを作り、手招きしている。

「座ってもらえますか、春明くん。景彰くんが飲みそこなった花茶で悪いですが、どうぞ」

　導かれるように席についた春明を見て、貴瑛は満足そうに目を細めた。

「春明くん。どうして霊れい吏りが二人一組での行動を厳守しているか、知っていますか？」

　てっきり景彰の話をされるかと身構えていた春明は、貴瑛の問いに意表を突つかれる。

「ええと、いえ、知りません」

「霊吏は、普ふ通つうの官吏とは違ちがいます。官吏が働く場所は生者の世界ですが、霊吏が身を置く場所は、半分が死者の世界なのです」

　春明は小さく頷いた。確かに霊吏は死者を見て死者と関かかわり、何度も三途の川を行き来している。

「本来生者が関わるべきではない世界に、我々は立っています。何度も何度もあの世とこの世を渡わたっていると、霊吏には、ある思いに搦からめ捕とられることがあるんです」

「ある思い？」

「──死への誘ゆう惑わくです」

　貴瑛の穏おだやかな声で言われると、発せられた言葉との落差が一層際きわ立だつようだった。

「死は不幸なもの、苦しいもの、回かい避ひしなければならないもの、そういった負の印象があります。しかし本当に苦しい時、死は甘美な夢に成り代わる。霊吏は間近で死者の世界を見ている分、影えい響きようを受けやすいのです」

「だから、二人一組ということですか？　一方が死の誘惑にかられた時、一方が止めに入れるように」

「その通りです。そしてこの図式を、あなた達二人にあてはめた場合、誘惑にかられるのは景彰くんなのです」

　ようやく話が繫つながってきた。しかし、貴瑛の物言いに思わず反論してしまう。

「景彰さんは、死にたいなんて考えは持っていません！」

　怒おこる春明に、なぜか嬉うれしそうにして貴瑛が笑った。

「分かっています。彼は別に自分の命を絶ちたいと考えているわけではありません。彼は強い。自分自身の辛つらさを、死に逃にげ込むことで解消しようとは思わないでしょう」

「じゃあどうして……」

「前に言ったことがあると思いますが、彼は大切な人の魂たましいを探しているんです」

　春明の歓かん迎げい会かいで教えてもらったことだ。どんな人なのか、貴瑛も詳くわしくは口にしなかった。それこそ、景彰の口から知らされるべきことだからだろう。

「その人の魂を探すために、景彰くんは死者の世界を見つめ、死の淵ふちを覗のぞき続けているのです。彼は確かに自分のために死ぬことはありません。だが春明くんも知っている通り、彼は一見ぶっきらぼうに見えて、とても情に厚い人間なんです」

　そう、最初は取っつきにくくて怖こわい印象もあったが、景彰という人間を知っていけばいくほど、彼の不器用な優やさしさを感じていく。本当は誰だれよりも優しいのに、怒いかりや不ふ機き嫌げんさを纏まとって隠かくしてしまうその心の在り様から、目が離せない。
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「彼は一度懐ふところに入れた人間のためなら、死をも恐おそれない。大切な人のためなら……、命を捨てられるんです」

　春明は息を吞のんだ。死、という言葉が生々しく景彰に迫せまってくるのを感じる。だが景彰自身も、その死に自ら向かっているということだろうか。

「私は、彼に死んでほしくありません」

　ぽつりと呟いた貴瑛に、春明も声を上げた。

「私だって、景彰さんに生きていてほしいです」

　春明の真しん剣けんな眼差しを受けて、貴瑛はにっこりと笑った。

「どうしてあなたを、霊吏に推すい薦せんしたかお話ししましょう」

　また急に話が繫がらなくなる。春明は面めん食くらって、目を瞬またたかせた。

「どうしてって、それは私が、一度死にかけたからでは？　景彰さんからはそう聞きました」

「確かに霊吏になるのは、一度三途の川へ行ったことのある人間に限られます。春明くんが私の目に留まったのも、三途の川でした。時折三途の川を監かん督とくするのも私の仕事でして、あなたが来たあの日も、丁度川を眺めていたんです」

　春明は三途の川を目の前にした時の自分を思い出し、顔を赤らめた。死にたくないと叫さけんで逃げ回り、果ては足を滑らせて川に落ちたのだ。

「春明くんを見て、私はとても驚きました」

「そうでしょうね……。うるさかったし、滑って川に飛び込むし……」

　恥はずかしさから顔を俯うつむける春明に、「そうではありませんよ」と貴瑛が言った。

「あなたの魂は輝かがやいていた。それに、驚いたんです」

　春明の心をすべて見通してしまうような、透とう徹てつした瞳が向けられる。

「輝く？」

「ええ。本来なら、三途の川に来た人間の魂は光ったりはしません。だが、あなたはその輝きを保ったままだった。死者の世界に染まらずに、燦さん然ぜんと輝いていたんです。あんなにも輝く魂を見たのは、あなたで二度目。それほどに珍めずらしい事例です」

　どこか不思議な思いで、貴瑛の話を聞いていた。魂が光っていたと言われても、自分では自覚のしようがない。

「あなたの魂は、桜のような薄うす紅べに色いろの光を放っていました。柔やわらかくも力強い光を見た時、私はあなたを霊吏にしようと決めました。そして景彰くんの、相棒にしようと」

　貴瑛は一いつ瞬しゆん視線を両手で持った器に逸そらした後、強い眼まな差ざしで春明を捉とらえた。

「魂の輝きは、あなたの生命力と死に影響されない心の強さを示しています。……春明くん、お願いです。景彰くんは自ら暗くら闇やみに飛び込もうとしている。その暗闇に囚とらわれれば囚われるほど、出口が分からなくなっていくんです」

　貴瑛の瞳ひとみは真剣だった。

「どうか暗闇で迷う景彰くんを導く、輝く灯ともしびであってください。景彰くんとこの世を繫ぐ、糸であってほしいのです」

　春明は言葉が返せなかった。自分の存在が景彰を繫ぎとめるほどのものであるとは、到とう底てい思えない。

「戸と惑まどう気持ちも分かります。でもきっと、いつか私が言った言葉の意味を理解する時が来るでしょう。そして、蛇へびの男のことですが……」

　貴瑛は、机の上に置いた両手を組んで、毅き然ぜんと春明に語る。

「霊督院の責任者として、見過ごすことのできない人物です。生者の世界に干かん渉しようし、まして死へと誘いざなうのであれば、必ず見つけ出して捕とらえなければなりません。死と生の世界の均きん衡こうと平和こそ、私の仕事ですから」
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　貴瑛と景彰が言い争ってから、三日が経たった。

　霊督院にて、与あたえられた自分の机で書類作業をする景彰を観察しながら、春明はある決意を持って口を開いた。窓からは夕日が差して、部屋中を朱しゆ色いろに染めている。

「景彰さん」

「なんだ」

　景彰は返事だけをして、顔は書類に向けたままだ。仕方がないので、その書類ごと奪うばい取ってしまう。

「今日はこれで、すべての仕事は終しゆう了りようです」

「おい、書類返せ。それにまだそうとは言い切れないだろう。突とつ発ぱつ的な案件が飛び込んでくるかもしれない」

「いいえ。貴瑛さんに頼たのんだので、私達のところに仕事は回ってきません」

「なに──」

「春明ちゃん、私達の用意はできたよー？」

　怪け訝げんそうに景彰が問い返そうとした時、バンと扉とびらが開いて、清士と美怜、そして貴瑛が入ってきた。

「もう空腹で死にそうだよ。早く行こう」

　清士がお腹なかを押さえるのを見て、景彰が眉まゆを寄せた。

「行くってどこに」

「今日は、春明の家にお呼ばれされてるのよ。夕食をご馳ち走そうしてくれるんですって」

　景彰の疑問に、美怜が答えてくれた。春明は未いまだ椅い子すに座っている景彰の腕うでを引っ張り上げ、立たせる。

「挨あい拶さつしたいから、一度職場の人を連れて来なさいって両親から言われてたんです。母も張り切って夕飯の準備してますから、行きましょう！」

「いや、俺はまだ仕事が残って」

「渡した書類に、急ぎのものはないはずですよ」

　断ろうとする景彰の言葉に被かぶせるようにして、貴瑛が笑え顔がおで逃げ道を塞ふさぐ。

「母の料理はすごく美味おいしいんですよ。私も手伝いましたし、是ぜ非ひ来てください」

　さりげなく言っているが、内心春明は必死だった。

　最近の景彰は、昼食もとらずに仕事に没ぼつ頭とうしていた。頰ほおの輪りん郭かくが前より鋭するどくなって、目の下に隈くまも出来ている。追い立てられるように仕事をする姿は、死の誘ゆう惑わくに囚われているという貴瑛の言葉を思い出させて、春明は不安になった。そんな時、自宅での食事会を思いついたのだ。

　まずは清士達に相談してみると、二つ返事で了りよう承しようが得られた。彼らもまた、景彰の心と体を心配している。

　──少しでいいから、美味しい食事をしてお腹を満たして、体を休めてほしい。

　普ふ通つうに誘っても断られると思ったので、多少強ごう引いんに誘ってみることにした。

「景彰さん」

「なんだ。……やめろ、その顔で見るな」

　景彰が顔を背そむけたので、何を想像しているかは分かった。

「もうこの際、私が犬に見えても許します。だから行きましょう！」

　卑ひ怯きような手でもなんでもいい。春明と、そして清士達の後押しにあい、景彰はしぶしぶと頷うなずいてくれた。










「まあああああ、色男さんばっかりねえ！　それに美怜さんはすごい美女だしっ、ちょっとやだ、あんたってばどんな職場で仕事してるのよっ、うらや……あ、いやいや。何でもない」

　お母様、今羨うらやましいって言いかけましたよね？　と、机に料理の皿を置きながら春明は思う。

　すっかり夜になり、春明の家には今、景彰達がずらりと席を並べて思い思いに食事をしていた。

　景彰達を出で迎むかえた母親采林の興奮度は上がりっぱなしで、清士に料理を褒ほめられるたびに頰を染めている。父親の方は、貴瑛と意気投合したようで、ゆったりと酒を酌くみ交わしていた。

「そういえば、今日はお祭りでもあるんですか？　ここに来る途と中ちゆう、どの家の前にも提ちよう灯ちんが吊つるされてましたけど」

　清士が、綺き麗れいな箸はし使いで食事をしながら言うと、父親の守敬が頷いた。

「ええ。灯とう籠ろう祭りがあるんです。毎年村で亡なくなった先祖の霊れいを弔とむらうために、川に灯籠を流しています。川に流す灯籠はまず家に掲かかげられて、時間になったら灯籠を持って川に集まるんですよ」

「川にたくさんの灯籠が流れると、すごく神秘的な眺ながめになるんです。食事が終わったら、見に行きませんか？」

　春明が身を乗り出して言うと、「いいね、行こうよ」と清士が賛同してくれる。春明は、黙もく々もくと食事に手を伸のばす景彰に近づいた。

「あの、景彰さん。お口に合いますか？」

「美味うまいよ。ありがとう」

　短い言葉だが、目の前に置かれた皿が空になっていくのを見て、その感想が本当なのだと分かる。

「失礼します」

　春明が胸むねを撫なで下ろしていると、扉が開いて、涼すずやかな顔で希聖が部屋へと入ってきた。

「あらあ、希聖くんも実家に帰ってたのね、お帰りなさい」

　采林がのんびりと微笑ほほえむ。希聖は春明の両親に「こんばんは」と律りち儀ぎに頭を下げた後、食事をする景彰達を見回して口元を引きつらせた。

「なっ、春明、どうしてお前の家に彼らがいるんだ……？」

「いやあ、春明ちゃんのお家には、一度ご挨拶に伺うかがわないとと思ってね。これから長い付き合いになるんだし。な、景彰？」

　清士がにやりと笑って、景彰の肩かたに手を回した。

「あ、挨拶？　長い付き合い？」

　さあっと、目に見えて希聖の顔色が悪くなる。ふらりと一歩後ずさり、今度は急激に顔を赤くした。人差し指で、景彰を指しながら叫さけぶ。

「春明、挨拶ってお前、私を差し置いて、やはりこいつと結けつ婚こんする気なのか！」

「はあっ？」

　驚おどろきに、素すっ頓とん狂きような声が出て春明は立ち上がる。思わず、目を瞬またたかせる景彰を見てしまい、頰に血が上る。

「違ちがいます！　何回同じこと言えばいいの？　今日は仕事仲間として皆みんなを紹しよう介かいしただけよ」

　力いっぱい否定したにも拘かかわらず、希聖は疑わしい目を景彰に向けたままだ。

「お前の意見ばかり聞いて、私は彼の言葉を聞いていない。はっきり言っていただこうか。春明をどう思っているんですか！」

　ものすごい剣けん幕まくで詰つめ寄られた景彰は、混乱の発ほつ端たんとなった清士の耳を容よう赦しやなく捻ひねった。

「おい。お遊びも大たい概がいにしろよ」

「あいたたたた……っ、ごめんごめん。ってちょっと本気で痛いからっっ」

　悲鳴を上げる清士の耳をやっと解放すると、景彰ははあ、と溜ため息いきを吐ついた。それから、睨にらみつける希聖と向き合う。

「彼女は俺の部下で、相棒だ。それだけだ、安心していい」

「本当ですか？」

「ああ」

　──あれ……。な、なんで？

　春明は身を固くした。予想通りの答えで、相棒と言ってくれたことも嬉うれしいはずだ。だが今はっきりと、春明は傷ついている自分の心を自覚した。なぜ傷つくのか分からないまま、動どう揺ようを悟さとられないよう表情を取り繕つくろう。

「ねっ、希聖ももう分かったでしょ？」

「……分かった」

　希聖は景彰の心を推おし量るように見つめながら、ゆっくりと頷いた。少し冷静になったのか、息を整えると潔いさぎよく頭を下げる。こういうところは本当に礼れい儀ぎ正ただしいのだ。

「変なことを言ってしまい、申し訳ありませんでした」

「いや、気にしないでくれ」

　景彰が肩を竦すくめたのをきっかけに、また食事が再開された。










「おい」

　食べ終えた皿を台所に持っていくと、後ろから希聖がついてくる。

「どうしたの？　あ、まだ食べ足りなかった？　だったら今、追加を持っていくから」

　景彰に謝った後、希聖も皆に交じって食事をしていた。春明が鍋なべに手をかけようとすると、希聖が「もう十分食べた」と首を横に振ふる。

「この後、灯とう籠ろう流ながしに行くのか？」

「うん。皆を案内しようかなって思ってるよ。希聖も行こうよ」

　逡しゆん巡じゆんするように返事を躊躇ためらった希聖の様子を見て、その理由に思い当たった。

「ああ。でも希聖、ここ最近村中の女の子達に誘さそわれてるもんね」

　官かん吏りの名は伊達だてではない。見目もいいし生き真面目まじめな性格もあって、希聖を結婚相手にと望む声は多いのだ。

　昔は、希聖の家族も交えて灯籠流しを見に行っていた。そういえばいつから一いつ緒しよに行かなくなったのかと、記き憶おくを浚さらう。

「希聖が官吏になりたいって言って、煌朱の私し塾じゆくに行ってから、一緒に見てないね」

「わ、私は清々する！　お前と灯籠流しを見たところで、何の足しにもならない。今までも、灯籠を持たせてみたら転んでグチャグチャにするわ、人ひと混ごみでは迷子になるわでむしろ迷めい惑わく続きだった」

　幼い頃ころの、二人の共通の思い出を語られた。フン、と鼻を鳴らす希聖の言葉は想像通りのもので、怒いかりを通り越こして、苦く笑しようする。

「うん、希聖はそう言うと思った」

「…………」

「私達とは行かなくてもいいからさ、灯籠流しは見てよ。一年に一回のことだし、官吏の仕事で疲つかれてるだろうから気分転てん換かんにもなるよ。賑にぎやかなのがいいなら、村の女の子達と一緒でもいいと思うし……」

「──お前が」

　ふいに希聖が、春明の言葉を遮さえぎるように大きな声を出した。

「お前が、私に村の娘むすめ達と灯籠流しに行くなと言うなら、行かない」

「え？　な、なに突とつ然ぜん。希聖の行動をどうこう言う権利、私にはないよ」

「……あるよ。お前には、その権利がある」

　いつになく真しん剣けんな表情の希聖に、春明はたじろいだ。目の前の幼おさな馴な染じみが、急に知らない人に見える。

「いつからなんて分からない。すごく不本意で、なんでお前なんだといつも思うが、どうしようもない」

　一歩、希聖が距きよ離りを縮めた。希聖の作り出す影かげに、春明はすっぽりと覆おおわれてしまう。

「私は、景彰達と一緒に行くな、とお前に言いたい。そう言える、権利が欲しい」

　一体希聖は何が言いたいのだろうか。分からないのに、どこか落ち着かない気分にさせられた。

「ま、まだ景彰さんのこと誤解してるの？　せっかく仕事仲間として打ち解けてきたんだから、変なこと言うのやめようよ。これからも仕事をする相手なんだから、関係を壊こわしたくないの」

「……ああ」

　そう言ったきり、希聖は口を閉とざした。春明は慌あわてて希聖の肩に手をかける。

「希聖？　どうしたの？　具合悪い？」

　希聖は顔を俯うつむけたまま、呟つぶやいた。

「お前はいつもそうやって、何だかんだで私を心配するよな」

「そりゃ、幼馴染みだもの」

「……お前が気にかけてくれるのは、私が幼馴染みだからか」

「幼い頃からずっと一緒にいるんだよ？　希聖はどう思ってるか分からないけど、私にとっては家族みたいなものだよ」

　反論されるのを覚かく悟ごして、素す直なおに言ってみる。だが、予想したような文句は飛んでこなかった。

「私もそうだ。だからこそ、大切すぎてこれ以上先に進めない」

　え？　と首を傾かしげた時だった。

「すみませーん。希聖さんはいらっしゃいますかー？」

　甲かん高だかい数人の女性の声が響ひびく。きっと希聖が春明の家にいると知った、村娘達だろう。灯とう籠ろう流しに、希聖を誘いに来たのだ。

「あ、あの。呼んでる……」

　希聖は溜息を吐くと、ゆっくりと春明に背を向けて歩き出した。

「……壊したくない関係なら、私にだってあるんだ」

　小さく呟かれた希聖の声は、しかし春明の耳に入ることなく、僅わずかな切なさを残して消えていった。










　食事を終えた春明と景彰、そして清士と美怜は、灯籠を持って川へと来ていた。貴瑛はそのまま家に残って、守敬と酒を飲んでいる。

　希聖は村娘達が、両手を摑つかんで連れて行ってしまった。灯籠流しは美しい光景と相まって、若い恋こい人びと同士で出かけるいい機会になっている。若い女性も男性も、浮うき足立っているのだ。

「うわー、本当に綺き麗れいだねえ。灯籠の数も結構あるから、すごく見み栄ばえもいいし」

　河原に立つ清士が感かん嘆たんの声を上げた。春明も生まれてから何度も見ているが、未いまだに目を奪うばわれる光景だ。

　広くはない川かわ幅はばいっぱいに、ゆらゆらと灯籠が流れていく。ろうそくの炎ほのおはあまり明るくないため、灯籠ひとつ分を照らすので精せい一いつ杯ぱいだ。ひとつの灯籠を、一本のろうそくが照らす。互たがいの灯あかりが干かん渉しようし合わず、ひとつひとつが暗くら闇やみにぼうっと浮かび上がるように揺ゆれている。

　どこか別の世界にやって来たような、幻げん想そう的な眺ながめだった。

　美怜も目を細めて、目の前の光景に見み惚とれている。

「よく見ると灯籠の紙は、白じゃなくて薄うす紅べに色いろなのね。ろうそくの炎がある中央は橙だいだい色いろで、それを包み込むように周囲は薄紅色になる。柔やわらかくて、暖かみのある色合いだわ」

　美怜の言う通り、灯籠流しに使う灯籠は薄紅色の紙と決まっている。理由は分からないが、昔からの習わしらしい。

「どうですか？　景彰さん」

「ああ。綺麗だな」

　川を見つめる景彰の顔は穏おだやかで、春明は嬉うれしくなった。夕食もちゃんと食べてくれて、気負っていた肩かたの力が少し抜ぬける。すると清士がだしぬけに「じゃあここから別行動ね」と美怜の肩を抱だいた。

「えっ」

「だってこんなにいい雰ふん囲い気き、利用しない手はないよ。暗闇に輝かがやく美しい風景、お祭りという非日常感、隣となりには麗うるわしい想おもい人。ね？　口づけのひとつもしたくなるじゃないか」

「勝手にしてきたらいいでしょ」

　ぺしっ、と肩に回った清士の手を叩たたき落とした美怜だったが、春明と景彰を交こう互ごに見た後、しぶしぶ言った。

「でもまあ、……そうね。別行動はしましょう」

「美怜さんまで、どうしたんですか」

「景彰。あとはよろしくな」

　清士は上じよう機き嫌げんで美怜と連れ立ち、人混みに消えて行った。

　急に二人にされてしまい、互いに会話がなくなってしまう。景彰は自分から話題を振ふる人間ではない。春明が話しかけなければ、会話にならないのだと気付いた。

　河原にいる人々の声が、ざわざわとやけに大きく聞こえてくる。

　──どっ、どうしよう。何か話さないと……。

「えーと、あの」

「……今日はごちそうさん」

　ポン、と春明の頭に、景彰が手を置いた。

「久しぶりに家庭料理を食べて、美味うまかった。色々と、心配してくれたんだろ？」

　こちらの思おも惑わくなど、すっかりバレているようだ。それでも景彰の瞳ひとみは優やさしげに輝いているので、春明はほっと息を零こぼす。そして迷った。もう少し、近づいてみてもいいだろうか……。

　両手を握にぎりしめ、内心一生懸けん命めいに自分の心を鼓こ舞ぶして口を開く。

「あのっ、『蛇へびの男』のこと、私にも教えてくれませんか？」

　景彰が、春明の頭から手を離はなす。この話題が景彰の神経を尖とがらせていることは分かっていた。せっかく気分転換できたかもしれないのに、蒸むし返すようなことをしている自覚もある。だが、春明は聞きたかったし、景彰に何も知らされない自分が悔くやしかったのだ。

「霊れい吏りの仕事にも関かかわってくる話だし、ちゃんと聞きたいんです。それに、景彰さんが一人で思い悩なやんでるのを傍そばで見てるだけなんて、嫌いやです。私はあなたの部下で、相棒ですよね？」

　念を押すと、迫はく力りよくに気け圧おされたのか、景彰が子供のようにこくんと頷うなずいた。

「だったら、頼たよってください！　頼りないかもしれないけど、一いつ緒しよに考えて探すことはできます」

　書庫に閉じ込められた時、春明を探し、再び立ち上がらせてくれたのは景彰だった。今度は自分が、景彰のために何かしたい。

「景彰さんが寄りかかってきても、私倒たおれません！」

　決意を示すために、春明は両手を広げて景彰の前に立つ。

　きょとんと春明を見つめた後、景彰はふ、と噴ふき出した。

「！　なぜ笑うんですか」

「お前が、突とつ拍ぴよう子しもないこと言うからだろ」

「笑うなんてひどいです！　私は真面目まじめに考えてですね……！」

「ああ、みなまで言うな。分かってる。少し落ち着かせろ」

　詰つめ寄る春明の前に翳かざした手で、自分の顔半分を覆う。笑えみを浮かべながらもどこか動どう揺ようした素そ振ぶりに、春明は心配になってきた。落ち着くって、どうして？

「あの。そんな変なこと、言ったでしょうか」

「言ったな。思わず手が出そうになる」

「殴なぐる気ですか!?」

　慌てて防ぼう御ぎよのために翳した両手を、「違ちがう」と捕とらえられる。そのまま引っ張られ、広い胸へと導かれた。

　──え……。これって。手が出るって、だ、抱だき締しめるってこと？

「──ありがとう」

　鼓こ膜まくに直接響くような、柔らかで優しい声が頭上から降ってくる。ぎゅっと腕うでに力が込められて、春明は心臓を握られたような錯さつ覚かくに陥おちいった。首筋から頭のてっぺんまで、瞬しゆん時じに真っ赤になってしまう。

　刹せつ那なのその触ふれ合いは、景彰が体を離したことで終わった。離されればどこか寂さびしいと思ってしまい、そんな自分の感想にまた赤くなる。

「今からする話は、楽しい話じゃない。それでもいいのか？」

　春明は頷く。まだ顔は赤いが、しっかりと目を見て答えたかった。

「……俺の両親は、幼い頃ころに亡なくなったんだ。貴瑛から聞いたんだろう？」

　また川に視線を向けた景彰の横顔を、そっと見つめながら「はい」と頷いた。

「両親が亡くなった俺には他ほかに身寄りもなくて、親同士が仲の良かった隣の家が、俺を引き取ってくれることになったんだ」

　景彰は灯籠を見つめてはいるが、どこか遠いところを見つめているようにも思えた。

「そこには幼おさな馴な染じみの女の子がいて、俺はその子、香か月げつと姉きよう弟だい同然に育った。香月は底そこ抜ぬけに明るくて、一緒にいるとこっちまで元気になれるような奴やつだった」

「大切な、人だったんですね」

「ああ。俺を引き取ってくれた香月の両親も、そして何より、苦しい時にずっと一緒にいてくれた香月は俺の大切な人間だ。……あの日まで、香月は笑顔で過ごしていたんだ」

　景彰の顔がふと翳かげった。

「六年前のあの日、香月は街に出かけると言って家を出て行った。俺はその時すでに霊吏として働いていて、一緒にはいなかった」

　景彰が当時を思い浮かべるように、ゆっくりと言葉を紡つむいでいく。

「だが夜になっても香月は戻もどらず、俺と香月の両親は街中を探し回った。するとあいつは、村の外れの森で倒れてたんだ。どんなに声を張り上げても頰ほおを叩いても、意識は戻らなかった」

「意識が戻らないって、一体何があったんですか？」

「分からない。ただ、香月を見かけたという知り合いは、あいつが知らない男と森の方へ歩いていくのを見たと言うんだ。その男の腕には、蛇の入れ墨ずみがあったらしい」

　春明は息を吞のむ。景彰が『蛇の男』にここまで執しゆう着ちやくする理由がようやく分かった。

「香月を医師にも見せたが、外傷は特になかった。ただ意識が戻らず、ずっと眠ねむり続けていると診しん断だんされた。だが霊吏の俺には、香月の体にあるはずの魂たましいが抜けていることが分かったんだ」

　魂が抜ける。それは一体、どういう状じよう況きようを指しているのだろうか。生でも死でもない、どちらにも属さない状態だ。景彰は自分の手のひらを見つめた後、きつく握りしめる。

「両親を悪あく霊りように殺されて、俺は霊吏になった。そこにもうひとつ目的ができた。魂は必ず三さん途ずの川を渡わたらなくてはならない。魂の終着点こそが三途の川なんだ。だからそこで、香月の魂を探そうとした」

　決意のこもった眼まな差ざしの向こうに見えているのは、すでに灯とう籠ろうではないだろう。景彰は今、香月という少女を見ている。

「貴瑛には、香月の魂もそうだが、蛇の男の情報も探さぐってもらっていた。だがこの六年、一向に手がかりは得られなかった。今回現れた『蛇の男』は、ようやく出てきた手がかりかもしれない」

　話を聞きながら、春明は背筋が冷たくなった。景彰は暗くら闇やみを見て、その先にある香月という女性の姿を探している。脇わき目めもふらないその姿に、貴瑛が言った言葉が思い出された。

　──景彰さんは、死の世界に囚とらわれている。

「香月は今も家の寝しん台だいで眠ったまま、目を覚まさない。綺き麗れいなものを見ることも、美味い食事をとることもなく、ずっと眠ったままだ。俺は絶対に、香月の魂を探し出してみせる」

　思いつめたような仄ほの暗ぐらい瞳が垣かい間ま見られて、気付いた時には景彰の腕を摑つかんでいた。

「一人で抱かかえ込んで、一人で解決しようとしないでください。生者を死に誘いざなおうとする『蛇の男』は、私達霊吏にも関係することです。皆みんなで解決すべき問題でもあるし、何より景彰さんは一人じゃありません。清士さんや美怜さん、貴瑛さんがいることを忘れないでください！」

　夢から覚めたように、景彰は春明を見やった。縋すがりつく春明を見て、僅わずかに頰を緩ゆるませる。

「……なんて顔してるんだよ。清士達がいることくらい、ちゃんと分かってる」

　それにお前もな、とポンと頭を撫なでられて、春明はじっと景彰を見上げた。

　──本当だろうか。なんだかいつか姿を消してしまいそうで、見失ってしまいそうで怖こわい。

「そういえば、俺はかなり敵視されてるみたいだな、あの希聖に」

　意図的に話を変えられたのは分かったが、これ以上言げん及きゆうできなかった。家での希聖の言動を思い出し、春明はうう、と頭を下げた。

「本当にすみませんでした。庇かばうわけじゃないですけど、いつもはもっと冷静なんです」

「いいよ別に。冷静でいられないくらい、お前のことが好きなんだろう」

「…………は？」

　眉まゆを寄せて問うと、「あれはどう見ても嫉しつ妬とだろ」と笑われてしまう。

「いつも会う度たびに『のろま』とか『同列に並べられたくない』とか、悪口ばかり言われてるんですけど」

「素す直なおになれないだけだろう、あんなの。ましてや幼馴染みで、今いま更さら好きとは言いにくいんだよ。鈴華の話を思い出せよ」

　確かに、鈴華も同じようなことを言っていた。だがそれより春明は、突とつ如じよ湧わき上がった疑問に意識を持っていかれる。聞かない方がいいと本能的に悟さとりながらも、口に乗せた。

「……景彰さんも、分かりますか？　そういう気持ち」

　景彰は春明の言葉に少し目を瞠みはった後、小さく笑って言った。

「分かるよ」

　誰だれを思い浮うかべているかなんて、聞かなくても分かってしまう。景彰の瞳ひとみの奥にはきっと、香月の姿が映っているのだ。

　──ああ。どうしよう。胸が苦しい。痛い。

　ぎゅっと唇くちびるを引き結んで、刺さされるような痛みに耐たえる。何を勝手に傷ついているんだろうかと、自分で自分を笑いたくなった。どうして胸が痛いのか、考えたくない。

　その時、ぽつりと頰に何かが当たった。触さわって確かく認にんする間もなく、頭上から雨が降ってくる。川かわ縁べりにいた人たちが、屋根を求めて散り散りになった。

　春明と景彰も走り、近くにあった物置小屋の軒のき先さきに体を寄せ合う。粒つぶというよりは糸のような雨が、弦げんを震ふるわすように揺ゆれながら落ちていった。

「せっかくの祭りだったのに残念だな。だが、たぶん天気雨だ。すぐ晴れる」

　景彰が空を見上げながら言うのに、小さく「そうですね」と言うことで応こたえる。庇ひさしが狭せまく雨を避よけるために自然と肩かたが触れ合ってしまい、そちらに意識が集中してしまうのだ。

「狭いな。おい、そっち濡ぬれてないか」

「へ、平気です」

「噓うそつけ」

　言うと景彰は、春明を閉じ込めるようにして壁かべに両手を置き、目の前に立った。春明には完全に雨はかからなくなったが、景彰の背中や肩には、じわじわと雨が染しみている。

「景彰さん！　いいですからそんなことしなくて！　これじゃ景彰さんが濡れちゃいます！」

「平気だ。お前こそ、濡れたら風邪かぜをひく。ちょっと大人しくしてろ」

「で、でもですね……！」

　春明はどこに目をやったらいいか分からず、うろうろと視線を彷徨さまよわせる。初仕事で肩を寄せ合った時の比ではない近さに、心臓が激しく鳴っている。

　困っている春明を見かねたのか、景彰が口を開いた。

「落ち着かないのは分かる。なら、そうだな……。お互たがいを木だと思うか？」

　丁度初仕事の時に言った言葉を、おどけた様子で持ち出された。同じことを考えていたのかと、ドキリとする。

「木、木って、そんな風に思えるわけ……！」

　真っ赤な顔で思わず抗こう議ぎすると、景彰を真正面から見てしまった。雨を含ふくんだ黒くろ髪かみの先から、水すい滴てきがぽとりと景彰の頰を流れ、鎖さ骨こつのくぼみに落ちていく。

　──木なんて思えない。大人の、男の人だ……。

　骨ばった大きな手が、ふいに春明の頰に触ふれた。恐おそれなのか緊きん張ちようなのか、春明はふるりと身み震ぶるいする。

「……悪い。確かに、俺もお前を木なんて思えない」

「じゃあ……、何ですか。犬ですか」

　掠かすれた声で言うと、春明の言葉が意外だったのかふわりと笑えみを浮かべられた。こうなるともう、こちらは目を離はなせない。
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「犬より危なっかしいな」

　景彰の指が、そっと頰を撫でる。

「でも犬より根こん性じようがあって、負けん気がある」

　吸い込まれそうな黒い瞳をじっと見上げると、ふと決まり悪げに逸そらされた。

「それで時々、犬より慕したわしさが湧わく。この手で触れたくなって、困る」

「………っ」

　息が止まり、心臓が破は裂れつしそうになった。

「……何言ってるんだろうな。忘れろ」

　春明から顔を逸らした景彰の耳が、少しだけ赤い。

　ああもうごまかせない、と春明は自らの想おもいに陥かん落らくする。湧き出てきた気持ちを無視できない。一いつ喜き一いち憂ゆう、乱高下する心の様は、ただひとつの答えを春明に教えた。

　……私はこの人を。

　上司であり剣けんの師し匠しようであり相棒である目の前の人を。




　好きになってしまった。







　四章　暗闇に灯る光




　初めて恋こいをしたと思った瞬しゆん間かんには、もう失しつ恋れんしている。

　──って何それ。悲しすぎる……。

　花茶を飲みながら、「はあ」と春明は肩を落とした。

　食事会の翌日、春明は霊督院にて、自分の恋こい路じがどれほど険しいかを、再確認している最中だ。正直に言って気付きたくなかった。あまり突つき詰つめて考えないようにしていたのも、景彰に他ほかに大切な人がいるかもしれないと分かっていたからだ。

　それなのに、心は思う通りにはなってくれない。わざわざ苦難の道を行かなくてもいいのに。

　コン、と音がして、「春明」と呼ばれる。美怜が霊督院の入り口に立って、手招きしていた。

「お客さんよ。清士に絡からまれる前に行った方がいいわ」

「お客さん？」

　見ると、美怜の後ろから顔を出したのは希聖だった。口を引き結び、神しん妙みような顔で待っているのが珍めずらしくて、面めん食くらってしまう。

　美怜の言う通り、確かに清士に絡まれると面めん倒どうなので、すぐさま霊督院を出て、池のある庭園へと希聖を連れて行った。

「どうしたの？」

　希聖は「あの」と言ったきり、口を噤つぐんでしまう。だが意を決したように春明を見て、深く頭を下げた。

「すまない！」

　急に謝られて、春明は目を瞬またたかせた。自分に頭を下げる希聖など、幼い頃ころくらいしか記き憶おくにない。驚おどろいてぽかんと口を開ける春明をよそに、希聖はすべてを吐はき出すように喋しやべり出した。

「昨日、清士……さんに教えてもらったんだ。お前が刑けい部ぶの官かん吏りに嫌いやがらせをされていたと。そのきっかけは、私がここに乗り込んで、お前が官試に受かっていないと叫さけんだことにあるって。私の浅はかな行動と言葉が、お前にいらない心労を与あたえた。すまない、許してくれ」

　表情は見えないが、希聖の手は白くなるほどきつく握にぎりしめられていた。まるで自分を戒いましめているかのようだ。

　春明は目の前の幼おさな馴な染じみを見つめる。意地悪で言葉遣づかいもきついが、根は真面目まじめで、間ま違ちがったことをすればこうして謝ることのできる度量もある。誇ほこりだけが高い男ではないのだ。

　結局、どんなに悪口を言われても希聖を本当の意味では嫌きらえない。それこそ十八年の付き合いだ。春明は、頭を下げている希聖の肩にぽんと手を置いた。

「顔上げて。もう気にしてないし。それに、嫌がらせされて気付かされたこともあるんだ。自分がちゃんと官吏という仕事に向き合ってなかったって、それが分かったの。だから、悪い事ばっかりじゃなかったのよ」

　希聖はのろのろと顔を上げて、眉まゆを下げた。

「……お前は昔からそうだ。お人好よしすぎる。それで損をしても文句のひとつも言わないし。そういうところが俺はイライラするし、だけどすごく……」

　言葉を切った希聖だったが、春明の顔を見て思い切ったように言った。

「すごく、お前らしくていいと思うんだ」

　今度こそ、春明は絶句した。希聖が春明を褒ほめるなんて、幼い記憶を浚さらってみても出てこないほど珍しい。

「あ、ありがとう……」

　なんだか照れてしまい、はにかんだような笑みを浮かべる。その笑みを見た瞬間、希聖は真っ赤になって顔を背そむけてしまった。

「くっ、こ、こんな至近距きよ離りで反則だろう……！」

「え、何が」

「何でもない！　いいから今はこっちに来るな！　寄るな！」

「ええっ？」

　褒められたと思ったら今度はばい菌きん扱あつかいで、意味が分からない。でも。

　──私らしい、か。

　落ち込んでいた気分が少し浮ふ上じようする。悩なやんでいても仕方がないし、自覚してしまったものをなかったことにはできない。うじうじと後ろ向きになることこそ、自分らしくないだろう。

「春明。その、もう一つ話があるんだが」

　満足する距離を置いたのか、ようやく落ち着いた希聖が切り出す。

「私とお前の結けつ婚こんの件、私は別に嫌というわけでは──」

「春明ちゃーん。お仕事だよー？」

　希聖の声に被かぶさるようにして、清士の能天気な声が響ひびいた。振ふり向くと、霊督院の窓から身を乗り出して、満面の笑みで手を振っている。

「景彰がヤキモチ焼いちゃうから、早く戻もどっておいでー？」

「何言ってんだお前は。ここから突き落とすぞ」

　窓の縁へりからにゅっと手が出て、清士の肩かたを結構な勢いで叩たたく。声からして景彰の手だろう。

「不ふ機き嫌げんそうな顔して眺ながめてたくせに」

「うるさい黙だまれ」

　じゃれ合っている二人はまだ何か話しているようだったが、春明は先ほど言いかけた希聖の言葉が気にかかって向き直る。

「ごめん、希聖。私行かないといけないの。えっと、さっき何て言ったの？」

　何でもない、と言いかけた希聖は、しかし表情を改めて春明を見た。

「……いや。後でちゃんと言う。だから、その時聞いてくれ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめられ、ドキッとしてしまう。希聖がまるで知らない男性に見えた。

「分かった。希聖も仕事頑がん張ばって」

　こうして春明は霊督院に戻り、いつものように景彰と仕事に出かけた。しかしこれが、春明と景彰、そして霊督院の霊れい吏りにとって、長く険しい一日の始まりとなった。










　煌朱の都から一時間程ほどの時間をかけて、景彰と春明は果か山ざんという村にやって来た。

「こんな所に、村があるんですね」

　小さな集落としか言えない規模で、景彰も物もの珍めずらしそうに周囲を見回している。

「ああ。俺も初めて知った。地図にも描かかれていないようだな」

　貴瑛から貰もらった紙と、広げた地図を見返しながら春明は頷うなずく。そもそも出回っている地図の精度は低く、果山のような小さい村ならば載のっていなくても不思議ではなかった。

　二人の前を、笑い声を上げて横切る子供達に視線がいく。井い戸どの前には話に夢中になる女性達の姿もあり、のんびりとして平和な印象だった。

「ええと、今回の霊は名を馬ば朝ちよう宋そう。享きよう年ねん四十。病死、だそうです。旅券発行理由は、残された家族に会うため」

　毎回紙を読むたびに胸が痛くなり、いつまで経たっても慣れない。

「……この家だな」

　景彰が足を止めた。春明もならって目の前の家を見上げる。家の隣となりには畑らしきものがあるが、雑草が生え放題で世話をしている気配がない。

　春明は目を閉じて、微かすかな違い和わ感かんを探さぐる。霊吏の仕事をするようになって、霊の気配を少しずつ感じ取れるようになってきた。以前斉成の屋や敷しきを訪ねた時、ここにはいないと言い切った景彰のいう『勘かん』というものだ。

「たぶん、中にいると思います」

　景彰は頷き、「俺もそう思う」と言って扉とびらを叩いた。しかし、誰だれも出てこない。

　少し考えた後、景彰はそっと扉を押した。なぜかあっさりと、扉は開いてしまう。

「剣けんに手をかけろ。いつでも抜ぬけるようにするんだ」

　険しい表情になった景彰に続き、家の中へと入って行った。

　長い廊ろう下かを抜け、一番奥の部屋へと辿たどり着く。そっと中の様子を窺うかがうと、部屋の真ん中で男性が一人跪ひざまずき、声を押し殺して泣いていた。

「馬朝宋か」

　景彰が一歩進み出た。男性はゆっくりと顔を上げ、部屋に入ってきた春明と景彰を見上げる。

『……霊吏さん、ですか？』

　ひょろりとした体たい軀くで、声もまた弱々しさを感じさせる男性だった。

「そうだ。四十九日の掟おきてにより、お前を迎むかえにきた」

　罵ば声せいを浴びせられるか、逃にげられるかすると思っていたが、朝宋は予想もしなかった行動に出た。景彰に、自ら縋すがりついたのだ。

『た、助けてください……！　妻が、意識を失ったままなんです！　変な男が妻に何か喋ったと思ったら、いきなり倒たおれて……』

「変な男？」

『腕うでに蛇へびの入れ墨ずみがありました。急に家に入ってきたんです！』

　蛇の入れ墨。春明は息を吞のんで、すぐさま周囲を見み渡わたす。よく見ると部屋は春明達のいるひとつだけではなかった。奥にも扉があり、少しだけ開いている。そこから何かが見えた。

　──足だ。

　春明が奥の部屋に駆かけ込むと、女性が一人、力なく横たわっていた。

「……っ、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　口元に手をかざすと、微かに呼吸がある。苦痛の色はなく、本当に眠ねむっているようだ。

　景彰のいる部屋に戻り、「生きてはいますが、確かに意識はありません」と告げる。景彰は険しい顔で、呟つぶやいた。

「香月の時と一いつ緒しよだ……」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎった後、床ゆかに頭を擦こすりつけるようにして泣いている朝宋を見つめる。

『妻が心配で来たのに……、見ていることしかできなかった！』

「おい。その男は、腕だけが出てきたわけじゃないな？　人間の形をして、お前の前に現れたんだな？」

　念を押す景彰の気持ちも分かる。今まで春明達が聞いた『蛇の男』は、腕と声だけの存在でしかなかった。きちんとした人としての姿で現れたと聞いたのは、一度しかない。

　──そう、景彰さんから聞いたんだ。香月さんが意識を失う前に会っていたという、蛇の入れ墨をした男……。

『そうです。あれは、人でした』

　景彰の顔が険しさを増した。

「そいつはどこに行った」

『村の奥に林があるんですが、そっちに逃げて行きました……』

「立て。その男を追わなければ、お前の妻の意識は戻らないかもしれない」

　厳しい声に引き上げられるように、朝宋は震ふるえる足を叱しつ咤たして立つ。

　三人は家の外へ出て、林がある方へと走り出した。

　──何だろう……。何かおかしい。

　春明は、景彰の背中を追いながら、ずっと頭の中で警けい鐘しようが鳴るのを感じていた。まるで間ま違ちがった方向に進んでいるような、うなじがピリピリと痛む感覚。

　その時、ふいに景彰の足が止まった。その場に縫ぬい留とめられたかのように、微び動どうだにしない。

「？　景彰さん？」

　訝いぶかしみながら、春明は景彰の横顔に視線を向けた。景彰は、信じられないものを見るような眼めつきで、ある一点を凝ぎよう視ししていた。喘あえぐように喉のど仏ぼとけが動き、一言だけ音として零こぼす。

「……香月……」

　──えっ？

　春明は景彰の視線の先を追う。しかし、そこには何もない。鬱うつ蒼そうとした林の入り口があるだけだ。

「景彰さん？　あの、一体どうしたんです」

「香月、お前。意識が戻ったのか……！」

　景彰は春明の声など、聞こえていないかのようだった。ひたすらに一点を見つめ、話しかける。まるでそこに、香月がいるとでも言うように。

「待て香月。どこに行くんだ！」

　はっとしたように目を見開き、景彰が勝手に走り出してしまう。

「景彰さん待って！」

　大して距きよ離りが離はなれていたわけではないのに、春明が伸のばした手はなぜか空を切った。何も摑つかめなかった手の動きに合わせて、ふわりと白い靄もやが揺ゆれる。

「……え……、これ、霧きり？」

　気付くと辺りは白く濃こい霧に包まれ、数歩先も見えないありさまになっていた。前を走っていた景彰の姿はない。そこで、春明ははっとした。自分と景彰の間を走っていたはずの、朝宋の姿も消えている。

「景彰さん！　朝宋さん！」

　春明は大声で名前を叫さけぶが、返事はない。

　──ううん……。それだけじゃない。

　辺りが静かすぎる。来た時には子供の笑い声や母親達の声が聞こえていた。今はそのどれもが沈ちん黙もくし、まるで最初からなかったようだ。

　自分の荒あらい呼吸音だけが耳につく。春明は祈いのるような気持ちで、霧をかき分けて民家を見て回った。

「……そんな」

　十ほど見て回った後、春明はその場にへなへなと座り込んだ。人がいない。誰も。

「これは、何？　ここは一体、……どこなの？」

　春明の呆ぼう然ぜんとした響ひびきは、すべてを消し、すべてを惑まどわす白い霧の中に沈しずんでいった。










　濃い霧は、太陽の位置も、その輝かがやきまでも隠かくしてしまう。

　時間の感覚が全く摑めないまま、春明は一人で村を回って歩いていた。体力を消しよう耗もうしながらも分かったことは、何かに阻はばまれて村から出られないということだ。

　村からの出口が、何度探しても見つからない。いくら霧で視界が悪くても、村の周囲を回って出口がないというのはおかしい。見えざる力が働いているとしか、考えられなかった。

　そしてなぜか、景彰達と目指していた林にも辿り着くことができない。

　──どうしよう。これから、どうしたらいいの？

　霊れい吏りは二人一組での行動が絶対であり、春明は景彰と、こんなに離れていたことはない。いつもは景彰がいれば安心だった。だが今、春明はひとりぼっちで現状を打開しなければならない。

　無意識に、脇わきに差した剣の柄つかを握っていた。景彰の次に、春明の頼たよりになる相棒がこの剣だった。

『だ、誰だれかいませんか！』

　その時、靄の中から怯おびえたような声がした。春明も声を張り上げる。

『ここです！　朝宋さん！』

　声から推測した通り、春明の前に現れたのは、全力疾しつ走そうしてきたかのように息を弾はずませた朝宋だった。春明を見た途と端たん、ほっとした様子で眉まゆを下げる。

『よ、良かった。突とつ然ぜん二人が消えてしまったので、どこに行ったのかと……』

「私も二人を探して……」

　咄とつ嗟さに言葉を切った。眼前に繰くり出される刀身を、もはや反射で抜いた剣けんで受け止める。

「な、んで」

　朝宋が、さきほどの態度など噓うそのように微笑ほほえみ、春明に向かって剣で襲おそい掛かかってきたのだ。

『少し予定が狂くるいましてね。淵えん君くん様が、あなたも連れて来るようにとおっしゃるので』

「淵君……？」

『呼び捨てるなど、なんと不敬な。これからの死者の世界を変えるお方ですよ』

　穏おだやかな物言いをしながら、鋭するどく重い一いち撃げきを繰り出してくる。春明はなんとかそれを捌さばきながら、今襲われている現状と、言われた言葉の意味を考えた。

「もしかしてあなた、蛇へびの男の仲間なんですか？　私達をおびき出したってこと？」

『蛇の男とは、これまた不敬な言い方ですね。淵君様と言っているでしょう』

　どっちにしても変わらない。どうやら景彰と春明は、まんまと敵の罠わなにかかったのだ。

『淵君様は、私に大いなる力を授さずけてくださいました。疫えき病びようで死に絶えていくこの村を救ってくださったのです。村で皆みなが幸せに暮らせることこそ、私の願い。それを叶かなえてくださった』

　恍こう惚こつとした表情を浮うかべる朝宋に叫ぶ。

「……っ、景彰さんはどこ！」

『想おもい人と戯たわむれている最中では？　儚はかなくも美しい幻まぼろしを見せてあげているので。実際の想い人は今も眠りについたままなのに、滑こつ稽けいなことこの上ない』

　唇くちびるを嚙かみしめる。景彰は、ちゃんと意識があって、動き回れる香月を見ている。ずっと彼が追い求めてきた、健すこやかな香月の姿を見ている。なんて残ざん酷こくな罠だろう、人の心を弄もてあそんでいる。

　剣の柄を握る手に力が入った。衝しよう動どうで動き出したくなるが、ふー、と細く長い息を吐はくことで突とつ発ぱつ的な怒いかりを逃にがしてやる。

　剣を持っている時に、自分を見失ってはいけない。朝宋が襲いかかってきたのを利用して、隙すきの出来た右側に切り込んだ。気付いた朝宋は、すばやく体を翻ひるがえして避よける。

　しかし春明の剣先は、少しだけ朝宋の腕うでを掠かすめていた。その時、不可思議なことが起きた。

　目の前の景色が、一いつ瞬しゆんぐにゃりと歪ゆがんだのだ。

　──え。何これ？　少しの間だけだけど……、野原みたいなのが見えた。

　春明は目を瞬またたかせる。しかし考える間もなく次の一撃が来た。剣の柄同士が交わり、拮きつ抗こうしてカチャカチャと音がする。飛び退すさった力を利用して剣を繰り出し、春明の剣は朝宋の胸むな元もとを僅わずかに切り込んだ。

　また景色が揺れて、春明は唐とう突とつに、ある可能性に行き当たった。

「……もしかして、この村自体、あなたが具現化したものなの？」

　霊は想いを具現化できる。朝宋が傷つくたびにぶれる景色、そして村に愛着があるのだという口ぶりから、もしかしたら朝宋は、疫病が流行はやる前の村の姿を具現化したのではないだろうか。まだ幸せだった頃ころの、平和で温かな村の風景。

　──でも、村をひとつ具現化なんて、範はん囲いの大きいことができるものなの？

　今までの霊が具現化したものは、鋸のこぎりや鋏はさみ、手紙など小さな物ばかりだった。しかし今回は、あまりに規模が違ちがいすぎる。

　春明の考えていることが分かったのか、朝宋は微笑んだ。

『すべては淵君様のおかげです。ああ、ほらまた、力が流れ込んでくる』

　朝宋が自身の手のひらを見て、体を震わす。

　とにかく淵君という男の仕し業わざだということは分かった。そして、この幻から抜ぬけ出す方法も見つけた。

　春明は剣を握にぎり、目の前の相手を見み据すえた。朝宋は体に傷を付けられているというのに、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべている。

　地面を力いっぱいに蹴けり出し、今度はこちらから攻こう撃げきに転じる。身軽な朝宋は剣先を躱かわしながら、鋭く春明の首筋を狙ねらってきた。体を捻ひねって避けるも、頰ほおを掠って血が出る。痛いと思う暇ひまもない。先ほど朝宋に傷を付けたことが噓だったかのように、一ひと太刀たちも浴びせることができなくなっていた。

　──どうして？　どんどん強くなってる気が……。

『先ほどの勢いはどうしたんですか？』

　侮あなどられていると分かってはいるが、次々に繰り出される剣を受け止めるだけでどうにもならない。自分が後ろに押され、防戦のみに追いやられていく。

　僅かな攻撃も巧たくみに躱され、可能性をひとつずつ消されていくと、これ以上どうやっても勝てる想像ができなくなってきた。

　体力だけがいたずらに消耗されていく。相手は自じ滅めつするのを待っているのだ。いたぶって、楽しんでいる。

　──このままじゃ負けてしまう……！

『これは相手にとって一番の弱点だ。相手はお前が、立ち向かってくるなんて微み塵じんも思ってない。絶対に勝てると過信してる。どういうことか、分かるか？』

　春明は肩かたで息をしながら、その場に立ち尽つくす。景彰の教え諭さとすような声が、記き憶おくから甦よみがえってきた。迷っている暇もない。唇を引き結び、すぐに行動に移した。

「……私の負けよ。投降する」

　春明はゆっくりと剣を下ろした。油断なく剣の先を追いながらも、満足したように朝宋が微笑む。春明は剣の先を地面に向けたと見せかけ、そのまま朝宋に投げつけた。

　意表を突つかれた朝宋は、咄嗟に春明の剣を握る。思った通り、霊吏の剣は霊を生身に変えるため、朝宋にも摑つかむことができるのだ。

　その一瞬こそ、春明の勝機だった。剣を握ったままの朝宋の胸元に頭から突っ込み、すばやく片足を摑んで持ち上げる。速さが勝負であり、相手が剣を放してしまえばそれで終わりだ。

　春明は全体重をかけて、朝宋を引き倒たおした。驚きよう愕がくの表情で地面に倒れ込んだ朝宋の右腕に、奪うばい取った剣を突き立てる。

　耳をつんざくような悲鳴とともに、周囲の景色が一変した。霧きりはなくなり、サワサワと葉が擦こすれる音がするだけの、広い野原。そこに、春明と朝宋が残されていた。

「……やった。戻もどってきた……！」

　だが、景彰の姿は見えない。

「景彰さんはどこにいるの！」

　馬乗りになったまま、朝宋に詰つめ寄ると、苦く悶もんの表情を浮かべながらも笑っている。

『言ったでしょう……？　彼は幻と戯れていると。それに、ずっと淵君様と会いたいと願っていたのは、彼の方ではありませんか』

「だからその幻は一体どこにあるの！」




「光も届かない、深く暗い闇やみの中でしょう」




　背後からの声に振ふり返る。視界に三人の姿を捉とらえた時、春明は安あん堵どで涙なみだが出そうになった。青い礼服の裾すそがたなびき、鍛たん錬れんされた剣が脇に差さっている。

　清士と美怜、そして貴瑛という頼たのもしい仲間がそこに立っていた。










「皆さん！　どうしてここが……」

　駆かけつけてきた春明の頰の傷に顔を顰しかめながら、清士が答えてくれる。

「んー？　貴瑛が教えてくれたんだよ。景彰の魂たましいの気配が消えたって。……ったく、女の子の顔に傷つけるなんて、万ばん死しに値あたいする行こう為いだね」

　そう言うと、春明の頭をよしよしと撫なでた。

「私達が来るまで、よくやったね。君はもう立派な霊れい吏りだ」

　ぐっと喉のどが鳴って、涙が出そうになった。しかし、今は泣いている場合ではない。

「そうね。あとで景彰にも褒ほめてもらいなさいよ。あなたを育てたのは、彼なんだから」

　美怜が微笑ほほえみ、布で頰の血を拭ぬぐってくれた。

「それで貴瑛。どうやって景彰を見つける？　こいつに聞くか？」

　清士が地面に倒れ込んだままの朝宋を指で差す。貴瑛は答えず、ゆっくりと周囲を見回し、何かを探しているようだった。

「いえ……、聞かずとも気配は辿たどれます。皆さん、こちらへ」

　貴瑛は迷うような素そ振ぶりも見せず、導かれるよう野原を歩いていく。やがて、ある物の前で足を止めた。

「……何これ。井い戸ど……？」

　四人の前に現れたのは、古ぼけた井戸だった。水を汲くむための桶おけもなく、蓋ふたも開けっ放しで、全く使われていないのは明らかだ。

「ここで、景彰くんの魂の気配が途と切ぎれています」

「景彰はここに入ったってことなのか」

「ええ。ですが、この井戸には底がない。別の場所と繫つながっているようですね」

　貴瑛がじっと暗い井戸の中を覗のぞきながら言う。

「別の場所ってどこなんですか？」

「死の世界です」

「三さん途ずの川とは違うわけ？」

　美怜が眉まゆを寄せると、ようやく貴瑛がこちらを向いた。

「いいえ。井戸の向こうにあるのは、もっと救われない世界です。成じよう仏ぶつも望まず、安らかな眠ねむりとは無む縁えんの死者達が流れてくる無法地帯」

　貴瑛は春明達に、三途の川とは別の、『もうひとつの川』について教えてくれた。この世であまりに業ごうが深く、憎にくしみの強い悪あく霊りようになってしまった死者の行きつく場所を『無む途との川』という。三途の川と違うのは、川の向こう側に渡わたれないということだ。永遠に川岸から出られない、牢ろう獄ごくのような場所らしい。

「そんな場所が、どうしてこの世の井戸と繫がっているの」

「誰だれかが故意に繫げたとしか考えられません。無途の川は三途の川と違い、法も秩ちつ序じよも存在しない。その危険性ゆえに、この世に通り道を作ることは禁じられています。だが、それを捻じ曲げた人物がいるのでしょう。きっと大変な力の持ち主のはず」

　険しい表情になった貴瑛が今誰を思い浮うかべているか、春明には分かった。『蛇へびの男』という名が頭を過よぎる。

「悪あしき思いが凝ぎよう縮しゆくしたような場所です。危険ですよ、とても。それでも行きますか？」

　貴瑛の瞳ひとみは、覚かく悟ごを問うような真しん剣けんなものだった。

「もちろん！」と清士が頷うなずき、「当然よ」と美怜も返す。最後に貴瑛は春明を見つめた。

「──助けに行きます。景彰さんは私の大事な上司で剣けんの師し匠しようで、相棒でっ」

　そして。

　──好きな人だ。

　口にはできないから、そっと胸の中に押し込む。春明の途切れた言葉の先まで、まるで知っているかのように、貴瑛はひとつ頷いた。

「私はここに残って、あなた達が帰ってこられるよう待ちましょう。それと、彼も連れて行ってください。蛇の男に利用されたにしても、彼を介かいして接せつ触しよくしてくる可能性がありますから」

　朝宋と清士が井戸へと飛び込んでいく。美怜もそれに続いて、春明も井戸の縁へりに足をかけた。

「春明くん」

　呼びかけられて、振り向く。貴瑛が、じっと春明を見据えた。

「私があなたを霊吏に選んだ時の話、覚えていますか？」

「はい」

「その時私があなたにお願いしたことも？」

『どうか暗闇で迷う景彰くんを導く、輝かがやく灯ともしびであってください。景彰くんとこの世を繫ぐ、糸であってほしいのです』

「──覚えています」

　良かった、と貴瑛はこの場に相応ふさわしくない穏おだやかな笑えみを浮かべた。

「帰ってきたら、また皆みんなで花茶を飲みましょうね」

　春明は頷き、真っ暗な井戸の中へと身を投げた。










　飛び込む時に、恐きよう怖ふがなかったと言えば噓うそになる。いつ体が底に叩たたきつけられるのか、春明は無意識に目を瞑つぶって衝しよう撃げきに耐たえようとした。

　しかし、痛みは一向に襲おそってこなかった。気付いた時には、二本足でどこかの川辺に立っている。一いつ瞬しゆん、三途の川かと疑ったほどだったが、周囲の薄うす暗ぐらさとじめじめした湿しつ気けに、全くの別物だと認にん識しきする。

「春明ちゃん」

　清士と美怜が駆け寄ってくる。周りに二人の姿しかなく、春明は困こん惑わくげな声を出した。

「朝宋さんはどうしたんですか？」

「それがこの河原に着いた途と端たん、いなくなってたんだよ。春明ちゃんが切りつけたから、霊吏からは離はなれられなくなるはずなのに……」

　清士が油断なく周囲を見回す。

『ご安心を。私ならここにおります』

　涼すずやかな声に、三人は剣の柄つかに手をかけながら振り向いた。

　朝宋が、にこにこと微笑んでこちらに歩いてくる。なぜか春明と戦った時に出来た傷がすべてなくなっていた。一番重傷であっただろう右みぎ腕うでの傷も、血の一いつ滴てきさえ残っていない。

　春明の視線に気付いたのか、『ああ、これですか？』と朝宋が言う。

『淵君様に治して頂きました。先ほどは私も油断してしまって、こうして淵君様に迷めい惑わくをかけてしまいましたよ。……この恨うらみ、たっぷり晴らさせてもらいます』

　ぞっとするような暗い瞳を向けられて、春明の体に鳥とり肌はだが立つ。しかし、雰ふん囲い気きに気け圧おされているわけにいかない。負けてたまるかと、声を張り上げた。

「景彰さんはどこにいるの！」

『ほら。あちらにいます』

　朝宋の指差した方向に、川かわ縁べりぎりぎりに倒たおれ込む景彰の姿があった。すぐさま走り出そうとする春明達に、朝宋が手をかざす。

『おっと。まずあなた達の相手をするのは彼らです』

　地面からボコボコと音を立てて、何かがせり上がってきた。粘ねん膜まくのように柔やわらかく黒い塊かたまりは、膨ふくらんだり萎しぼんだりを繰くり返し、やがて人の形になる。その数、数十体にはなるだろう。春明達は黒い人ひと形がたに囲まれることになった。人形のせいで、景彰の姿が隠かくれて見えなくなってしまう。

「なんだこいつら」

　清士と美怜が剣を抜ぬく。春明も剣をぎゅっと握にぎり直した。

『淵君様に導かれて、死の世界へとやって来た者達ですよ。生者を恨み、成仏することもなく留とどまって、淵君様の忠実な下僕となった霊れい達です』

　三途の川には、亡なくなったすべての霊の魂たましいが集まってくる。魂はそこで四十九日の猶ゆう予よをもらい、成仏への道を見つける。それでも成仏しきれない魂が、こんな場所で彷徨さまよっているとは知らなかった。

『淵君様のために働けて、彼らも喜んでいるようです』

　朝宋がひらりと手を翻ひるがえした。それが合図となり、黒い人形が一いつ斉せいに襲い掛かかってくる。

　美怜がまるで剣けん舞ぶのような優ゆう雅がさで、先せん鋒ぽうになり切り込んでいった。清士は美怜の後を走り、そのまま朝宋に剣を向ける。何も言わずとも、互たがいの行動が分かっているかのようだ。

　相棒という言葉が頭を過ぎる。互いの力を最大限引き出せる型と息の合った呼吸を、清士と美怜は時間をかけて作り上げてきたのだ。

　──私も、あんな風に景彰さんと肩かたを並べたい。

　そのためにはまず、目の前の敵を倒すことが先決だ。春明も周囲の人形に応戦しながら、景彰の許もとへと進んで行った。とにかく数が多く、切っても切っても地面から生まれ出てくる。

　清士と朝宋は、激しく剣を打ち合い戦っていた。清士の剣は無む駄だな動きが少なく、相手の力を相そう殺さいしてしまうような柔じゆう軟なん性を感じる。

　──鋭するどさのある景彰さんの剣とはまた違ちがうけど、すごく強い。

　朝宋が押されているかに見えたその時、彼の周囲から黒い靄もやが立ち込めた。

「……ったく、今いま頃ごろ悪あく霊りよう化か！　もうすでに悪霊みたいなものだろうが！」

　清士が舌打ちし、剣を振ふりかざす。しかし、先ほどの比ではない速さで、清士の剣が薙なぎ払はらわれた。

「なっ」

　清士がそのまま倒れ込む。

『淵君様が、また力を高めてくださった……！』

　微笑ほほえむ朝宋の胸むな元もとめがけて、今度は美怜が剣を振るった。しかし、すぐに阻はばまれてしまい、傷を付けることはできない。逆に切られそうになる美怜を押して、剣を拾った清士がまた応戦した。

　思わず春明も駆かけ寄ろうとするが、美怜の必死の言葉がそれを止めた。

「春明！　早く景彰のところに行きなさい！」

「そうだよ、春明ちゃん。早くそこのバカ起こしてきて！」

　清士も朝宋のすさまじい一いち撃げきを受け止めながら、にやりと笑った。

「春明ちゃんの声なら、きっと景彰は目覚める」

　本当に？　と一瞬、いじけたような自分が心の中で囁ささやく。
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　──今景彰さんは香月さんの幻まぼろしを見てる。香月さんの声より、私の声に耳を傾かたむけてくれるだろうか？

　春明の逡しゆん巡じゆんはすぐに、清士に見抜かれてしまう。

「何弱気になってるのさ、春明ちゃん。早く行って確かめてみればいい。景彰の中で君がどれだけ大きな存在になっているか、自覚すればいいよ」

　二人の言葉に背中を押されるようにして、春明は黒い人形に突とつ撃げきしていく。剣けんを振るっては前に進み、また剣を振るう。何度かそうしていると、ようやく倒れ込んでいる景彰の姿が視界に入った。しかし、景彰の足元には黒い人形がおり、彼の足を取って川に引きずり込もうとしている。

　足を引っ張る腕を見て、春明は悲鳴を上げそうになった。その腕には、黒い蛇へびの入れ墨ずみが彫ほってあった。

「何してるの！　やめて！」

　春明は手を伸のばし、景彰の手首を握った。しかし、同時に景彰は完全に川の中に沈しずみ、春明も引きずられるようにして飛び込んでいた。

　取り込んだ空気が気き泡ほうになって次々に口から抜けていき、視界も遮さえぎる。それでも手は離はなさず、気泡の間から見える景彰に、心の中で語りかけた。

　──起きて。

　摑つかんだ手を振ってみても、景彰の瞼まぶたは開かない。こうしている間にも、清士や美怜が危ない目に遭あっているかもしれない。

　──目を覚まして、景彰さん！

　二人は浮うかぶどころか、どんどん下へと沈んでいく。

　やはり無理なのだろうか。自分の声は、香月の幻の前では意味をなさないのだろうか？　ちらりとそんな不安が過よぎった時、春明の心を読んだかのように声が響ひびいた。

『そう。この男は今想おもい人のことで頭が一いつ杯ぱいだ。そなたの言葉など聞いておらぬ』

　目を見開いて声のする下を向くと、景彰の足にからめた蛇の入れ墨の腕うでが、喋しやべっている。

『幸せで甘美な夢だ。自ら目を覚まし、辛つらい現実に向かう者がどこにいようか。そなたが命がけで助けようとしているのに、薄はく情じようなことよな』

　──うるさい。聞いちゃだめだ。

『そなたの思いは報むくわれない。それどころか今この男を目覚めさせたら、男は絶望するだろう。すべてが幻だったと知って、そなたを恨むやもしれぬ。夢に微睡まどろんでいた方が、幸せだったのに、と』

　──そんなの、まやかしの幸せだ。景彰さんは幻で満足して、逃にげ込むような人じゃない！

　春明は挑いどむようにして、蛇の腕を睨にらみつけた。

『ああ……。なんと美しき光』

　蛇の腕から、うっとりと蕩とろけるような甘い声が上がった。先ほどの鋭い声とはまるで違い、春明は戸と惑まどう。

『死に染まらない汚けがれなき魂は、いつも余を惹ひきつけてやまない。たったひとつで我が慢まんするしかないと思っていたが、まさかこんなところに二つめがあったとは』

　──何？　さっきから何を言ってるの？

『美しき魂を持つ娘むすめよ。男のことなど忘れ、余の手を取るがいい。あの世でもこの世でもない、新しき世界に、そなたを招待してやろう』

　景彰を摑んでいる腕とは別に、もう一本手が春明に向かってくる。おぞましさに身み震ぶるいが起こって、春明は激しく首を横に振る。

　──いやだ。行きたくない。私は景彰さんと一いつ緒しよに、皆みんなのところに帰るんだ。景彰さんだって、絶対にそう思ってる！

『ではなぜ目を覚まさない？』

　……本当だ。どうして目を覚まさないの。

　蛇の男の問いに答えながら、春明は沸ふつ々ふつと怒いかりが込み上げてきた。

　景彰の頰ほおを両手で挟はさんで、怒ど鳴なる。

「あなたの部下で剣の弟で子しで相棒の私がこんなに呼んでるのに、なんで起きないのよ！　景彰さんのバカっ！」

　心の中の声なのか、本当に叫さけんだのか分からない。水の中だというのも忘れて、とにかく持てる力のすべてで怒鳴りつけてやった。

　だが彼は起きない。春明が懇こん願がんしても怒鳴っても、欠片かけらほどの影えい響きようも与あたえられないのだと言われているようだ。悔くやしさで、じわりと視界が歪ゆがんだ。

「起きてよ……。ひとりで泣くなって、景彰さんが言ってくれたんじゃないですか」

　書庫で贈おくられた景彰の言葉は、春明の宝物だ。きっとこれからも訪おとずれる、悲しくて泣きたくなった時に、何度も思い浮かべるだろう言葉と、優やさしく涙なみだを拭ぬぐってくれた感かん触しよく。絶対忘れない。

　だからお願い。私の声を聞いて。

　ぴくり、と景彰の瞼が震ふるえる。はっとして、春明はそれを食い入るように眺ながめた。ゆっくり、嫌いやになるほどゆっくりと、瞼が開いていく。

「……景彰、さん……？」

　いつの間にか、もう体は沈んでいない。景彰の足に絡からみついていた蛇の腕はいなくなっていた。

「……っ、良かった……！　もうっ、起きるのが遅おそすぎです！」

　まだ夢の中にいるのか、瞳は焦しよう点てんが合わず、表情もぼんやりしている。

　でも、目を覚ましてくれた。吸い込まれそうな黒い瞳に自分が映っていることが、嬉うれしくてたまらない。

　春明は、じっと隅すみ々ずみまで景彰の顔を見て、指で辿たどっていく。意志の強い瞳が好きだ。精せい悍かんな頰の輪りん郭かくも、笑うと少し幼くなる目元も。指先から、愛いとしさが募つのっていく。

　ぶっきらぼうな言い方も、実は面めん倒どう見みがいいところも。私を犬に似てるって言うところも、本当は全然嫌じゃない。

　募る想いは、水中で見た気泡のようだ。心の中で膨ふくらんだ想いの膜まくはふるふると揺ゆれて、上へ上へと昇のぼっていこうとする。言葉にしろと、喉のど元もとをせっつく。

　……ああもう。どうせまだ寝ねぼけてるんだろうから。

　言ってしまえ。




「あなたが好きです」




　景彰はじっと春明を見ている。表情は変わらない。何を言われているか、分かっていないのだろう。でもそれでいい。これは私の決意。

「好きです。だから、何度だって暗くら闇やみから連れ戻もどしてみせる。絶対に、この手は離しません」

　景彰が、目を見開いた。はっきりと、焦点の結ばれた視線が互たがいに合わさる。

　──え？　……気付い……。

　逞たくましい腕が、春明の肩かたを抱だいた。そのまま、促うながされるように浮ふ上じようする。

　バシャン、と音を立てて、二人は川から顔を出す。景彰は春明を引っ張りながら、川岸へと上がった。

「け、景彰さ……」

「迎むかえに来てくれてありがとな」

　ポン、と頭に手を置かれた。声をかけようとした時には、景彰はすらりと剣を抜ぬいて駆かけ出している。

　今まさに清士にとどめを刺さそうとしている朝宋との間に入り込み、その剣を受け止めた。剣と剣の激しい残響が鼓こ膜まくを震わす。

「景彰……、ようやくお目覚めか」

　肩を負傷したのか、右手を庇かばっている清士に「遅くなって悪い」と声をかける。

「春明ちゃんの声は、さぞかし効いただろうな？」

「……ああ。目を覚まさずには、いられなかった」

　頷うなずく景彰に笑って、清士は「あとは頼たのむぞ」とその場に膝ひざをついた。周囲にいる人ひと形がたを切っていた美怜が、清士の肩に手を伸ばす。

『おやおや。よく深しん淵えんの沼ぬまから戻って来られましたね』

　朝宋が、意外だという顔で笑う。割り込んできた景彰の剣を厭いとうように、ぐいぐいと力を込めて押してくる。

「俺を捕つかまえてどうするつもりだったんだ」

『淵君様は美しい魂たましいをひとつ持っています。その魂を動かすことのできる相手があなた。きっと色々遊びたかったのでしょう』

「魂とは……、まさか香月の？」

『さあ。それ以上は私も知りませんよ。しかし聞いてどうします？　あなたはここで死ぬのに！』

　朝宋は景彰の剣けん先さきを弾はじき、そのまま一気に首元めがけて突つきを繰くり出してきた。景彰は体を反らして避よける。体勢が整う前に、すでに朝宋の剣は右方向から迫せまっていた。

　景彰は体を捻ひねり、逆に隙すきの出来た相手の左の胴どうへと、剣を捩ねじって突き出す。しかし、すぐに剣を地面に向けて体を守った朝宋に阻そ止しされた。

　春明は息を止めて、二人の戦いを見つめる。また互いの剣先が交わり、ガチガチと音を鳴らした。

『……夢の中にいた方が、幸せだったのに』

　嘲あざけるような朝宋の声に、景彰は怯ひるむことのない真っ直すぐな視線を送った。

「お前こそ、幻げん想そうの村の中で過ごすことが幸せなのか？　時を止めたまま、ただの野原の中で張りぼてを作って生きることが、幸せなことなのか？」

　カッと朝宋が怒りに顔を赤くする。

『うるさい！　張りぼてなどではない！　幻想などではない！　いつか本物になると、淵君様は仰おつしやってくださった！』

「亡なくなったお前の家族や村人は、お前が安らかに成じよう仏ぶつすることを望んでるんじゃないのか？」

『うるさい！　黙だまれ！』

　朝宋の剣が怒りで揺れる。一度飛び退すさり、苛か烈れつすぎる剣が景彰めがけて振ふり下ろされた。だが、景彰の一いち撃げきの方が早かった。

　胴を切り裂さく一いつ閃せんの軌き跡せきが描えがかれ、朝宋は崩くずれ落ちた。景彰は、朝宋を見下ろして言う。

「お前を三さん途ずの川に連れて行く。……時間がかかってもいいから、成仏してくれ」

　そう言うと、流れるように剣を鞘さやへと納めた。
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「あいたたた。困ったな美怜、痛くて器うつわが持てないよ」

　霊督院の休きゆう憩けい部屋で、少々大げさに憐あわれみを誘さそう声がかかった。発したのは清士であり、彼の右手は白い布で吊つるされている。

　朝宋との戦いから七日が過ぎ、ようやくいつもの日常が戻りつつあった。しかし、清士は右みぎ腕うでを骨折しており、美怜の美しい肌はだにも切り傷が残っている。景彰も打だ撲ぼくと切り傷を負っていた。

「飲ませてほしいね」

　清士は右手が使えないことをいいことに、美怜を構い倒たおしていた。文句を言いつつ、怪け我がをしているからと色々と世話を焼いてきた美怜だが、今の言葉でこめかみにうっすら青筋が浮うかび上がるのを見て、春明は肩を竦すくめる。

　──ああああ、もう。これはまずいよ……。

「頭から花茶被かぶせるわよ」

　ダンッ、と美怜は飲んでいた器を机に乱暴に置いた。ここでやめればいいのに、空気が読めないわけでなくむしろ読む気がない清士は、更さらに調子に乗る。

「なんなら口移しでいいよ？」

「右手を折るんじゃなくて、舌の根が折れれば良かったのに」

「はっはっは。美怜は面おも白しろいね。それじゃ死んでしまうよ」

「そう言ってるんだけど」

　ひどいね、と言う清士は堪こたえた様子もない。

「春明くんの頰ほおの傷も、だいぶ薄うすくなりましたね」

　貴瑛が、春明の前に花茶の入った器を置いた。お礼を言い、口をつける。相変わらず、形容しがたい苦味と酸味で舌がおかしくなる不味まずさだ。

「はい。痕あとも残らないってお医者様にも言われましたし」

「でも景彰は責任感じてるんだろう？　ひとりで剣の練習なんて始めてさ。そんな暇ひまがあるなら、春明ちゃんを見み舞まえばいいのに。それか、責任とって嫁よめにもらうとかさ」

　清士の軽口に、春明は苦く笑うことで応こたえた。

　あの日、自分が朝宋の幻まぼろしに嵌はまってしまったこと、そして春明達に怪我をさせたことを、景彰はとても悔くいているようだった。せっかくの休憩時間も、ひとり剣の練習だと庭先に出てしまって一いつ緒しよにならない。

「冷静さもあるはずなのに、変なところで子供だよな、景彰って」

「私に言わせれば、大人の振りをしてる、まだまだ甘い子供よ」

　美怜はにべもなく断言する。そしてちらりと春明を流し見た。

「春明に寂さびしい想おもいさせるんだから」

　寂しい、と言われて、慌あわてて下を向いて顔を隠かくす。見て分かるほど、寂しそうな顔をしていたのだろうか。そんなはずはないと思いたい。

「わっ、私は大だい丈じよう夫ぶですから！　寂しいなんて、全然思ってませんし」

　んー、と清士は思案するように視線を天てん井じように向け、やがてにやりと笑って春明を見やる。

「よし。いいこと考えた」

「どうせろくでもない事なんでしょ」

　全く期待していないというように、美怜が頰ほお杖づえをついて言う。しかし、清士は元気いっぱいに立ち上がって首を横に振った。

「いや、名案だよ！　春明ちゃんは自分の部屋に戻もどってて。この清士さんが、五分で景彰を部屋に呼んであげよう」










　きっかり五分後──。

「春明！」

　バンと扉とびらが開き、肩で息をする景彰が入ってきた。清士の予想通りになり、春明は内心驚おどろきに目を丸くする。

「ど、どうしたんですか景彰さん。そんなに急いで……」

　景彰は扉を閉め、少し躊躇ためらったように口を引き結んだ。やがて意を決したように話し出す。

「その。お前は、相手の立場に立って物事を考えられるし、観察眼もあると思う」

　唐とう突とつにそんなことを言われ、春明は面めん食くらう。しかし、景彰は自分の話したいことで頭がいっぱいなのか、気付く様子もない。

「剣の腕も上げてきているし、そもそも筋だって悪くない」

「それはありがとうございます……ってあの景彰さん？　一体どうし」

「だから霊れい吏りをやめるのは、もったいない」

「…………え？」

　春明はぱちりと目を瞬またたかせた。

「お前が官吏になりたい気持ちを否定するわけじゃないが、その仕事は、霊吏ではできないことなのか？」

「ま、待ってください。あの、話が見えない……」

「清士から聞いた。お前が霊吏をやめて、官吏を目指すと」

「あー……」

　清士の言っていた『いいこと』の意味が分かった。

　清士さんってば、と困る一方で、生き真面目まじめに語っている景彰を見ると、嬉うれしさが湧わき上がってきてしまう。いけない。早く誤解を解かなければいけないのに。

　──今言ってくれたことは、景彰さんの本音、なんだよね？

　剣の稽けい古こも取りやめて、こうして自分を引き止めにきてくれた。胸がポカポカと温かくなって、笑えみが漏もれそうになる。緩ゆるんだ顔を見せられないと慌てて下を向くと、何も言わない春明の沈ちん黙もくを、景彰は肯こう定ていと取ったようだ。

「……あの時、俺が香月の幻を見ていた時」

　静かな声が降ってきて、春明は顔を上げる。真しん剣けんな景彰の瞳ひとみが、真っ直すぐ春明に注がれた。

「真っ暗な闇やみの中で、俺は香月の後ろ姿を探してた。それ以外、何も見えないし聞こえなかった。でもそこに、明かりが灯ともったんだ」

「明かり？」

「桜の色みたいな綺き麗れいな色で、俺はお前と見たあの灯とう籠ろうを思い出した。暖かみがあって、柔やわらかく周囲を照らす光。お前だと、すぐ分かった」

　景彰は、眩まぶしいものでも見るように、目を細めて春明と向き合っている。貴瑛が以前、春明の魂たましいを薄うす紅べに色いろと例えていたのを思い出した。

「その光があったから、俺は戻ってこられた」

　ドキドキと心臓がうるさい。死の淵ふちから必死に連れ戻そうとしていた時、景彰がそんな風に思ってくれていたとは知らなかった。

「近付くと暖かくて、思わず触ふれたくなるような光だった。いつまでも眺ながめて、この手で大事に守ってやりたくなるような……」

「けっ、景彰さん！」

　かあっと全身が真っ赤になる。光の話だ、と割り切ってみても、まるで自分自身を指して言われている気がして慌てた。これ以上聞いていると心臓がもたない。早く種明かしをしなければ。

「あのっ、私、霊吏やめませんよ？」

　景彰は、ひとつ目を瞬かせた。

「…………何だって？」

「確かに、私はずっと官吏を目指して勉強してきました。でも霊吏という仕事をしていく中で、この仕事にやりがいを感じるようになっていったんです」

　今まで出会ってきた幽ゆう霊れい達。様々な思いを抱かかえてこの世に降り立ち、自分自身の嫉しつ妬とや怒いかり、悲しみと向き合う。春明は彼らを間近で見つめ、話を聞いてきた。そして自分自身に何ができるのか、考えてきた。

「私はまだまだ未熟だし、すべての霊の心残りを解決できるとは思っていません。でも、努力はしたい。諦あきらめたくないんです」

　景彰は黙だまって、春明の話を聞いている。

「私、霊吏として頑がん張ばっていきたいです。勧すすめられたからとか、資格があるからとか、人から言われたわけじゃなく、自分の意思で、なりたいと思うんです」

　だから、と春明は景彰に頭を下げた。

「これからも、ご指導よろしくお願いします。私の上司で剣けんの師し匠しようで、相棒であってください！」

　一呼吸待ってみたが、何の反応も返ってこない。どうしよう、やはり担かつがれたと知って怒おこっているのだろうか。春明は恐おそる恐る顔を上げた。

「……あの、景彰さん？」

　表情を窺うかがう前に、春明は力強い右みぎ腕うでに囲われ、ぐいと景彰の胸むな元もとに抱だき寄せられていた。

「え、あのっ？」

「……お前、……本当に……、時々、人をひどく堪たまらない気持ちにさせる」

　くぐもった声が聞こえ、羞しゆう恥ちに体を固くすることしかできない。

「ど、どういう意味ですか？」

「……お前を囲うこの腕に、力を込めたくなるってことだよ」

　どこか熱を逃にがすような溜ため息いきを吐つくと、景彰はゆっくりと体を離はなした。それでもまだ、互たがいの顔はとても近くにある。口の端はしを持ち上げて意地悪そうな表情を作るも、春明を見つめる景彰の瞳は優やさしいままだ。

「指導してやるよ、相棒」

　ぎゅ、と鼻を摘つままれる。

「厳しくても泣くなよ」

「泣きませんよ！　いつ私が泣いたって言うんですか！」

　むっとして眉まゆを寄せる。負けん気が湧き上がってきて声を上げた。

「泣いてただろう？　書庫の時も、あの川の中でだって……」

「え……？」

　目を見開く春明の視界に、一いつ拍ぱく置いて、しまった、という顔になる景彰が映る。

　──川の中って……。だってさっき話してくれたのは私の魂の話で……。

「ま、さか……、意識、あったんですか……、あの時……っ」

　ふらり一歩後ずさる。体中の血が顔に集中して流れてくるようだった。もしかして言葉も聞いていた？　あの時自分は何を言った？　いやだめだ、思い出してはいけない気がする。

「いや、ない。意識はない、なかった！」

　なぜ何度も繰くり返すのか。だめだ、やはり突つき詰つめて考えてはいけない。

「わ、分かりました。なかったんですね、意識」

「ああそうだ。なかった」

　無理やり納なつ得とくしようとすると、景彰もぎくしゃくと頷うなずいて同意する。

　その時、トントン、と外から扉が叩たたかれた。

「おーい。話終わった？　貴瑛が皆みんなで新作の花茶飲もうってさ」

　清士の声がかかって、春明と景彰は互いの顔を見合わせる。相変わらずひどい香かおりが漂ただよってきて、少しだけ気の抜ぬけた笑いが起こった。

「……行くか」

「はい」

　景彰が扉とびらを開き、二人は仲間の許もとへと歩き出した。




　こうして春明は、新たな気持ちで霊吏を続けていくことになる。あの世とこの世を飛びまわる春明の、命がけの仕事と恋は、始まったばかりなのだった。







　あとがき







　こんにちは。文ふみ野のあかねと申します。

　このたびは、『出戻り乙女の[image: ]稼業』をお手にとってくださり、ありがとうございます。三さん途ずの川かわから出で戻もどってきた少女、春しゆん明めいの仕事と恋こいは、いかがだったでしょうか？

　私のきゅんとくるワードのひとつに、『相棒』というものがあります。ふたりで協力して何かを成し遂とげる、その対等な関係性がとても好きで、いつか相棒ものはやってみたいなあと思っていました。更さらに更に、そのふたりが恋に落ちていったらどうだろう？　と妄もう想そうが膨ふくらみ、『出戻り乙女』は出来上がりました。しかし書き終えてみると景けい彰しようと春明は、まだまだ相棒というよりは、上司と部下という感じですね。もちろん、上司と部下、という関係性も素す敵てきです。

　キャラクターは、今回も楽しく考えさせていただきました。いつも小説のネタを記しているノートがあるのですが、キャラクターを摑つかむために、それぞれを言い表したキャッチフレーズのようなものを書いていました。少しここで紹しよう介かいしたいと思います。

　まず春明は『真まっ直すぐ素直な努力の人』、景彰は『大人の振ふりした子供』、清せい士しは『好きな子には三枚目キャラ』、美み怜れいは『氷の微笑ほほえみ』、希き聖せいは『ツンデレ』というものでした。希聖などは、この四文字ですべてが表現されているような男性です。実際書いていて、一番楽しかったのも彼でした。担当様には、『希聖は不ふ憫びんであればあるほどいい』というお言葉を頂ちよう戴だいし、思わず吹ふき出しました。

　幽ゆう霊れいという題材を扱あつかってはいますが、全く怖こわくないので、キャラクター達の動向を楽しく読んでいただけたら嬉うれしいです。

　そういえばノートで思い出したのですが、このお話を作る際、頭に思い浮うかんだキーワードとなる単語を書き出したことがありました。お話の最初のパーツのようなものです。それを繫つなげて練り上げて、ひとつの物語にしていったのですが……。『死』、『三途の川』、『四十九日』、『悪あく霊りよう』、『刀の呪まじない』とまあ、物ぶつ騒そうな単語がノートにびっしり。何も知らない人が見たら、どれだけ不気味なノートだろうか……、とちょっと遠い目になりました。

　物語に、イラストで命を吹き込んでくださった鳴なる海みゆき先生。キャララフを拝見した時は、大興奮でした。髪かみ型がたなど色々工く夫ふうしてくださり、キャラクター像がより深まりました。カバーイラストを拝見した時は、もはや興奮を超こえて、ただただ静かに何十分も、画面を眺ながめてはうっとりしていました。本当にありがとうございました！

　担当様、こうしてお話を書き上げることができたのは、担当様の支えがあったからです。作品への指し摘てきや助言はもちろん、明るく楽しい担当様の言葉に、たくさんの元気を頂きました！　担当様と電話を終えた後はいつも、「よし、頑がん張ばろう！」と思えます。心から感謝しております。

　そして編集部の皆みな様さま、校正者様、本に関かかわるすべての皆様にお礼申し上げます。毎回出来上がった本が届くたびに、どれだけの方の手を通して作られてきたのかと考えます。

　家族の皆様。いつも見守ってくれてありがとう。そして、陰かげながら応おう援えんしてくれてありがとう。兄夫婦の家で本を見つけた時は、恥はずかしくてその場では何も言えませんでしたが、嬉しかったです。

　そしてこの本を読んでくださった読者の皆様に、心からの感謝を。少しでも楽しんでもらえたら、作者としてこれ以上嬉しいことはありません。

　では、またお会いできる日を祈いのって。





文野あかね　　
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恋こいは幽ゆう言げん実じつ行こう！
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